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’07 イスラエル―パレスチナ―日本　平和をつくる子ども交流プロジェクト

平和宣言
これは、イスラエル・パレスチナ・日本の高校生たちがプロジェクトの 実りとして、
自主的に起草、署名し、「語らいの夕べ」で高らかに読み 上げた宣言文です。
こうして彼らは、今後も手を携えて平和のために働く決意を表明しました。
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’07平和をつくる子ども交流プロジェクト　報告書 
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長い紛争に苦しむ地に生ま
れ育ったイスラエル・パレスチ
ナの高校生を日本に招いて、
日本人高校生とともに「交流
と対話」をとおして平和を学
び、平和の働き人となっても
らう、そんな大きな目的を持っ

たわたしどもの「平和をつくる子ども交流プロジェ
クト」は、今回で 2 度目となりました。この度もま
た皆様の温かいご支援のもと、予定通り本年 7月
31日から 8 月15 日まで那須高原・長崎・東京で
行われ、所期の目的を十分に達成して、無事に終
了したことをご報告申し上げます。

来日してから 2 週間、遊び盛りで好奇心にあふ
れる高校生たちには過酷なほどの、密度の濃い充
実したプログラムが組まれていましたが、彼らは一
生懸命ついてきてくれました。帰国の途についた
時の彼らの顔には、充実感と友情の絆に結ばれた
喜びがあふれていました。別れは辛くても、これ
からも手を携えて平和のために働こうという決意を
胸に、再会の希望に燃えて帰って行きました。

実は私ども NPO 法人はこのようなプロジェクト
を実施するに当たり、あらゆる面で力不足を感じ
ておりました。しかし、当初から物心両面で実に
多くの方々のご賛同とご協力をいただけたことは
心強い限りでした。

わけても白柳誠一枢機卿、高見三明長崎大司
教、岡田武夫東京大司教、駐日イスラエル大使エリ・
コーヘン氏、駐日パレスチナ常駐総代表ワリード・
アリ・シアム氏のお力添えを深く感謝いたします。
またサンパウロ、ドン・ボスコ社、あけぼの編集部、
カトリック新聞、真生会館、長崎純心女子高等学
校、活水高等学校、長崎教区、東京教区、さい
たま教区が早々にプロジェクトの主旨に賛同して、
後援名義を付与してくださったこともプロジェクト
推進に大きな力となりました。またサンパウロには、
プロジェクトの企画実施に当たり、あらゆる面で
大変お世話になりました。

そして資金面でも、多くの団体や個人の方々か
ら力強いご支援をいただきました。

今回もまた、カリタスジャパン、国際交流基金
が多額の助成金を交付してくださり、新たに日本
万国博覧会記念機構も助成金団体として加わって
くださいました。大阪教区社会活動センター・シ
ナピスと日本海洋掘削株式会社からも寛大なご支
援をいただいております。とりわけ、JICA 地球ひろ
ばは、協賛者として宿泊施設やその他の施設使用
など、あらゆる面で便宜を図ってくださり、わたした
ちのプロジェクトを力強く支えてくださいました。

資金調達のためにチャリティ･コンサートがいく
つか開催されました。ご協力くださった高輪教会
聖歌隊、瀬田の丘ゴスペルファミリー、イスラエル

井上 弘子
プロジェクト実行委員会　委員長
NPO 法人 聖地のこどもを支える会　理事長

1 感謝のことば と ごあいさつ
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大使ご夫妻、ゴスペル ･シンガー上原令子氏、バ
イオリニスト深堀純子氏に感謝いたします。

特筆すべきは、中東和平の実現を信じ、若者
の平和教育の大切さを信じてくださる一般の方々
のご支援です。NPO 法人「聖地のこどもを支える
会」の支援者や「道の会」会員をはじめ、若者の
心に平和の種を蒔き、また平和の若木を育成する
というこのプロジェクトの主旨を理解してくださっ
た実に多くの方々のご寄付をいただきました。

また前回と同じように、プロジェクト広告を無料
で掲載してくださった「家庭の友」（サンパウロ）、

「カトリック生活」（ドン・ボスコ社）、「あけぼの」
（女子パウロ会編集部）の３誌にもお礼申し上げま
す。さらに「家庭の友」10 月号では、編集長山内
堅治神父の同行取材に基づく、16 ページにもわた
る素晴らしい大特集記事を掲載していただきまし
た。若者たちの 2 週間の旅の様子を生き生きと伝
えてくださっています。 

プログラムの第 1 段階、美しい大自然の中で出
会い、友情を育むことを目的とした那須高原では、
多くの方々に支えられました。「聖ヨゼフ山の家」
を提供し、心からのおもてなしをしてくださったベ
タニア修道女会のシスター方、よさこい踊りなどで、
入所者とのとびきり楽しい交流の一時をもうけ、
いのちの輝きを見せてくださった「マ・メゾン光星」
の方 、々細やかな心遣いをもって（父のように兄の
ように）若者たちの活動を支えてくださった、さい
たま教区の司祭方にも感謝しております。第 2 段
階の長崎でも多くの方にお世話になりました。田
上富久長崎市長と市当局の方々には温かく迎え入
れていただき、ありがとうございました。また長
崎原爆犠牲者慰霊平和式典に参加し、イスラエル・
パレスチナの高校生がともに献花をすることを許し
てくださった原爆被爆対策本部および長崎原爆資
料館、高校生たちの心深くに届くお話をしてくだ
さった、語り部・廣瀬方人氏にも感謝いたします。

長崎プログラムの充実と円滑な実施のために尽
力してくださった多くの方 （々とくに事務局とCAN

の高校生）、高校生たちにホームステイという素晴
らしい思い出を作ってくださったホストファミリーの
方々にもお礼を申し上げなければなりません。厚
生年金会館ウェルシティ長崎には、宿泊施設とし
て今年もお世話になりました。

旅の手配面で便宜を図ってくださったフランスト
ラベルセンター（株）、デザインでご協力くださっ
た佐藤克裕氏にもお礼申し上げます。

このプロジェクトに参加した高校生たち、若者
たち、また私どもスタッフ一同も、どれほど多くの
方々の善意と寛大なご協力に支えられているかを
実感しております。

プロジェクトは成功裡に終わりました。若者た
ちの心に今蒔かれた平和の種は力強く芽を出し、
育ちつつある若木はますます大きく成長して、近
い将来具体的な行動を起こして、イスラエル・パ
レスチナ・日本の間に「平和の架け橋」を築いて
くれるに違いありません。

今「平和の働き人」となることを真剣に願って
いるこの若者たちを、今後とも温かく見守ってくだ
さるようお願いしながら、あらためて皆様お一人
おひとりのご支援を心から感謝いたします。

2007 年 8 月 31日
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〈今日の子どもたちは、未来
の大人である。〉これは、｢国
境なき子どもたち｣ の基本理
念を表します。いまの世界で
は、子どもも、若者も、大人
たちも、思いもよらない失望

を数々味わい、無気力と希望のなさにあえいでい
ます。そのため、豊かな未来へと希望をつなぐた
めに、心のエネルギーを振り絞って生きなければ
ならないのが現状です。

人生とは、ただ単に日々の糧を得て生き延びる
ためにあるのではありません。恩寵に満ちた存在
に出会い、無条件の善意に触れ、尽きることない
励ましを受けなければ、人は生きていくことがで
きません。

子どもたちは未来の大人であるということをかん
がみ、特にこの聖地で、子どもたちを啓蒙し、人

間的な成長を促すことができるように、わたしたち
は懸命の努力を続けています。

わたしたちは、つねに子どもたちに対し、適正
な価値観を行動によって指し示そうとしています。
そして、整合性のある活動を提供することによっ
て、子どもたちが、社会病理や個人的な絶望感を
乗り越えて、本当の意味の ｢生きる｣ ことに目覚
めることを目指しています。

そこで、エルサレムの ｢国境なき子どもたち｣ は、
日本の ｢聖地のこどもを支える会｣ の支援を受け
て、国境を越えて活動しています。聖地の子ども
たちの、夢と希望と、あくなき好奇心を、世界の
子どもたちのそれとつなげようとしています。

子どもたちは、いかなる制約をも受けることのな
い蝶々のようなものです。隔離、人種差別、偏見、
性差別、盲目的な敵意に阻まれることなく、子ど
もたちは国境を越えることができるのです。

イブラヒム・ファルタス 神父
イスラエル・パレスチナ平和使節団 団長
Children Without Borders 理事長
エルサレム カトリック教会主任司祭

別れの前夜：プロジェクトが無事終わって、みんなの顔に笑顔が輝く。（東京JICAにて）
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もし子どもたちが、この事実を体得することが
できれば、いずれ国籍、宗教、階層、性などの異
なる子どもたちが、お互いの間に立ちはだかる国
境を取り壊してしまうことができるでしょう。

聖地の子どもたちは、どの国の子どもにも通じる
共通言語を持っています。他の国の子供たちが、
ビジョンを口にすることを難しく感じ、夢をあきらめ
そうになったとき、聖地の子どもたちは生きた証
人として、彼らに勇気を与えることができるのです。

彼らは生きた福音であり、平和、善意、愛、希望、
期待の未来の大使であります。

彼らは日 、々孤立させられ、孤独に苦しんでい
ます。したがって、彼らをそのまま孤立させておく
と、その弊害はさらに大きくなってしまいます。子
どもたちは、善良な心と、いまだ未熟な意思、そ
して、汚れない理性を持っています。彼らとともに
いるということは、彼らのそうした善なる存在に、
オリーブの枝のかぐわしさを届けてやることになる
のです。

2007 年に日本で行われたわたしたちのプロジェ
クトは、実り多く、大変有意義なものとなりました。
パレスチナ、イスラエル、日本の子どもたちは、文
化的、政治的、社会的な差異を乗り越えて、プロ
ジェクトを組織してきました。そのなかで、以下の
２点が、重要であると合意されました。

１．子どもたちは、｢すべての人間の内面には価
値がある｣ という事実をもとに、協力し合いました。
これがあったからこそ、子どもたちは、自分たち
の価値を再認識するとともに、お互いの大切さに
気付いていきました

２．子どもたちは、お互いの見解の違いを尊重
し合いました。違っていることは自然なことであり、
違いを認め合わない限り、一丸となってよき未来
を作っていくことはできないことに気付きました。

また、パレスチナとイスラエルの子どもたちが、
日本人の皆様から学んだことは、大変貴重なもの
です。生涯を通じての宝物になるでしょう。日本と
触れ合うことができたことで、パレスチナの子ども

たちにとっても、イスラエルの子どもたちにとって
も、まったく新しい平和の概念が生まれました。
これは、わたしたちがこれからも平和に向かって
努力を重ねていく中で、新たな平和の種として蒔
かれました。

最後に、わたしの信ずるところを皆様と分かち
合いたいと思います。

わたしは、一人ひとりのなかに「内なる無垢な子
ども」がいると信じています。人は、人生を生き
る中で、誰かにそばにいてもらい、支えられ、安
全な腕の中で守られていると感じたいときがありま
す。同時に、平和、善、共存、協力の大切さを
子どもたちに示すためには、むしろわたしたち大
人が自己の内への旅を始め、自分のこころの中に
住む愛に飢えた小さい子どもと出会い、それを見
つめていくことが必要なのです。

その子が、侮辱されたり軽蔑されたりする存在
としてではなく、分け隔てのない兄弟として扱われ
たなら、わたしたちの魂の中にいきいきと住む内な
る子どもを覆い隠している先入観や怖れのヴェー
ルが取り去られ、ついにすべての分け隔ての壁が
崩れ去るのです。

国境なき子どもたちは国境なき大人たちとなる
のです。
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高見 三明 大司教
カトリック長崎大司教区　教区長

感謝と期待

二年前に続いて、イスラエ
ル・パレスチナ・日本の高校
生たちが、「’07 平和をつくる
子ども交流プロジェクト」を
那須高原と長崎、それに東
京で実施されたことを大変喜

ばしく思いますし、イブラヒム神父様を団長とする
参加者はもちろんのこと、実行委員会委員長の井
上弘子さんをはじめ、ご協力くださった多くの方々
に心から敬意を表し、感謝いたします。

ただ、せっかく長崎まで来ていただいたのに、
十分なおもてなしもできず、とくに最終日の「語ら
いの夕べ」に市民の参加者が少なかったことを大
変申し訳なく思っております。

長年紛争の只中にあるパレスチナとイスラエルの
高校生たちにとって、平和の実現が一朝一夕には
いかないだろうということは、容易に想像できます。
２年前に、聖地巡礼をしたとき、イスラエルとパレ

スチナの間を切り裂くかのような高い大きな壁を目
の当たりにして、暗澹たる気持ちになりました。物
理的な障碍が心理的にますます悪い影響を与える
のではないかと懸念せざるを得ません。キリスト
者にとっても、聖地は平和であってほしいからです。

長崎での「語らいの夕べ」でヤニーヴさんが、「物
理的壁より心理的壁が問題」だとおっしゃったよ
うに、当事者同士が、話し合うために向き合うと
いう具体的な行動を通して、さまざまな困難を乗
り越えて人間として理解し合い、ともに生きようと
いう意志を貫くなら、平和はやってくると思います。
その意味で、短期間でしかも少数とは言え、イス
ラエル・パレスチナ・日本の高校生たちがそれぞ
れの生活や考え方や経験を分かち合い、平和を目
指して連帯していこうと努力されたことは、大変素
晴らしいと感じております。

今後もこのような地道な歩みを続けていってくだ
さるようにとお願いし、そのためにお祈りいたしま
す。どうぞ是非また長崎においでください。

ワリード・アリ・シアム氏
 駐日パレスチナ常駐総代表・大使

聖地の子どもたちを援助し
てこられ、また現在も援助を
してくださっている方々および
諸団体の活動に、パレスチナ
の人々を代表して、心から感
謝申し上げるとともに、全面
的に賛同いたします。

皆様方の活動は、この地
球上に共に生きる人々について、また人生につい

て、子どもたちが前向きな考えを持てるようになる
ための手がかりとなり、重要な役割を果たすであ
ろうと期待しております。人生に対する前向きな考
えを持つことにより、子どもたちは、他者を理解し、
さまざまな地域の人 と々コミュニケーションする力
を伸ばしていこうという意欲が湧くでしょう。平和
で友好的な関係を築くために。

子どもたちはわたしたちの未来です。だから、
わたしたちはあらゆる方法で、あらゆる所で、子
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ハダス・メツァド氏
駐日イスラエル大使館　広報官

皆様、
中東育ちの一イスラエル人であるわたしにとっ

て、普通に語られる「平和」という言葉は限りな
い切なる願い、望みを表します。

平和とは、政府間の合意とか、安全な国境を望
むことだけではなく、中東の隣人たちとの開いた
関係や相互理解も含まれると思います。まずは第
一の隣人であるパレスチナ人との。

向こう側の人々の暮らし方、考え方、あり方さえ
も、取り上げてみればどの側面も偏見や誤った思
い込みに塗りこめられています。そんな中で、皆
様方の「平和をつくる子ども交流プロジェクト」は
画期的な企画、実践であると確信しています。

若い世代が互いに知り合い、学び、友人となるた
めに、そして、自分が思っていたよりずっと相手方は
自分自身によく似ているのだと身をもって知るため

に、人々が手助けしていくこ
とは、まことに重要で意味深
い、未来への投資となること
でしょう。

さらに広島について学ぶ
ことで、地球をめぐる平和の
大切さも強調されましょう。
「聖地のこどもを支える会」
のすべての支援者、担当者の方々に感謝と敬意を
表したいと思います。そして、日本・パレスチナ・
イスラエルの子どもたちが末永く関わりを続けて、
自分たちのこと、友人たちのことを学んでいけま
すように。何といっても、じかに出会って友情を結
ぶことこそ、新機軸を生みだす力なのですから。

感謝をこめて。

プロジェクトのために大きなご支援をいただいた前駐日イスラエル大使 
エリ・コーヘン氏は、2007年8月に離任されましたため、 残念ながらご
挨拶をいただくことはできませんでした。代って、広報官 ハダス・メツァド
氏のメッセージを掲載いたします。

どもたちへの援助活動を続けなければなりませ
ん。わたしたちは、わたしたちの未来が明るく豊
かで幸せで、平和なより良い未来となるよう最善

を尽くさねばなりません。
わたしたちの子どもたちのために、平和へ向け

て団結しましょう。
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2 プロジェクトの主旨と概要

の絆で結ばれていくこと。
とくに原爆被爆という極限状態から平和への復

興の道を切り開いてきた長崎で、「出会い」と「対
話」を通して、戦争の悲惨さと平和の尊さを学ん
でくれること。
日本の若者のため

戦争とは何か、真の平和とは何かを知らない日
本の若者たちが、紛争の中で生まれ育ち、自由と
尊厳と安全に飢え渇き、必死に希望の光を見いだ
そうとしている同世代の若者たちと触れあうことに
よって、彼らの痛みや苦しみに共感し、自分が平
和のために何ができるかを考えてもらうこと。

（2）若木の育成

2005 年に高校生たちの心に蒔かれた種は、今、
大きく成長しはじめている。今回積極的にプロジェ
クトに関わってくれた若者たち（現大学生）が、
新しい高校生たちのリーダー役を務めることによ
り、さらに「平和の若木」として力強く根を張り成
長してくれること。

初めに

NPO 法人《聖地のこどもを支える会》は、十数
年前から人種や宗教を問わず、教育の機会を失っ
ているイスラエル・パレスチナの子どもたちの教育
支援を行い、さらに近年は若者たちの「対話」と「交
流」にも力を注いできた。紛争と対立が続く中東で、
和平の道を見いだすためには、子どもたちの基礎
教育と若者たちの平和教育こそ最重要課題だと確
信しているからである。

この度企画されたプロジェクトもまた、2005 年
と同様、紛争地イスラエル・パレスチナの若者を
日本に招き、同世代の日本の高校生とともに、出
会いと対話と交流を通して、戦争の悲惨さと平和
の尊さを学び、《平和をつくる》大切さを体得して
もらうためである。

プロジェクトの目的と意義

（1）新しい種蒔き

イスラエル・パレスチナの若者のため
自分たちの国では「出会う」ことすらできないイ

スラエルとパレスチナの高校生たち、しかも親や
祖父母の代から敵対する若者たちが、日本という
国で、2 週間の共同生活の間に、喜びや悲しみ、
痛みや苦しみを分かち合うことによって、互いに
理解し、受け入れあい、ゆるし合い、かたい友情

主旨と概要



プロジェクトの概要

期間：2007年7月31日〜8月15日

参加者数（実際に旅に参加する人）：35名
日本人：20 名（若者 7 名　スタッフ13 名）　
イスラエル人とパレスチナ人：15 名
　（若者 12 名　団長 1 名　引率者 2 名）
各地での協力者：約 40 名
支援者：約 450 名
　「語らいの夕べ」などの参加者：約 300 人

プログラム：前回の成果と反省をふまえ、　　　
　2007年のプロジェクトは3段階で行う。

（１）那須高原

最初の数日は、互いに不信感さえ抱いていた若
者たちが、那須高原の雄大な大自然の中で、共同
生活、あるいは登山やスポーツなどを通して心を
開き合い、友情を育む期間である。

（２）長崎

次に被爆地長崎を訪れる。それは、さらに対
話と交流を続けながら、同時に原爆被爆 62 年を
記念する長崎で、「戦争の悲惨さ」と「平和の大
切さ」をじっくりと学ぶためである。今紛争の苦
しみのさなかにあり、憎しみと破壊を日々体験し
ている彼らが、未曾有の悲劇を乗り越えて再生と
復興を達成して「平和の発信地」となった「ナガ
サキ」の歩みを道しるべとして、「平和への希望の
道」を歩き出すこと。

（３）東京

最後は東京で、ともに過ごした2週間を振り返っ
てこの旅を総括し、自分たちが平和のために何が
できるか、どのような協力体制がとれるかを具体
的に考える。

「語らいの夕べ」　

さらに長崎と東京で、支援者や一般の人々を対
象とした「語らいの夕べ」を開催する。2 部に分
かれており、第 1 部は、イブラヒム神父の講演「そ
れでも平和への道を歩む」、第 2 部は、イスラエル・
パレスチナ・日本の高校生たちが、力強く平和と
希望のメッセージを発信する場となる。

終わりに

本プロジェクトは平和のためのほんの小さな試
みに過ぎない。しかし継続していくことによって、
新しく蒔かれる「種」と、成長を続ける「若木」
たちが、次 と々《平和のくさり》となって自発的に
行動を起こし、国境を超えてイスラエル・パレスチ
ナ・日本に、そして世界に「平和の架け橋」を築き、
新しい時代の証人となってくれることを心から望ん
でいる。

プロジェクトの主旨と概要   13
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’07 平和をつくる子ども交流プロジェクト　プログラム

日　　程 プログラム 宿　　泊

1 7/31（火）
イスラエル・パレスチナ高校生：テルアビブ出発 17:00
　　　　　　　　　　　　　　　　AF にてパリ経由東京へ
日本人：午後成田空港のホテルに集合　歓迎準備

機内泊
成田・ホテル

2 8/1（水）
日本人：歓迎準備続き　結団式
イ・パ高校生：成田空港着　18:00　
　　　　　　　出迎え後、全員で専用バスで那須高原へ

那須高原
（聖ヨゼフ山の家）

3 8/2（木）
那須高原の大自然の中で友情を深める 4 日間
午前：休息とオリエンテーション
午後：自己紹介　アイスブレーキング  ウェルカムディナー

4 8/3（金）
午前：各国プレゼンテーション
午後：グループディスカッション　自由時間（JUSCO 探検）
夜　：プレゼンテーション：「原爆について」

5 8/4（土） 終日：茶臼岳登山・乙女の滝観光
夜　：ディスカッション

6 8/5（日）

午前：セッション「グループとチームについて」
午後：「マ・メゾン光星」訪問と交流
　　　セッション続き「イスラエル・パレスチナ紛争の中で」
夜　：立食パーティー

7 8/6（月）

午前：那須高原から羽田空港へ（専用バス）
　　　羽田――長崎（航空機）
午後：長崎市長表敬訪問　原爆落下中心地での献花
夕刻：長崎実行委員会高校生（CAN）による長崎紹介と歓迎会

長崎
（ウェルシティ長崎）

8 8/7（火）
午前：原爆資料館見学　「語り部」の被爆体験を聴く　被爆遺構で祈る
午後：セッション「原爆について」「わたしの家族の痛み、苦しみ」
夕刻：ホームステイ家族のもとへ（高校生と若者） 長崎

（ホームステイ）
（スタッフ：ウェルシティ長崎）

9 8/8（水）
終日：伊王島エクスカーション（海へ！）
　　　　海と平和の体験プログラム
夕刻：ホームステイ家族のもとへ（高校生と若者）

10 8/9（木）
午前：長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 参列
午後：全体ミーティング「続わたしの家族の痛み、苦しみ」とグループセッション
夜　：自由時間（稲佐山） 長崎

（ウェルシティ長崎）

11 8/10（金）
午前：「語らいの夕べ」の準備と分ち合い
午後：「イブラヒム神父講演会」と「語らいの夕べ」
夜　：フェアウェルパーティー

12 8/11（土） 午前：長崎――羽田（航空機）　東京 JICA へ
午後：自由時間（ディズニーランド・東京観光など）

東京（JICA）13 8/12（日）

午前：プロジェクトの振り返り
午後：自由時間（新宿界隈観光）
　　　セッション「平和のために私ができること、私たちができること」
夜　：自由時間

14 8/13（月）
午前：「語らいの夕べ」の準備
午後：「イブラヒム神父講演会」と「語らいの夕べ」　
夜　：フェアウェルパーティー

15 8/14（火） 午前：成田へ　イスラエル・パレスチナ高校生：AF でパリ経由帰国の途へ
　　　日本人高校生・スタッフ：解団式 機内泊

16 8/15（水） テルアビブ着　00:05
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初めに

今回のプロジェクトの目的は 2005 年のプロジェ
クトで得た成果を深め、育て、さらに将来を担う
若者の心に新しい「種」を蒔くことである。その
ため今年もまたこのプロジェクトの立案者、エルサ
レムのイブラヒム神父の協力を仰ぎ、彼が主宰す
る Children Without Borders（国境なき子どもた
ち）* をイスラエル・パレスチナ側の共催団体とす
ることになった。

彼らとの緊密な連係のもと、1 年有余の準備の
時を経て、「’07 平和をつくる子ども交流プロジェ
クト」を、7月 31日から 8 月15 日まで実施し、無
事すべてのプログラムを終了した。前回に引き続
き、実に多くの方々のご支援とご協力により、非
常に豊かな実りを得ることができた。

今ここに準備の過程とプロジェクト本体の経過
を振り返り、今後どんな展望が開けているかを見
てみよう。

*Children Without Borders（国境なき子どもたち）：
イブラヒム神父が、イタリアをはじめ各国とイスラエル・

　パレスチナの子どもたちの交流のために立ち上げた組
　織で、エルサレム・カトリック教会内にある。

１．事前の準備過程（24ページ参照）

（１）実行委員会の活動

かねてからのイブラヒム神父の熱望を受け、
2006 年夏、NPO 法人「聖地のこどもを支える会」
理事会で、再度本プロジェクト実施を決定した。

同年 10 月、鈴木信一神父をはじめ、前回もプ
ロジェクトに関わったメンバーを中心に実行委員会
が立ち上げられた。さらに前回、高校生として参
加した大学生たち数人が新たに加わったことは大
きな助けであり、強みであった。実施まで 15 回に
わたり、プログラム、イスラエル・パレスチナ・日
高校生の選出と事前準備教育、宿泊施設や移動
手段の手配、資金調達などについて話し合いを重
ね、かつ実行に移した。

長崎においても、前回同様、中村神父が早速
行動を起こし、グループ受け入れのためのあらゆ
る準備を調えた。長崎からの高校生選出、長崎
プログラム（長崎市長表敬訪問、長崎原爆犠牲者
慰霊平和祈念式典参加、伊王島へのエクスカー
ション、「語らいの夕べ」、宿泊、食事、そしてホー
ムステイなど）のきめ細かい手筈が調えられたの
は、長崎チームの熱意と努力の賜物である。

プロジェクト実行委員長の総括
’07平和をつくる子ども交流プロジェクト実行委員長　井上 弘子
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（２）プロジェクトの実りを得るための工夫

a. イスラエル・パレスチナ・日本の高校生選出

参加者募集に当たり、
1）「平和の問題に関心と興味を持っていること」
2）「相互コミュニケーションのために必要な一定の
　 英語力があること」を基本的条 件として提示
した。

日本人高校生については、2006 年末、公立高
校も含め、いくつかの高校に推薦をお願いした。
結局、今回もまた広島学院、栄光学園、長崎純
心高校、活水高校から1 人ずつとなった。原爆被
爆の地からも選ぶことが望ましいと思われたから
である。

イスラエル・パレスチナ人高校生については、私
たち日本側で参加者を選定することに固執した。
それで 2007 年 2 月末から 3 月初めにかけて、私、
実行委員長を含むスタッフ4 人がイスラエル・パ
レスチナをおとずれ、Children Without Borders
のイブラヒム神父の協力のもとに、候補者の面接
と家庭訪問をした。直接本人や両親たちと面談す
ることによって相互信頼を深め、また本プロジェク
トの主旨を良く理解してもらい、将来も何か平和
のために働く意志と希望を確認することが目的で
あった。

最終的に高校生・若者リーダーを含め、紛争の
現実を体験しているイスラエル６人、パレスチナ６
人を選んだ。自爆攻撃や軍事行動などによって、
身近な大切な人を失った者、難民キャンプで生活
を余儀なくされている者、「分離の壁」などで自由
を奪われている者、兵役を目前にしている者……
彼らが、苦しみや恐怖、自由や平和への渇望を生
で語ってくれることを期待した。
ｂ．事前教育（32ページ参照）

日本人高校生に、イスラエル・パレスチナ紛争
の歴史と現状、原爆被爆の実態などを学んでもら
うため、3 泊 4 日の事前研修を行った。来日するイ・
パ高校生の話を理解し、対話に加わり、また日本
人としての平和メッセージを彼らに伝えるために必

要なことだった。かなり厳しいプログラムであった
が、高校生たちはくじけそうになりながらも、懸
命についてきてくれた。

しかしそれだけでは不十分だったので、研修後
ほぼ２週間ごとに、イスラエル・パレスチナ紛争、
人権問題などをテーマにした英語の記事を与え、
英語でレポートを出してもらった。彼らにとって紛
争の実態についての認識と知識を深め、英語の語
彙を増やすために大いに役立った。そのレポート
にコメントをつけ指導していく上で、前回の参加メ
ンバーである現大学生（石黒朝香、滝川理紗、横
山雄一）に関わってもらった。これは初めての試
みであったが、高校生と若いリーダーたちの成長に
も寄与したと思う。

イスラエル・パレスチナの高校生たちは、選出
後数回イブラヒム神父のもとに集まり、アントニー、
ヤニーヴ（引率者・ファシリテーター）とともに、
セッションを開いた。紛争に苦しむ互いの立場を
少しでも理解し、日本について学ぶためであった。
事前にこうして双方の高校生たちが交流し、多少
とも心を開き始めたことは、素晴らしいことだった。
c. エルサレム直前準備（38ページ参照）

７月中旬私、井上（実行委員長）は最終準備の
ため、エルサレムを訪問した。目的は、１）「先方
のスタッフとプログラムについての打ち合わせ」２）

「高校生と両親に、プロジェクトの主旨、プログラ
ム内容、参加条件、責任の所在などを明確に説
明の上、本人の最終的な参加意志確認と保護者
の承諾を得ること」、３）「日本入国ビザが必要な
パレスチナ人のためにビザ申請手続を行うこと」な
どであった。

いろいろな困難はあったが、プロジェクトの円
滑かつ確実な実施のためにどうしても必要なプロ
セスであったと考える。

（３）資金調達（26 ページ参照）

このようなプロジェクト実施に当たり、ネックの
一つは資金調達である。
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前回各方面から実に大きなご支援をいただい
た経験から、当初私たちはそれほど心配していな
かった。いろいろな団体への助成金の申請、一般
の方々への支援要請（パンフレットとポスター作成、
配布）など、前回と同じように募金活動を開始した。
ところが、一般募金の状況が思わしくなく、大変
心配した時期があった。何度も予算の見直しをし、
何とか支出を必要最小限にし、スリムにすることを
心がけた。

幸いなことに助成金交付の決定通知がいくつか
届き、一安心した。またプロジェクト実施直前に
なって、一般の方々からの支援金が増え、さらに
いくつかの団体から寛大な支援金をいただいた。
おかげで収支のバランスがとれ、滞りなくプロジェ
クトを遂行することができた。

しかし次回から、どのようにもう少しスムースに
資金を調達するかが課題の一つである。

2．イスラエル・パレスチナ・日本の高校生と
　 の旅を振り返って

（1）「新しい種蒔き」

日常の生活の中でイスラエルとパレスチナの若
者たちが、出会って対話をすることは、ごくわず
かな例外を除いて、ほとんど不可能に近い。まし
て互いに友人となることなど考えられない。長年
紛争に苦しんでいる両親や学校
の先生など大人たちの言うことを
鵜呑みにし、また情報操作をい
とわないメディア報道に影響され
て、彼らは相手を敵対するものと
しか見ることができない。直接に
触れ合って話せないことが、なお
さら相手に対する不信感や不安
や、恐怖の感情を増幅させる。
今回のメンバーのほとんどが、こ
のプロジェクトで初めて「敵」と
出会った。

そんな彼らが第三国、日本に来て、自由な平和
な雰囲気の中で、何の危険も感じることなく、同
年代の日本人高校生とともに 2 週間の共同生活を
したのだ。何もかも初めての環境の中で、当初は
多少の緊張もあっただろう。しかしすぐに彼らは
互いに打ち解けて、ごく普通のティーンエージャー
らしく、明るく伸び伸びと振る舞い、いたずらをし
あったり、お茶目ぶりを発揮して周囲を笑わせたり
していた。屈託のないイスラエルとパレスチナの子
どもたち、そこへ緊張で固くなっていた日本人高
校生が勇気を出して加わり、おぼつかないながら
も一生懸命英語を使って、楽しい交流が始まった。

那須高原の雄大な大自然、そして宿泊施設と
なった「聖ヨゼフ山の家」のシスター方の温かい
献身的な奉仕も、さらに移動手段を確保してくだ
さった、さいたま教区の司祭方の応援も、高校生
一人ひとりをリラックスさせ、心を大きく開かせる
のに役立った。

そして茶臼岳登山、知的障害者施設マ・メゾン
光星の入所者の方 と々の素晴らしい交流のひと時
などをとおして、一つの輪が生まれ、友情が芽生
えていった。

そして彼らは、自己を見つめ、相手を知るため
のゲームやディスカッションを重ねた。それを通し
て、先入観を取り去り、ありのままに受け入れ、
聴き合うことがどれほど大切かを学んでいった。

成田空港へ出迎え：少し緊張気味の高校生とスタッフ。ウェルカムボードには、
アラビア語とヘブライ語で「ようこそ！」と書いてある。
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これこそ、平和と和解のために「敵」同士が対話
をする時の必要不可欠な姿勢である。

そして少しずつ、イスラエル・パレスチナ紛争の
原因や実態、自分たちの苦しみなどについての言
及が始まっていった。互いに初めて聴く話であっ
た。それぞれの心に大きな衝撃が走ったこともあっ
ただろう。時には相手の話を素直に受け入れられ
ず、反論に次ぐ反論が飛び出す場面もあった。し
かし、そのような困難やわだかまりを乗り越える
心のつながりはすでにできていた。

長崎滞在は、高校生にとって強烈なものであっ
た。彼らが長引く紛争の中で日常的に味わってい
る苦しみや悲しみ、怒りや不安とはある意味で全
く異なった戦争の悲惨な現実がそこにあった。彼
らは原爆落下中心地で献花・黙祷し、「原爆犠牲
者慰霊平和祈念式典」に参加した。原爆資料館
ではあまりにも厳しい現実の生 し々い写真や資料
の前にじっと立ちつくしていた。さらに語り部・廣
瀬方人氏の被爆体験談や、被爆３世である 2 人の
日本人参加メンバーの話などに心を激しく揺り動
かされた。

こんな衝撃的な体験を通して、イスラエル・パ
レスチナ・日本の若者たちは、自分たちの取るべ
き道は、戦争や紛争、対立や憎悪の道ではなく、
平和と和解の道であるという確信を持ち、「平和

のために働く者」となる決意ができたと思う。そ
れは後述する「語らいの夕べ」で、彼ら自身が作
成し、発表した『平和宣言』（2 ページ参照）に如実
に現れている。

なお、長崎市のご好意により、「原爆犠牲者慰
霊平和祈念式典」において、イスラエル人高校生
2 人とパレスチナ人高校生 2 人が並んで献花する
ことができた。この平和のための式典において紛
争地の若者がともに花を捧げ、平和を誓う姿は、
大きなインパクトがあった。

長崎ではこの他にも、伊王島エクスカーション、
2 泊のホームステイなど楽しく充実したプログラムが
組まれていた。長崎チームの尽力と、CAN の高校
生たちの献身的な働きのおかげである。このプロ
ジェクトに関わってくださった長崎の人々の温かい
ホスピタリティーが彼らの心にしみたことだろう。

長崎日程の最後に、〈平和への渇き〉をテーマに
「語らいの夕べ」が催された。第１部はイブラヒム
神父の講演、第 2 部は高校生たちの平和メッセー
ジ発信であった。（55 ページ参照）　

最後の東京滞在は、振り返りと総括の時。
JICA 東京センターで充実した、しかし波瀾に富ん
だ 2 日間を過ごすことができた。

まずは、長崎から羽田に到着してからすぐに、
待ちに待った自由行動。それぞれ日本人高校生や

スタッフに連れられて、
ディズニーランド組、浅
草や江戸博物館見学組、
はとバスでの東京見物組
など、思いっきり楽しい
時間が持てた。

最後のセッションで
は、次の 5 点がテーマと
なった。それは、1）「も
う一度友情の絆を確か
め合うこと」、2）「それ
ぞれがこのプロジェクト
で得た実りを振り返るこ

イスラエル・パレスチナ・日本の高校生たちのアイスブレーキングゲーム。（那須・聖ヨゼフ山の家）
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と」、3）「イスラエルとパレスチナが共存・共生し
ていくためには、今後どのような道を歩むべきか
を話し合うこと」、4）「自分たちがこれからどんな
姿勢で平和活動に取り組むのかを具体的に見極め
ること」、5）「最後の『語らいの夕べ』で日本の支
援者に発信する平和メッセージを準備すること」
であった。

最初の 4 点については建設的な話し合いが進み、
非常にうまくいったと思っていた。ところが思いが
けず、最後に最大の試練が待っていたのである。

プロジェクトの実りとしての最後の「平和のメッ
セージ」を発信するに当たり、「語らいの夕べ」に
出席してくださる方々に、冒頭にその背景となるイ
スラエル・パレスチナ紛争についてお話しすべきで
はないかという提案がスッタフ側から出された。す
るとイスラエルの高校生がそれに過剰に反応した。
この 2 週間でせっかく仲良くなったのに、今ここで
もう一度問題を蒸し返したくないから自分たちが
話すのは嫌だし、それにまたイブラヒム神父が話
すのでは、中立性が保てるかどうか疑問だという
のである。それに対して今度はパレスチナの高校
生が激しく反論した。イブラヒム神父に対する侮
辱はゆるさないと。

一時は騒然となって、せっかくこの 12 日間で築
き上げてきたものが一瞬のうちに崩壊したかと心

配した。友情や対話によって、心の傷が少しはふ
さがったように見えていたが、実はそれは表面的
なものだった。生まれた時から心に刻み込まれて
きた不安感や抑圧感、憤りや憎しみは、たった
12 日間楽しい時をともに過ごし、対話をしただけ
でぬぐい去れるものではないことを思い知らされた
ひとこまであった。

幸いなことに、混乱はイブラヒム神父やスタッフ
の介入によってすぐにおさまり、子どもたちは冷静
さを取り戻し、騒ぎを起したことに対し素直に謝
罪した。

この出来事は、すべてのスタッフと高校生たち
にとって貴重な体験であった。彼らは紛争の現実
に引き戻され、自分自身の弱さと向き合わざるを
得なかった。「平和への道」は決して甘いもので
はなく、多くの苦しみと、そしてゆるしと和解の道
であることを身をもって体験したのである。
「語らいの夕べ」での高校生それぞれの平和メッ
セージ（55 ページ参照）および共同の『平和宣言』（2

ページ参照）は、この辛い体験があったからこそ、
彼ら自身にとってより真摯なものとなり、今後みん
なで協力して働こうという決意が一層堅固なものに
なったと思う。

（2）日本人高校生参加の意味

非常に大きな意味があった日本人
高校生の参加について、ここで一言
触れておきたい。

まずイスラエル・パレスチナの高校
生にとっては、厳しい対話の際にも
日本人の中立的存在は、とても大き
な助けとなった。

また日本人高校生にとっても、こ
の 2 週間は学校では得られない貴重
な平和教育の体験であった。普段彼
らは平和とは何か、戦争とは何かな
どと考えるチャンスがあまりない。ま
して今現実に紛争のただ中に巻き込

「マ・メゾン光星」の入所者と楽し交流するアントニーとレナート。
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まれていて日々苦しみを体験している同世代の若
者と出会う機会など皆無といっていい。イスラエル・
パレスチナの高校生の自由と平和と安全を求める
心の叫びを聴いた時、彼らは大きな衝撃を受け、
涙を流した。「友」の痛みや苦しみを分かち合い、
共感できるようになったのである。そして自分たち
がどれほど恵まれた環境にいるかを、強く自覚し
たであろう。

と同時に、紛争地からやってきた彼らが全く屈
託のない普通のティーンエージャーであることを発
見した。そして異なる民族、異なる文化、異なる
メンタリティーを超えて互いに良き友人になれるこ
とを体験して、感動したに違いない。そして彼ら
は言う。もはや「友の平和の問題」に無関心では
いられないと。

ことばの障害も小さいものではなかった。日本
人高校生にとって英語の生活は大きな負担だった
と思う。しかし、最初はなかなか会話についてい

けなかった彼らも、勇気を持ってよく頑張った。
とつとつとした英語をみんな忍耐強く聴きあった。
どうしても難しい時はファシリテーターや通訳の助
けがあった。

（3）「若木の成長」前回メンバー参加の意味

2005 年のプロジェクトに参加した高校生のう
ち、日本からは石黒朝香、滝川理紗、横山雄一が、
パレスチナからはヤクーブ・ガザウィがリーダーと
なった。イスラエルからは前回メンバーのほとんど
が兵役についているため、タリ・バレルがリーダー
として初参加した。

とくに日本人大学生は、準備段階から、実行委
員会の一員として、またプロジェクト実施段階では、
同行スタッフおよび高校生たちを助けるリーダーと
しての働きは目覚ましかった。いつも若者らしい
初 し々い感性と発想でイニシアティヴを取り、他の
スタッフとともに生活面で高校生たちの世話をし、

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典参列後、平和祈念像の前で。
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あるいは対話を導いていってくれた。そして高校
生たちの対話にも活発に参加してくれた。

ただ彼らとしては、プロジェクト実施の過程で
自分たちがスタッフなのか、リーダーなのか、あ
るいは参加メンバーなのか、役割がはっきりせず
戸惑うこともあっただろう。さらに事前の打ち合
わせがほとんど不可能であった、イスラエル・パ
レスチナ人リーダーとの連携が難しかったかもしれ
ない。これは今後考慮すべき課題の一つである。

しかしいずれにしても、彼らの「平和」のため
に働こうという意欲と熱意には頭が下がった。2
年前に蒔いた種が力強く芽を出し、大きく育ってく
れた証拠であり、スタッフ一同大変心強く思って
いる。

（4）ファシリテーターの活躍

今回の新しい試みの一つは、「ファシリテーター」
を設けたことである。日本側としては、実行委員
の中から２人、英語が堪能な濱田壮久神父（彼は
2005 年にもリーダーとして関わった）と松本みど
りがファシリテーターとして選ばれた。またイスラ
エルとパレスチナ側からは今回引率者として来日し
たアントニー・ハバシュとヤニーヴ・シェンハヴが
その役割を担ってくれた。いずれも若者たちの対
話と交流を導いていくために非常に豊かな発想と
経験を持っている青年である。4 人のそれぞれの
特長と持ち味を生かした連携は、対話と交流プロ
グラムの遂行に大いに役立ち、彼らの熱意とエネ
ルギーは、高校生たちの心を大きく開かせた。

とくに教育プログラムのエキスパートであるヤ
ニーヴのおかげで、ゲーム感覚の手法を大いに取
り入れ、高校生たちの自己認識、相手の受け入れ、
理解を容易にした。これには、とくに他のアクティ
ビティとのバランスに関して賛否両論ある。しかし
この手法のおかげで、最初は個の集まりだったも
のを徐々にグループとしてまとめ、さらに心のつな
がりのある「コミュニティー」を形成することがよ
り容易にできたと思う。

問題点はある。それは、互いに遠隔の地にいる
ために、意思の疎通が十分にできていなかったこ
とである。それを埋め合わせるために、プログラ
ムの進行に合わせて、その都度スタッフミーテイン
グの時間を取り、振り返りと打ち合わせを行った。
しかし時間的制約もあって、思うようにできなかっ
た場合もある。これも今後改善すべき課題の一つ
であろう。

（5）平和のメッセージの発信

　「語らいの夕べ」と「平和宣言」（55 ページ参照）

日本の一般の方々や支援者の方々に、本プロジェ
クトの実りとしての「平和のメッセージ」を発信す
るために、長崎と東京で〈平和への渇き〉をテー
マに「語らいの夕べ」を催した。第 1 部はイブラ
ヒム神父の講演「それでも平和への道を歩む」、
第 2 部はイ・パ・日の高校生による「平和メッセージ」
である。そして最後に高校生たちはみんなで自主
的に書いた「平和宣言」を読み上げた。

来場者の数が期待したほど伸びなかったことが
悔やまれ、お知らせの方法など今後の大きな改善
点の一つである。

しかし来場者からは、「真摯な若者たちの姿に
非常に大きな感銘を受けた」「これからもっと平和

平和祈念式典で、揃って献花したイスラエル・パレスチナの高校生。
（左から：ジハド、アレクサンドラ、ナディーヌ、アヴィシャグ）
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の問題に関心を持ちたい」「戦争や紛争に苦しむ
子どもたちにもっと目を向けていきたい」などの声
をいただいた。実際若者たちが懸命に平和への道
を模索する姿は、日本の人々にとって大きな証に
なると思う。

3．今後の展望と結論

今回のプロジェクトは、2005 年に無我夢中で耕
し、種を蒔いた土壌の上に立って、「新しい平和
の種蒔き」と「若木のさらなる育成」というプロジェ
クト本来の目的を果たし、大きな成果をもって終了
した。

現在エルサレムでは、イブラヒム神父と「Children 
Without Borders」（本プロジェクトの共催者）の
もとに、今夏来日したイスラエル・パレスチナの高
校生たちが、さらに「平和の学び」を続けようと、
毎月定期的に集まることに決め、実行している。
9 月の集まりでは、イブラヒム神父が、「Children 
Without Borders」内での「平和の学校」（Peace 
School）創設を宣言したということである。彼ら
が日本で学んだことをバネとし、糧として、自分た
ちの国で手を取り合って具体的な行動を起こし、
継続してくれること、これこそ本プロジェクトの目
指すところである。

日本人高校生たちも平和のメッセンジャーとなる

べく頑張っている。ある者は学校の文化祭で自分
の体験を発表し、あるいは学園報に記事を書き、
自分が出場するスピーチコンテストのテーマとして
取り上げたりしている。そしてリーダーとして参加
した大学生たちも、今も学業の合間に NPO 法人
の活動に参加し、スタッフを支えてくれている。

このように若者たちは各地で、それぞれの心に
芽生えた平和のために働く決意のもとに活発な動
きを見せている。

また 2008 年 3 月には、前回と同様日本人高校
生のイスラエル・パレスチナ訪問を予定している。
彼らにとってイスラエル・パレスチナを訪れて、す
でに「平和」のために始動している高校生と再会
の喜びをともにし、現地の人 と々触れ合い、紛争
の実情を知ることは、大きな意味がある。さらに
高校生たちが国境、人種を超えて「平和への道」
を見いだそうと努力する姿を、実際に紛争地の人々
に見てもらうことは強烈なメッセージとなろう。日
本人高校生がささやかながらも「平和の架け橋」
になれる大きなチャンスだと思う。

もちろんこのような活動は、大海の一滴に過ぎ
ない。しかし紛争地のこの若者たちのように具体
的に行動を起こし、自分たちの間で、自分たちの
周りに実際に「平和をつくる」こと、それこそまこ
との平和への第一歩、大きくは中東和平へとつな
がる確実な道だと私たちは確信している。

まずは、今年のプロジェクトは、前回より、豊
かな実を結んだと言える。もちろん反省点、改善
点は多 あ々り、今後は検証と工夫を重ねなければ
ならない。こうして蒔かれた種が今後芽を出し、
花を咲かせ、豊かな実りをつけるよう、実行委員
とスタッフ一同、さらに力を尽くしていきたい。

そして何より、このプロジェクトの実施を可能に
してくださったすべての方々に、心からの感謝を申
し上げて、ご報告を終える。

帰国後早速ミーティングを始めたイスラエル・パレスチナ高
校生とその両親たち。（エルサレム・カトリック教会にて）
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長崎実行委員会の総括
長崎実行委員長　中村 満 神父

１．事前準備について
Ａ．反省点
・長崎日程に関する準備はほとんど調えたつもりで
　あったが、予定の下見などが天候に左右され未実
　施のものもあった。
・高校生主体で準備に取り組んだので、曜日、時間
　の制約があり、準備不足のところもあった。
・前回からするともう少し準備の時間を取るべきだ
　った。
Ｂ．評価
・前回同様、純心、活水の高校を通して協力希望者
　を募ったので、意欲のある生徒たちが集まり、よく
　協力してくれた。
・前回の資料等があったので、準備しやすかったが
　慢心したところもあったようだ。
・長崎市と関連する諸行事については、前回の報告
　書などがあり、市側も対応しやすかったように見
　受けられた。
・事務局としては、前回同様、入口仁志氏の協力が
　大きかった。

２．実施にあたって
Ａ．反省点
・夏日の暑さは予想していたが、もう少し配慮が必
　要だった。特に式典について。
・語り部との質疑応答の時間が不足したこと。
・「語らいの夕べ」の動員が、あまりにも少なかった
　こと。
Ｂ．評価
・前回よりも長崎の高校生たちが関わる日程を組ん
　でいたが、よく協力してくれた。
・長崎市の対応が好意的で、市関連の日程がスムー
　ズに行えた。
・資料館の見学、語り部による話は、原爆の現実と

　その問いかけを伝えられた
　と思われるが、もう少し消
　化する時間が必要かもしれ
　ない。
・ホームステイを快く引き受け
　協力してくれた。
・関わってくださった人々にイ
　スラエル・パレスチナのことを少しでも伝えられた。

３．プロジェクトを終えて
①　関係者への感謝
イスラエル・パレスチナの高校生が、今回も長崎を訪
れてくれたことに感謝したい。素晴らしい協力者だっ
た純心・活水高校の生徒たちにとっては、忘れがた
い体験となったに違いない。また、両国について考
える機会を得たことは関わった者たちに大きな影響
を与えたと思う。両校の関係者に深く感謝したい。
また、種々の機会に協力してくださった善意の方々に
も深く感謝したい。
②　プロジェクトの実り
協力してくれた生徒たちは、事前の学習をはじめ、実
際の出会いと交流を持つことができ、貴重な体験を
積んだと思われる。中でもホームステイを受け入れて
くれたので、ある程度の交流ができたのではないか
と考えている。
後日、前回のメンバー２名と今回の高校生との会合
を開けたことも貴重だったと思っている。平和をつく
る子どもを育てるプロジェクトの目的に近づいた。
③　関係先への感謝
長崎市庁、原爆資料館、ホテルなど、関係先のプロ
ジェクトへの関心が高く、協力的に対応してくださっ
た。紛争当事国への関心、理解を深めるうえで、良
い機会となったと思われる。関係先の各位に感謝。
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4

プロジェクト実行委員会の立ち上げ
　2005年の「イスラエル･パレスチナ･ 日本――平
和をつくる子ども交流プロジェクト」に参加した高
校生たちが、その後、大きく成長して当法人の活動
に積極的に参加している。この実りをより確かなも
のにし、さらに新しく平和の担い手となる若者を育

てるために、実行委員会を発足させ、2007年8月の
実施に向けて、準備を始めた。
　今回のプロジェクトは、那須高原、長崎、東京と
場所を変えながら３段階で進むこととなり、実行委
員会は東京と長崎にそれぞれ置かれた。

’07平和をつくる子ども交流プロジェクト実行委員会の編成

2006年7月26日（水）に、実行委員会を立ち上げるための会議を実施した。編成は下記の通りである。

実行委員長：井上 弘子
実 行 委 員：鈴木 信一　　猪俣 一省　　濱田 壮久　　山崎 榮太郎　山崎 久美子　　
　　　　　　大屋 和江　　小西 一枝　　後藤 秀次　　磯部 雅子
　　　　　　松本 みどり　葉山 文子　　岩田 可愛　　中山 宏　　　中山 夕里亜
　　　　　　新 直己　　　大屋 菁示（広報）小西 羊一（会計）
リ ー ダ ー：石黒 朝香　　滝川 理紗　　横山 雄一
開 催 期 間 ：2006年8月20日（日）〜 2007年12月2日（日）（全20回）

長崎実行委員会

実行委員長：　　中村 満
事　務　局：　 入口 仁志　　辻 喜美子　中村 満
高校生スタッフ：中村 茉梨菜　川原 史織　江藤 礼　　今村 江里加　　
　　　　　　　　矢竹 絵里　　佐藤 真朋　小野 亜耶　北里 綾香

プロジェクトの準備
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長崎での準備経過
１．プロジェクト参加高校生と協力高校生の人選……12 月
　① 純心女子高等学校、活水高等学校に参加高校生（各 1 名）の推薦を依頼する。
　② 同時に、長崎日程のスタッフとして協力してくれる高校生の推薦も依頼する。

２．実行委員会の準備……1 月
　　両校からの推薦を受けて、純心から 5 名、活水から 3 名（プロジェクト参加高校生を含む）の高

　　　校生をメンバーとし、若干の大人の協力者を加えて、実行委員会を構成するように準備に入った。

３．実行委員会
　① 第 1 回……3 月10 日（土）
　　　　1）メンバーの顔合わせ　　高校生、入口、中村神父
　　　　2）日程の原案、ホームステイ、両国についての事前勉強などを話し合う。
　② 第 2 回……3 月 23 日（金）
　　　　日程についての要望、ホームステイ先の打診などを検討。
　③ 第 3 回……4 月 7 日（土）
　　　　日程案の検討、ホームステイ先の選定、主な担当の割り振りなどを協議。
　④ 第 4 回……4 月 21日（土）
　　　　事前研修の報告、担当分野の進捗状況・ホームステイ先の確定状況の報告など。
　⑤ 第 5 回……5 月19 日（土）
　　　　長崎日程の詳細についての検討、準備の進捗状況の報告、ホームステイ先、伊王島の下見に

　　　　　ついての話し合いなど。
　⑥ 第 6 回……7月 20 日（金）
　　　　最終日程案の確認、ホームステイ家族への説明と依頼、下見の報告など。
　⑦ 第 7 回……7月 28 日（土）
　　　　最終準備の確認と担当作業の進捗状況の報告。

（公式の会議としては 7 回までで、8 月に入ると各自の作業状況に応じ、任意でセンターに集まり、
連日準備し、実施日に備えた）

担当　中村 満
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募金活動と助成・協賛・後援のお願い
一般募金活動

 2007 年 1 月と 5 月に、パンフレット（4 万部）とポスターを全国配布。対象は、NPO 法人「聖地のこ
どもを支える会」の支援者 約 1500 名、全国カトリック教会約 800カ所、その他。

協賛の申請
独立行政法人 国際協力機構（JICA 地球ひろば）

助成の申請
独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 
独立行政法人 国際交流基金 
カリタスジャパン

後援のお願い　
駐日イスラエル大使館　　駐日パレスチナ常駐総代表部　サンパウロ
カトリック長崎大司教区　カトリック東京大司教区　　　　カトリックさいたま司教区
カトリック新聞社	 　　女子パウロ会あけぼの編集部　 ドン・ボスコ社
純心女子高等学校　　　 活水高等学校　　　　　　　　真生会館

一般募金活動用パンフレット
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チャリティコンサート
資金調達のために「講演とゴスペルコンサート」

とイスラエル大使館における「チャリティコンサー
トとディナーの夕べ」の二つを実行委員会として
行った。この他に実行委員のメンバーでありピアニ

ストでもある岩田可愛が友人のヴァイオリニストと
ともにジョイントコンサートを開催し、その収益を
すべてプロジェクトのために寄付した。

講演とゴスペルコンサート

日時：2007 年 3 月 24 日（土）2 時〜 5 時 30 分　
会場：六本木フランシスカン・チャペルセンター
講演：「パレスチナの現状と若者への希望」　
　　　ワリド・アリ・シアム氏（駐日パレスチナ常駐総代表部 代表・大使）
コンサート：『瀬田の丘ゴスペルファミリー』

広報活動：チラシ　2,000 枚作成
　カトリック新聞告知板掲載　
　「オリーブの木」22 号（’07/2 月発行）と HP に掲載。
　六本木周辺の中東料理のレストランなどにチラシを配布。
　チャペルセンターでも日曜にチラシ配布とチケットの販売。（2 回）
　チケット：前売り400 枚作成し（2,000 円 /1 枚）　実行委員が分担して販売。
　プログラム：理事長挨拶と会の紹介　パレスチナ大使講演「パレスチナの現状」
　　　　　　 ゴスペルコンサート　ティータイム（中東のスナックとアラビックコーヒーをサービス）

コンサートで歌う瀬田の丘ゴスペルファミリー。
（六本木フランシスカン・チャペルセンターにて）
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コンサートを終えて

チケット販売数は 284 枚、当日来場者数は約
170 名であった。当初チケット販売ではなく、支
援金方式を考えていたが、収益を確実にするため
にチケットを販売したのは良かった。また瀬田の
丘ゴスペルファミリーの菅波昭子氏が、ご好意に
より多くのチケットを引き受けて販売してくださっ
たのが大きな助けとなった。当日の参加者も予想
より多く、前半、パレスチナ大使は「パレスチナの

現状」の講演で、パレスチナの置かれている基本
的な立場を分かりやすく説明された。

休憩をはさんだ後半のゴスペルファミリーの演
奏は、リズム感のある演奏で雰囲気を盛り上げ、
会場は一体となって聞き入った。コンサート後の
ティータイムにも多くの方が参加してくださり、よい
交流の場となった。中東のスナックとコーヒーは、
2 月イスラエル・パレスチナ高校生選出のため現地
を訪問した際に現地で購入した。また他にも中東
の菓子の寄付をいただいた。

広報チラシとチケット

パレスチナ問題について講演するワリード・アリ・シアム大使（駐日常駐
パレスチナ総代表）。（六本木フランシスカン・チャペルセンターにて）
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コンサートとディナーの夕べを終えて
　

チケット販売数は 80 枚、当日来場者数は約 78
名であった。今回は 2 度目ということもあり、緊張
の中にも和やかな雰囲気の中で会は進行した。上
原令子さんの人柄がにじみ出る温かい歌と語りは、
華やかさの中にしみじみと人の心を打つものがあ
り、かなしみ、よろこび、嘆きのこころを昇華し
た平和への想いを深く感じさせるものであった。

第 2 部の大使ご夫妻ご好意の美味しく楽しい
ディナーの夕べは、大使公邸のホールと中庭を開
け放って行われた。椅子とお皿をもって自由に座
り、イスラエルワインとおいしい中東料理を参加者
全員が堪能した。大使ご夫妻はこの 8 月で任期が
終わりイスラエルへ帰られたが、最後までいろい
ろとお世話になった。エリ・コーヘン大使ご夫妻
にあらためて深く感謝申し上げる。

担当　小西 一枝

チャリティコンサートとディナーの夕べ

この催しは、2005 年と同様、イスラエル大使ご夫妻のご好意によって行われた。
日時：2007 年 6 月12 日 ( 火 ) ６時〜８時 45 分
会場：イスラエル大使館　
募集人数：80 名（プロジェクトスタッフも含めて）
広報活動：参加人数が限られているので、大きくは宣伝しなかった。
　「オリーブの木」23 号（’07/5 月発行）に掲載。「道の会」* で募集。

東京近郊の支援者約 250 名にはがきで案内。知り合いに電話で案内。
参加費：10,000 円
プログラム：
　① 上原令子氏（ゴスペルソングシンガー）の歌とトーク。
　② ディナーの夕べ。

* 道の会…NPO 法人「聖地のこどもを支える会」の発端となった、聖地勉強会・巡礼企画の会。
　　　　　メンバーの中に多数の支援者がいる。

エリ・コーヘン前駐日イスラエル大使ご夫
妻。聖地のこどもを支える会からの感謝の
品をご覧になる。

心に響く歌を歌うゴスペルシンガー上原令子さん。
（イスラエル大使公邸ホールにて）
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バイオリンとピアノのデュオコンサート

5 月19 日（土）、早稲田奉仕園スコットホール
にて、バイオリン（深堀純子）とピアノ（岩田可愛）
のチャリティコンサートを行った。プログラムはモー
ツァルトの「ピアノとバイオリンのためのソナタ」や、
ベートーヴェンの「ロマンス」、ショパンの「子犬の
ワルツ」、メシアンの「主題と変奏」などで、最後

に会場の皆さんと一緒に「ビリーブ」を歌った。
コンサートの開催決定が急だったため、動員が少
なかったのが残念だったが、皆さん楽しんでいた
だけたようでよかった。コンサートの収益金は全
額寄付した。

担当　岩田 可愛

バイオリンとピアノのデュオコンサートで演奏する深堀純子さん（左）と
岩田可愛さん（右）。（早稲田奉仕園にて）
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参加高校生の選出
日本の高校生

日本人参加高校生として、2006 年 8 月の実行
委員会で、各地から 4 名を選出することを決定し
た。さらに前回の参加者数名に、リーダーとして
高校生をまとめていく役割を担ってもらい、こうし
て新しい種蒔きとともに若木の成長を図ろうとし
た。選出方法として一般公募も考えたが、募集人
数が少ないこと、その方法が難しいとの意見があ
り、数人の学校長や実行委員の推薦により人選を
行うこととなった。

募集条件として、
1．平和の問題に関心を持っていること
2．相互交流のために必要な一定の英語力が
　　あること
3．プロジェクトのスケジュールに参加可能であ
　　り、参加や費用負担に関して保護者の承諾

　　　が得られること
を挙げ、募集を行った。

まず、長崎実行委員の中村神父を通して、純心
女子高等学校と活水高等学校からそれぞれ１名ず
つ女子の候補が挙がった。次に男子 2 名について
はいくつかの学校に募集要項を送って応募をお願
いしたところ、広島学院高等学校と栄光学園高等
学校から1 名ずつ推薦があり、2007 年 1 月 28 日
の第 6 回実行委員会にて次の 4 名を参加高校生と
して決定した。

川原 史織　（活水高等学校 2 年）
中村 茉梨菜（純心女子高等学校 3 年）
竹山 修平　（広島学院高等学校 2 年）
安井 一馬　（栄光学園高等学校 2 年）

イスラエルとパレスチナの高校生

イスラエルにおける責任者イブラヒム神父に参
加高校生の候補者を選んでもらい、2007 年 2 月、
実行委員長と実行委員 3 名が現地に赴いた。エ
ルサレムでミーティングを行うとともに、面接や家
庭訪問をし、最終的にイスラエルから 5 名の高校
生と 1 名のリーダー、パレスチナからも 5 名の高
校生と1 名のリーダーを決定した。（38 ページ参照）

イスラエル

Alexandra Boskovich
　　（アレクサンドラ・ボスコヴィッチ）　
Avishag Yosephyan（アヴィシャグ・ヨセフィアン）
Gal Rosenbluth（ガル・ローゼンブルート）         
Noam Shani（ノアム・シャニ）
Peleg Bar-On（ペレグ・バルオン）

Tali Barel（タリ・バレル）《リーダー》

パレスチナ

Jehad Farraj（ジハド・ファラージュ）
Nadine Handal（ナディーヌ・ハンダル）
Nardine Jildeh（ナルディーヌ・ジルデ）
Renato Bandak（レナート・バンダック）
Yousef Rantisi（ユーセフ・ランティシ）

Ya’coub Ghazzawi（ヤクーブ・ガザウィ）
　　《リーダー》

担当　中山 夕里亜
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参加高校生の事前教育

概要　
日時：2007年3月28日（水）〜 31日（土）
場所：ＪＩＣＡ東京国際センター研修施設
　　　　（東京、幡ヶ谷）
参加者：日本人高校生4名　他 リーダー、講師、　
　　　　実行委員会スタッフ、支援者など　約30名

目的
・イスラエル・パレスチナ問題について理解を深

　　める。
・平和についての理解を深める。
・プロジェクトに参加する仲間との絆を深める。

高校生事前研修スケジュール（2007年3月28日〜31日）
時間 ３月２８日（水） ３月２９日（木） ３月３０日（金） ３月３１日（土）

8:00 朝食 朝食 朝食
共同作業

9:00 プロジェクト概要説明
（井上）

話し合い
「私にとっての平和」

10:00 前回プロジェクトの紹介・
体験談など

「イスラエル紹介」
（イスラエル大使館広報官）

ビデオ鑑賞
「遺族たちの対話」

11:00 ビデオ鑑賞
「アウシュビッツ収容所」

ディスカッション
｢ビデオを観て｣

12:00 昼食 昼食 昼食

13:00 イスラエル・パレスチナの
歴史と現状について
 （井上）

英語でディスカッション
（Sr. ノリ） 結団式「８月へ向けて

　　〜私たちの決意」
14:00

スタッフ集合・準備 休憩・おやつ 休憩・おやつ

15:00
高校生集合

「パレスチナ問題」解説
（パレスチナ総代表部）

レクリエーション 解散

16:00 自己紹介
オリエンテーション

肥塚神父講演会
「私にとってのヒロシマ」

17:00
DVD鑑賞
「エルサレムの歴史」

分かち合い
「今日の話を聞いて」
（濱田神父他）

18:00
夕食 夕食

19:00 夕食
ビデオ鑑賞　
「イスラムの新しい風」

共同作業

20:00
鈴木神父　講話 一日の振り返り

スタッフ打ち合わせ

21:00
スタッフ打ち合わせ

スタッフ打ち合わせ

日本の高校生の事前研修
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研修の経緯

3月28日（水）

高校生、リーダーやスタッフが初めて顔をそろ
え、自己紹介をした。特に高校生 4 名は緊張して
いるようにも見えた。その後エルサレムについての
DVD を観て、聖地の様子や、今聖地で起きてい
ることを知った。夕食後は鈴木神父の講話があり、
そのなかで、「出会う人、一人ひとりを受け止める
ために、相手の言うことをよく聴くのだが、ただ言
葉を聴くだけでなく、その人が生きている文化を聴
くことが大事」ということが印象的だった。「この
事前研修で自分が何を学び、夏のプロジェクトま
でに何を準備しなければならないのか」というこ
とや、「なぜこのプロジェクトはあるのか」という
ことを問われ、これについて意見交換をした。

3月29日（木）

最初に井上実行委員長より、このプロジェクト
の概要説明があった。前回のプロジェクトが「新
しい平和の種蒔き」とすると、今回のプロジェクト

は加えて「若木の成長」という目的もある。また
昨日の話とも重なるが、「痛み、苦しみを共感しな
がら聴く」ことの大切さが語られた。続いて前回
プロジェクトの参加者が紹介され、プロジェクト
の様子や、その後自分がどう変わったのか、など
体験談が話された。「事前の勉強不足（英語や世
界史など）を痛感したので、ぜひ納得のいく勉強
をして準備してほしい」というアドバイスや、「イ・
パについて知ることも大事だが、身の回りの平和
についても考えておいてほしい」など、参考になる
貴重な体験を聞けた。

その後、アウシュビッツ収容所のビデオを観た。
内容は重く、衝撃的だった。

昼食後、イスラエル・パレスチナの歴史と現状
についての話があった。長く、そして複雑な歴史
を短時間で理解するのは至難の業だが、みな必
死で理解しようと頑張っていた。休憩をはさんで
パレスチナ総代表部一等書記官ヒシャム・ナサー
ル氏と、イヤッド・アルヒンディ氏を迎え、パレス
チナの歴史や、今抱えている問題などを当事者か
ら伺うことができた。ヒシャム・ナサール氏はガザ

事前研修を終えて：日本の高校生とスタッフ。（東京JICAにて）



34

地区出身で、自身も大変な思いをして日本とパレス
チナを行き来しておられる。わたしたちの想像を
超えた不自由な生活、現実に起こっている問題を
生 し々く語られた。日本人の高校生には、「イスラ
エル・パレスチナの子どもたちと、復讐の文化の
話でなく、平和の文化の話をしてください。平和の
ために貢献してほしい」とメッセージを残された。
引き続き分かち合いでは、今までの研修内容を意
味付けたり関連付けたりしながら、自分たちなり
に整理する作業をした。

夕食の後、「イスラムの新しい風」というDVD
を観た。ビルインという地域で起こった住民抗議
行動を克明に記録したものだが、暴力に対する非
暴力の抗議を、イスラエル側からとらえていること
が特長である。午後も話を重ねながら、皆食い入
るように観ていた。一日の振り返りでそれぞれの
思いを分かち合った。

3月30日（金）

「平和の祈り」を皆で歌って一日をスタートさせた。
その後「わたしにとっての平和」について高校生
4 人が話し合い、それぞれが発表した。「わたし

にとっての平和は、イコール幸せ」、「相手を憎む
ことから解放されることが自由」、「日本は平和ボ
ケしているが、それでも完全な平和はない」、「食物、
命に危険がなく、心配なく生きられることが平和」、

「自分の幸せだけを考えるのではなく、みんなの幸
せを考え、相手を思いやること、みんなが幸せに
なって初めて平和になる」などさまざまに語られた。

その後、イスラエル大使館広報官補佐の樋口義
彦氏を迎え、イスラエルの歴史や文化について話
を伺った。特に分離の壁のことは、昨日のパレス
チナ側からの話と落差があるように思えたが、両
方の立場から話を聞くことにより、それぞれの立
場から物事をとらえることの大事さを学べた。イス
ラエルの若者は自分をユダヤ人とは答えず、イスラ
エル人と答え、土地に対する神話などにこだわら
ず、現実的に物事を考える世代であるらしい。樋
口氏から「イスラエル・パレスチナ、とカテゴリー
に分けやすいけれど、それを除いて個人と付き合
うこと、個と個の対話を大切にしてほしい」という
メッセージをいただいた。

昼食後、シスター・ノリを迎え、英語でディス
カッションする時間が設けられた。自己紹介やシ

スターに質問することから始めたが、
なかなか言いたいことを英語で表現す
ることは難しく、みんな悪戦苦闘して
いたようだ。でもこの企画のおかげで、
夏までの課題がはっきりと分かったと
思う。休憩の後、体育館でリーダー、
一部のスタッフとともに卓球やバレー
ボールを楽しんだ。思い切り動いて、
リフレッシュできたようだ。

レクリエーションの後、今度は広島
から肥塚神父を迎え、講演会「わたし
にとってのヒロシマ」を伺った。神父
自身は被爆者ではないが、広島で出
会った広島的人間……絶望的な状況
でも日々を着実に生きる人々……から
勇気を得たそうだ。「広島というレンズ

事前研修での共同作業。「ようやく前が見えてきた」（東京JICAにて）
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を通して自分を、世界を見直すこと」、「決して絶望
せず、過度の希望も持たず、日々の仕事を続ける」
など、広島を通して、人間とはいったい何かを深く
考える神父のお話を興味深く聴くことができた。

夕食後、高校生たちは今までの事前研修を踏ま
えて、そして夏のプロジェクトをどのように迎えた
らよいのかを考えながら、自分たちの思いをかた
ちにする共同作業に入った。深夜まで話し合いは
続いていたようだった。

3月31日（土）

朝食後、高校生たちは前夜の共同作業の追い
込みに入っていた。

DVD「遺族たちの対話」で家族を殺されたイス
ラエル・パレスチナの人たちが、憎しみや悲しみ
を対話によって乗り越えていく姿を見た。パレスチ
ナ側、イスラエル側どちらでもない、イスラエル・
パレスチナをつなぐ第三の側として奔走する人 を々

見ながら、この人たちの活動の目的と、わたした
ちのプロジェクトの目的を重ねて考えることができ
たのではないかと思う。

結団式では、高校生たちが共同作業で作った
作品を発表し、一同感動で胸がいっぱいになった。
リーダー、スタッフもそれぞれこの研修を振り返り、
みんなで分かち合った。

さらに、夏のプロジェクトに向けて英語力を高
めるための課題が提示された。この事前研修だけ
にとどまらず、自分からイスラエル・パレスチナに
ついてさらに学びを深め、自分の意見もはっきり
言えるように努力したい、と力強く宣言して、事前
研修は終了となった。

　
感想

3 泊 4 日の短い期間だったが、夏までにどうし
ても知っておいてほしい内容を盛り込んだ、充実
した事前研修だったと思う。高校生たちは、初め

高校生の共同作品「プロジェクとの主旨をイメージ化して」
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のうちは必死で食いついているようにも見えたが、
次第に仲間やリーダー、スタッフとも打ち解けられ
た。特に前回の参加者で、今回リーダーとして参
加している石黒朝香、滝川理紗、横山雄一がいた
ことは、高校生にとって非常に心強かったはずだ。
さまざまな人たちと関わりながら、みんなこの数日
で大きく成長したと思う。最後の共同作品にはこ
の事前研修での彼らの成長が見事に表現されてお

参加高校生にさらに英語力を養ってもらうため
に、計 6 回にわたり宿題を出すこととなった。イス
ラエル・パレスチナ紛争や人権問題などに関する
英文記事や本を読んで、感想や意見を英語で表現
し、回答してもらった。それに対して若いリーダー
たちがコメントやアドバイスをしてくれたが、この
試みは非常に効果的であった。宿題の内容は以下
の通りである。

高校生への宿題を行って
　　　　　　　石黒 朝香

事前研修会の後、彼らの英語力向上と現地に
関する情報を与えることを目的に、2 週間に 1 度
のペースで宿題を課すことになった。内容は、イ
ンターネットから引用した英文の記事やコラムを読
み、英語で 100 ワード程度の感想文を書かせる、
というものであった。リーダーは提出されたものを
読み、コメントをそれぞれにつけることを行った。
途中から、感想を書かせるだけでは物足りない、
少なくとも高校生たちにとっては書きにくいものも
あったので、自分はどう考えるかということも書か
せることにした。

最初の頃は、高校生たちもどのように書けばい
いのか分からなかった様子で、文章に一貫性が見

られなかったり、戸惑っている様子が感じられた。
わたしは特に、自分の意見とそのように考える理
由を明確にして書いてもらうことに重点を置いてコ
メントをつけるようにした。自分がどういう立場で
あるのか、それを裏付けるものを明確にしなけれ
ばならないといことを、わたし自身が向こうの人と
接するようになってから、実感していた。これは
英語で文章を書く際の重要なことでもあった。次
第に高校生たちもコツをつかんできたようで、回を
重ねるごとに成長が見られた。最後には、大学生
顔負けの文章を書いてくれる人もいた。

反省点としては、何分にも事前研修会で急遽決
まったことであったから、明確な計画性もなく目標
も持たずに 4 カ月間進んできてしまったということ
が挙げられる。

当初は、「英語能力の向上につなげる」「ついで

り、本当にこの研修ができてよかったと、心から
思えた。

夏に向けての課題も山積みだが、高校生の決意
とやる気に大いに期待したい。スタッフも高校生
たちと連絡を密にとることが必要だと思った。

担当　岩田 河愛 

日本の高校生への宿題

第1回：「広島平和宣言——平和への誓い」
第2回：「僕たちの砦」（エリザベス・レアード著）
第3回：「Guide to The West Bank」
第4回：「Education under Occupation」
第5回：「Without Borders」（イスラエル・パレスチ
ナの国境問題）
第6回：「世界人権宣言（抜粋）」
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に、現地の情報も与える」といった流れであった。
英語に関しては、リーダーたちがまだまだ勉強中
ではあったが、持ちうるだけの知識とコツを伝え
ることで、最後にはとても読み応えのある文章を
書く高校生もいた。

反省点としてリーダー内でもどういうことを基準
にコメントをつけるか、というコンセンサスが取れ
ていなかったことが挙げられる。しかし、リーダー
もそれぞれチェックする視点が異なっていたので、
1つのことばかりコメントするという結果にはならず
に済んだと思う。

あとは全体的にもう少し流れのある内容にする
べきだったのかもしれない。最初は分かりやすい

「分離の壁」についての説明、最後には 1 つの見
解を示している記事を取り上げて考えさせてみた
が、例えば、現地の実状を伝えるという情報にと
どめ、苦しんでいる人々の直の声を取り上げる、
政治的なものを扱う、など最終的に高校生に何を
学んでほしいのかもっと絞ることができれば、もっ
と実りある宿題になったかもしれない。

ともかく、高校生にとっては触れたこともないよ
うな情報を英語で読み、感想を書くということを４
カ月も続け、学校の勉強との両立でとても苦労し
たと思うが、やってみて良かったと自負している。
一部宿題をやり残した人もいるが、目を通すだけ
でも何かを得てくれているだろう、と期待している。

高校生への宿題について
横山 雄一

高校生に英文、あるいは日本語の文章を読み、
それに対する自分の意見を英語で書いてもらうと
いう宿題を出すというのは、前回のプロジェクトに
はない新たな試みであった。そのため暗中模索と
いった趣であったが、宿題を作る側としてはうまく
いったのではないかという実感がある。

第１に、宿題が聖地の状況を理解する、あるい

は考えるささやかな助けになったのではないかと
思われる。宿題に取り組んでいく中でいろいろな
発見があり、それを楽しんでくれた高校生もいた
ようだが、彼らに問題の多面性を認識してもらえ
たのではないだろうか。

第２点として、宿題があるということで、高校生
にプロジェクトに向けて何らかの準備をする必要
があるということを実感してもらえたようである。
高校生は忙しい生活の合間を縫って、宿題に懸
命に取り組んでくれた。これによって、高校生自
身がプロジェクトに真摯に向き合う姿勢になって
いったようだ。

そして第３に、英語で自分の意見を書いてもら
うことで、自分の言いたいことをより英語で表現し
やすくなったと考えられる。確かにたかだか 6 回
の宿題で英語がうまくなるはずはないかもしれな
いが、普段英語で自分の意見を書くことはなかな
かないことであるから、言いたいことを英語で表
現する訓練の場に多少はなったのではないか。

また、宿題はスタッフ（特に提出された宿題に
対しコメントをする大学生リーダー）と高校生の間
のある種のコミュニケーションの媒体として機能し
た。高校生に近い立場にあるリーダーはその立場
ゆえに特に高校生とさまざまな形でコミュニケー
ションをとり、彼らの気持ちを理解することが求め
られるが、4 日間程度の事前研修で互いを理解し
合うのは非常に難しい。プロジェクトの前に連絡
を取り合うことが必要なのは明白であるが、通常
は日常的な会話に近い内容をやり取りするメール
だけでは、深い考え方を知るのは困難である。そ
のような状況の中、宿題が媒体となることで、リー
ダーが高校生の考え方を理解することが非常に容
易となった。

このような利点が考えられるが、当然、宿題の
欠点も指摘できる。宿題は忙しい生活を送る高校
生たちにある程度の負担を強いることになる。夜
が更けるまで宿題に取り組んだという高校生もい
た。また、宿題は洗練されたものであるとは限ら
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ず、不出来なものとなってしまうこともある。さら
に、不出来な宿題ではあ っても、それを作ること
と高校生から提出された文章にコメントをすること
にはそれなりの労力と時間を費やす必要があった。
つまり、スタッフ側にもある程度の負担をする覚悟
が必要となる。

以上、利点、欠点について書いたが、個人的

イスラエル・パレスチナの高校生の事前研修

選出された高校生たちは、「Children Without 
Borders」のアントニー・ハバシュ、ヤニーヴ・シェ
ンハヴを中心に、数回にわたって集まり、両国間

の紛争や日本に落とされた原爆などについて学び
と話し合いを重ねて、本番に向けての準備をした。

イスラエル・パレスチナ来日メンバーの渡航準備
2007 年７月9日（月）〜18日（水）　

初めに
井上弘子は、’07 平和をつくる子ども交流プロ

ジェクトに参加するイスラエル・パレスチナの高
校生の来日最終準備のために、エルサレムに 7
月10 日夕刻から17 日朝まで滞在した。目的は、
イスラエル・パレスチナの高校生および保護者た
ちとの来日前最終ミーティング、共催者 Children 
Without Borders（イブラヒム神父およびスタッフ）
との最終打ち合わせ、パレスチナ人たちの日本入
国ビザ申請、家庭訪問などである。最も心配だっ
たのは、パレスチナ人たちの日本入国ビザの取得
が間に合うかどうかということであった。わずか丸
6 日間の滞在には何とも盛りだくさんのプログラム
であったが、簡単に振り返ってみたい。

高校生と保護者たちとの
最終ミーティング

7月13 日昼過ぎに、エルサレム・ラテン教会（エ

ルサレム唯一のカトリック小教区、主任司祭はイブ
ラヒム神父）に三々五々高校生たちが保護者とと
もに集まってきた。もうすでに数回事前研修で出
会っていたからか、また間近に迫った日本への旅
にわくわくしているのか、非常ににぎやかにおしゃ
べりをしている。同伴してきた親たちも和やかに
談笑している。しかしよく見るとまだイスラエル人
はイスラエル人と、パレスチナ人はパレスチナ人と
主に話している。まだこの段階では当たり前のこ
とだが。

嬉しいことに、イスラエル人リーダーとなるタリ・
バレル、ベツレヘムのデヘイシャ難民キャンプか
ら、このグループで唯一のイスラム教徒、ジハド・
ファラージュも来ていた。16 歳のジハドがキャン
プから出てエルサレムに来ることができたのは 7
年ぶりという。一生懸命片言の日本語で話そうと
している彼はとても人懐こい。他の高校生たちに
は、３月に高校生選出のためにエルサレム訪問の

には、宿題を出すという試みは継続されるべきだ
と考える。特に、高校生の考え方を知ることがで
きるという点から今回のプロジェクトでのリーダー
のような役割を果たす方が宿題の作成、コメント
作りなどに関わることが好ましい。今回のこの試
みが今後活かされていくことを願う。
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際ミーティングや家庭訪問などで
出会っているが、この 2 人には今
回初めて出会う。

ミーティングはイブラヒム神父と
井上の挨拶で始まった。続いて井
上が、日本での日程とプログラム

（主旨はもう３月に説明済み）と旅
行条件（海外旅行傷害保険、責
任の所在、持ち物のことなど）を
説明し、その後親や高校生からの
いろいろな質問に答える時間を設
けた。高校生というまだ未成年を
受け入れるには、すべてを説明し
て安心してもらった上で、保護者
および本人の承諾を得ることが必
要であった。

最後に名物のシュワルマ（ピタパンにそぎ切りに
した牛肉と野菜や香辛料をはさんだ一種のサンド
イッチ）がふるまわれ、空腹だった彼らは大いに
喜んだ。その後教会の屋上に出てすばらしい景色

（オリーブ山と金のドーム）を背景に集合写真を
撮って、ミーティングを終了。

共催者 CHILDREN WITHOUT
BORDERS との最終打ち合わせ

今回のプロジェクトは、イブラヒム神父を責任者
とする Children Without Borders との共催であ
る。したがってわたしのエルサレム訪問のもう一
つの目的は、イブラヒム神父およびスタッフとの打
ち合わせであった。

団長となるイブラヒム神父は、グループ本体よ
り1 週間遅れて来日する。イタリアで同時期に行
われるもう一つの平和プロジェクトの責任者として
イタリアに行かなければならないからだ。

パレスチナとイスラエルの引率者スタッフとして
選ばれたのは、アントニー・ハバシュ（イブラヒム
神父の秘書）とヤニーヴ・シェンハヴ（教育プログ
ラムのエキスパート）。いずれも平和活動に深く関

わっている頼もしい 29 歳の青年である。
彼らとは、数回にわたって日本でのプログラム

日程とその内容および彼らのファシリテーターとし
ての役割などについて話し合った。

パレスチナ人たちの日本入国ビザ取得
日本入国に際しビザが必要なのはパレスチナ人

だけだ。イスラエル国籍を持つものはその必要が
ない。したがって今回は、アントニーを含め、高
校生など 7人のためにビザを申請することになっ
た。ビザ申請のためには、テルアビブの日本大使
館領事部へそれぞれの身分証明書、写真とともに、
一人ひとりのための招待状、招聘理由書、身元保
証書、ビザ申請書、保護者承諾書（未成年者の
ため）、在校証明書などを提出しなければならな
かった。その他、当法人の団体概要説明書、プ
ロジェクト主旨書、宿泊先リストなども必要であっ
た。パレスチナ人の身分証明書にはいろいろ種類
があって、ジハドやアントニーのようにベツレヘム
に住んでいる者はパレスチナ自治政府発行のパレ
スチナパスポートを持っている。東エルサレム在住
者はヨルダン国籍、海外に行くにはイスラエル政

イスラエル・パレスチナからのプロジェクト参加者とその家族（エルサレム・
カトリック教会屋上にて）
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府発行のトラベル・ドキュメント（パスポートでは
なく、エルサレム住民であることを証明するもの）
が必要だ。

当法人が作成するものに関してはどんなに数が
多くても問題なかったが、申請者自身が提出しな
ければならないもの（身分証明書、写真、在校証
明書その他）がなかなか揃わず、わたしの短い滞
在期間に申請できるかどうか、大変心配した。テ
ルアビブの日本大使館にようやく行くことができた
のは、わたしの帰国日の午前中であった。しかも、
わたしの危惧が的中して、1 人のトラベル・ドキュ
メントに 3 つの不備が見つかってしまい、その段
階での申請受理は不可となった。日本へ帰国後、
何度も電話で連絡を各方面と取り、いろいろな人
の協力もあってやっとテルアビブ出発の前日にビザ
を取得できたが、やれやれである。

家庭訪問（デヘイシャ難民キャンプ）
帰国前日に、アントニーにベツレヘムのデヘイ

シャ難民キャンプへ連れて行ってもらった。新しく
来日グループに加わることになったジハド・ファラー
ジュの家庭訪問のためである。彼は、グループの
中でただ一人のイスラム教徒、祖父の代からこの
難民キャンプに暮らしている。この難民キャンプ
も 50 数年の間何度イスラエル軍の侵攻に苦しんだ

ことだろう。ろくにインフラ整備もされていない狭
い地域にびっしりと建てられた粗末なコンクリート
の建物に、今も1 万 1 千人が、肩を寄せ合い、最
低限の生活を強いられている。

ジハドの家は大家族で、両親は仕事の関係で不
在だったが、おじさんやおばさん、いとこやはとこ
たちが両手を広げて大歓迎してくれた。貧しく不
自由な生活を強いられている彼らだが、アラブ人
特有の温かい寛大なもてなしに心が和んだ。きっ
と自分たちの一人が日本まで行くチャンスができた
ことを心から喜んでいるのだろう。

終わりに
わたしは今回のエルサレム滞在のおおかたの目

的を果たして、7 月17 日の夕方の便に乗り帰国し
た。日本に帰ったら準備最終段階の追い込みに入
る。本番まであと 2 週間、子どもたちが元気で成
田に到着してくれることを願う。英語という言語の
壁、メンタリティーの違いなど困難が予想される。
しかし、一人ひとりの善意と平和を願う心をもって
互いに協力しあうことができれば、きっと実り豊か
なプロジェクトになると確信している。

担当　井上 弘子

ジハド・ファラージュと家族（ベツレヘム・デヘイシャ難民キャンプにて）
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1日目　7月31日（火）

成田における事前準備

いよいよプロジェクトがスタートする、という期
待と不安な面持ちで、高校生、リーダーたち、スタッ
フが成田空港近くのホテルに集合した。高校生と
は３月の事前研修以来の再会だったが、みんなひ
と回り大きくなっていたような気がして、たくましさ
を感じた。チェックインのあと、オリエンテーショ
ンがあり、この事前準備期間でやらなくてはいけ
ないことを確認し、役割分担などがされた。高校
生たちは、明日の出迎えのためのウェルカム・ボー
ド作りに、大学生のリーダーは高校生のサポート
をしながら那須で行われる原爆についての話の準
備に取り掛かった。他のスタッフは、必要な備品
等の買い出しに行くなど、それぞれが忙しかった。

夕食は成田空港内のレストランでとる。少し空
港内を散歩し、滞在先のホテルに戻ってからは、
那須で行われる各国毎のプレゼンテーションに向
けた、日本のプレゼンテーションの準備もした。

明日はいよいよイスラエル・パレスチナの参加者
を迎えることとなる。期待を胸に第 1日目が終了
した。

2日目　8月1日（水）

成田から那須高原へ

高校生たちは、前日仕上げられなかったウェル

カム・ボードを午前中、完成させ、翌日夜に開催
されるウェルカムディナーの出し物を準備する。歌
を歌うことにする。キーボードとギターの伴奏で歌
えるよう、練習した。

昼食後、高校生たちは日本のプレゼンテーショ
ンの準備の続きを行った。しかし作業はなかなか
進まず、英語でどのようにすれば伝わるのかを考
えながら話を準備し、構成を練った。その間、スタッ
フたちは 3日目までのプログラムの確認を行った。

午後 4 時から結団式を行い、成田空港に移動
して、イスラエル・パレスチナの参加者を待つ。そ
の間日本人高校生は緊張して次第に無口になって
いった。午後 7 時頃、イスラエル ･パレスチナの
参加者が出てきて対面を果たすが、練習した歓迎
の挨拶のことばも小さい声になってしまった。しか
しバスに乗った後は積極的に話しかけている姿が
見られた。イスラエル・パレスチナの高校生たちも

5 プロジェクトの経過

イスラエル・パレスチナの高校生、期待に胸を膨らませて
成田空港に到着。
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長旅を終え、疲れている様子であった。
午後 11 時半頃、那須プログラムの滞在先であ

る「聖ヨゼフ山の家」に到着した。その後、簡単
な連絡の後、就寝した。

3日目　8月2日（木）

那須高原

午後　自己紹介とアイスブレーキングゲーム

夕食　ウェルカムディナー

前日までの移動の疲れを考慮して、遅めの朝食
で一日が始まる。食事の片づけ及び次の食事の準
備も、那須滞在中は自分たちの手で行った。朝食
は 9 時 30 分に開始。座席をくじ引きとした結果、
対話を大いに促進した。食事の前後に「いただき
ます」と「ごちそうさま」を唱和する。皿洗いは
時間がかかったが、みんな積極的に参加した。

 
オリエンテーション

「聖ヨゼフ山の家」の使用上の注意や、生活上の
約束事の確認などを行った。

自己紹介とアイスブレーキングゲーム

鈴木神父と井上実行委員長が、本プロジェクト
が目指すところについて話した。その後、円状に
椅子を配し、イスラエル ･パレスチナ･日本の参
加者たちが混ざって座り、自己紹介を行った。ア
イスブレーキングゲームは、イスラエルからのファ
シリテーターであるヤニーヴにより行われた。まず
ボールを使ったゲームを1 種類、椅子を使ったゲー
ムを２種類。さらに、3 人ずつのグループに分か
れ、1 人が本当にあった話、2 人が作り話をして、
他の参加者が誰の話が本当かを判断する”Who 
tells a truth?”（誰が真実を語っているか？）とい
うゲームをした。高校生だけでなくスタッフも参加
し、賑やかなゲームとなった。

 
ウェルカムディナー

夕方には、那須での会場を快く提供してくださっ
たベタニア修道女会のシスター方や、マ・メゾン
光星からお見えになった方 を々迎えてのウェルカム
ディナーが開催された。井上委員長、ヤニーヴ、
アントニーの挨拶のあと、乾杯した。みんなでシ
スター方の心づくしの豪華な料理に舌鼓を打つう
ちに、会話も弾んだ。食事が一段落してから出し
物の時間となった。松本みどり、岩田可愛の２人
による日本の歌、日本の高校生による合唱、パレ
スチナの高校生による国の紹介、イスラエルの高
校生によるフォークダンス「マイム・マイム」の披

イスラエル（左）とパレスチナ（右）のグループ紹介。（那須：山の家にて）
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露が続いた。ウェルカムディナーの後は、スタッフ
はミーティング、高校生たちは翌日の 3 カ国による
各国紹介のプレゼンテーション準備を夜遅くまで
かかって行った。

 

4日目　8月3日（金）

那須高原

午前　各国紹介のプレゼンテーション

午後　JUSCO探検　出会いを深める集い

夜　　原爆の紹介

朝食は 8 時だが、今日の各国紹介の準備が昨
夜遅くまで行われたらしく、集まりがよくない。集
まったところで朝食を開始する。時間割の変更が
行われ、「各国紹介」は 9 時 15 分からとするが、
実際に始まったのは 9 時 35 分だった。

各国紹介

「日本の紹介」は気候、四季、食事、万人坑、
731 部隊等、多くの項目をとりあげ、効果的に行
われる。「パレスチナの紹介」では、歴史、難民キャ
ンプ、ジハド家の難民としての体験、分離の壁な
どが紹介された。ホワイトボードを分離の壁に見
たてて、壁をはさんでのレナート（パレスチナ人）

とノアム（イスラエル人）の対話が興味深かった。
「イスラエルの紹介」では、初めにアビシャグたち
4 名の参加者の生活が、続いてイスラエルの歴史
が紹介され、12 時 30 分に終わる。

JUSCO探検

午後は少し息抜き。その後日本の日常生活を知
るために、猪俣神父運転のマイクロバスで白河の
JUSCO に行く。アイスクリームやお菓子を買う者
が目立つ。作務衣を買う日本通もいる。

出会いを深める集い

4 時 30 分からゲームを始める。輪になって座り、
ランダムに 1、2、3、と 10 まで数える。数える者
がバッティングすると1 から始める。とうとう10 ま
で数えられなかった。続いてパントマイム、伝言ゲー
ム、アイデンティティーゲームをする。このなかで、
自分の核を構成しているものが、宗教か、国籍か、
歴史（家族史・個人史）か、人間であることかを
確認し、みんな異なるものを核としていることを認
識する。ゲームを通して自分の傾向を理解すると
ともに、自分とは異なる価値観を持っている多くの
人がいることに気付き、みんなが共通して大切に
しているものを出発点として絆を作る必要がある
ことを学ぶ。

「分離の壁」を紹介するパレスチナのレナートと
イスラエルのノアム。

ボールゲームを楽しむ高校生たち。こうして一つの心に
なっていく。（いずれも那須：山の家にて）
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原爆の紹介

夕食後、午後 8 時より「原爆について
のレクチャー」が被爆地出身の大学生リー
ダーによって行われた。担当は横山（広島）、
滝川（長崎）両名。みんな、真剣に聞き、
横山君のお父様からお借りした被爆当時
の様子を描いた絵を真剣に見つめていた。

5日目　8月4日（土）

那須高原

終　日　茶臼岳登山・乙女の滝観光

夕食後　ディスカッション

茶臼岳登山・乙女の滝観光

猪俣一省神父運転のバスに乗り込み、8 時 15
分に茶臼岳登山へ向けて出発する。登山口から
全員で登り始めるが、途中休憩の際に、ゆっくり
登りたい「鈍行」グループと「特急」グループとに
分かれて、山頂での再会を約束して 2 グループで
登る。山頂で全員が揃ったところで、お弁当をい
ただく。

全員下山後、バスに乗り、一路、乙女の滝を目
指す。イスラエル ･パレスチナからの参加者は、
滝を見たことのある人が少ないらしく、元気よく滝

つぼの周辺ではしゃいでいた。
「聖ヨゼフ山の家」帰着後は、全員が気持ち良い
疲労感を感じつつ、シャワーを浴びたり、ゆっくり
休んだり、それぞれが思い思いに過ごした。

ディスカッション

夕食後に、イスラエルからのアントニーが一対
一で指定された項目についてディスカッションをす
るというセッションを行った。初めに、時計の絵
を描き、それぞれの時刻に誰と話す約束をしたか
を互いに書く。そして、時計の数字に沿って、そ
れぞれの時間で1人ずつと待ち合わせをする。ファ
シリテーターが指定した時刻に待ち合わせをした
人と、提示されたトピックについて話し合う。それ
ぞれが 11 人とディスカッションを行った。

トピックは、個人的な質問から、次第に紛争に
関するものや平和に向かって進んでいくことを話し
合うような内容へと進んだ。トピックの順番と内容
は下記の通りである。
＜トピック＞
①  7時

② 11時
③ 10時
④  6時
⑤  4時

：プロジェクトについて、今までのところど
う感じているか
：一番寂しく感じているものは
：今までの人生で一番よい思い出
：起きてしまったら一番怖いこと
：イスラエルとパレスチナに対する望み

ジハドと日本人高校生とスタッフ（乙女の滝にて）

茶臼岳登山（山頂にて）
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⑥  8時
⑦  9時
⑧  4時
⑨  1時
⑩   2時

⑪  3時

6日目　8月5日（日）

那須高原

午前　セッション

午後　「マ･メゾン光星」訪問　セッション続き

夕食　立食パーティー

セッション、セッション続き

本日も、イスラエルからのヤニーヴがセッション
をリードする。

初めに、アイスブレーキングゲームとして、全員
で円形になって長い紐を持ち、みんなで目をつぶっ
て、互いにアドバイスをしながら輪を四角形にする
というゲームをした。

それから、那須でのこれまでの体験を基にしつ
つ、「良いチームワークとは」についての下記の 4
つの質問について、3 つのグループに分かれてディ
スカッションを行った。

What are the characters of the team in 
the assignment you just did?（ここでいう
assignmentとは、紐を用いて行ったアイスブ
レーキングゲームのこと。）
Can you think of other models of teams? (Do 
you work in any teams that work in this 
way or in totally different way?)
Have you ever been a part of team that 
wasn't working well? Why did it happen?
Try to phrase together the characteristics 
of good teamwork.

それぞれ の
グループが活発
に議論を行い、
互いに発表し、
チームとは何か
についての理解
を深め合った。

次に、イスラ
エル・パレスチ
ナ間で実際に
生じている紛争
の中での二律
背反する状況を
もとにして、そ
の際に自分なら
ばどのような決
断を選択するか
について、小グ
ループに分かれ
て話し合った。
ディレンマの命
題 は 以 下の 3
項目の中から各
グループが選択
した。

１．封鎖され
ている道路で、
パレスチナの救
急車が 今にも
出産しそうな妊
婦を乗せて待
たされている。
検問所にはイスラエル軍の兵士がいる。数日前に
は他の検問所で同様の状況下で救急車を通したと
ころ、イスラエルの病院で自爆攻撃が起き、多数
の人が死傷していた。そのとき、あなたなら救急
車を通すか、通さないか。

２．イスラエル軍の情報機関が、あるテロリスト

1. 

2. 

3. 

4. 

：プロジェクトに対する期待
：イスラエルの国旗を見て感じること
：パレスチナの国旗を見て感じること
：この段階で自分の心の中にあること
：ここまでの段階でプロジェクトから学ん
だこと
：まだ学んでいないこと、今後学びたいこと

真剣に話す。上から：雄一とレナート、ジハド
と理紗、ノアムと一馬、茉梨菜とガル。



46

の情報を入手した。F-16 戦闘機がテロリストの潜
入場所を上空から爆破しようとするが、テロリスト
と一緒にいる罪のない 2 人の子どもを巻き添えに
することになる。そのとき、あなたなら空爆を許
可するか、しないか。

３．イスラエル政府がすべてのパレスチナ難民
に対して帰還の許可を与えるかどうかについて。
彼らが全員帰還したら、人口比でユダヤ系の人々
よりも非ユダヤ系の人々が多くなり、イスラエル建
国の理念であるユダヤ人国家という概念が崩れる
ことになる。あなたなら許可を与えるかどうか。

「マ･メゾン光星」訪問

午後１時 15 分頃、猪俣神父運転のマイクロバ
スに乗り込み、社会福祉法人慈生会運営の知的
障害者更正施設「マ・メゾン光星」を訪問し、利
用者の方 と々の交流を行う。初めに、3 カ国それ
ぞれの自己紹介を行った後、利用者の皆さんによ
る和太鼓の演奏と「よさこい踊り」を鑑賞した。
その後、高校生たちも一緒によさこいを踊ったり、
和太鼓の演奏を体験した。続いて、3 カ国それぞ
れの高校生たちが歌、伝統的な結婚式の祝いの
踊りなどを披露した。その後、施設内を案内して
いただき、見学をして「聖ヨゼフ山の家」への帰
路についた。

立食パーティー

夕食は、雨天でなければ、野外でバーベキュー
を行い、花火をみんなで楽しむことを予定してい
たが、あいにくの激しい雷雨により、室内での立
食パーティーへと急遽予定を変更した。みんなで
歓談しながら食事をした。なお、食事の最後には、
献身的にお世話をしてくださった「聖ヨゼフ山の
家」のシスター方に、感謝の辞を述べるとともに、
各国から感謝の品を贈呈した。

7日目　8月6日（月）

那須高原から長崎へ

 
午前　那須高原から空路長崎へ

午後　長崎市長表敬訪問　原爆落下中心地での

　　　献花

夕方　長崎実行委員会高校生（ＣＡＮ）による長

　　　崎紹介及び歓迎会

那須高原から空路長崎へ

大型バスで羽田空港へ向けて午前 6 時 30 分に
出発予定であったが、部屋の清掃や荷物の整理
が終わっていない人がいたこともあり、7 時に出発
する。途中、都心の渋滞もあり、羽田空港到着ま
で心配の種は尽きなかった。なお車中では、広島
での平和記念式典の模様をテレビで視聴し、8 時

笑顔がこぼれる。「マ・メゾン光星」入所者とタリ。

お世話になった那須「聖ヨゼフ山の家」のシスターたち。
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15 分には平和の鐘の音に合わせて平和を祈願し
つつ黙祷を捧げた。

11 時 35 分発の JL1845 便にて長崎へ向かい、
午後 1 時 30 分に到着し、長崎実行委員会高校生

（ＣＡＮ）の歓迎を受けた。その後、長崎市庁舎
へマイクロバスで移動した。

長崎市長表敬訪問

田上富久市長は広島平和記念式典に参列する
ため留守ということなので、当初、副市長への表
敬訪問を行う予定であった。しかし、急遽広島か
ら戻ってくださった田上市長にお会いできることと
なった。井上実行委員長、イスラエル・パレスチナ・
日本各国代表の高校生 3 人の挨拶の後、田上市
長からご挨拶をいただいた。

原爆落下中心地での献花

午後 4 時 30 分頃、長崎の原爆落下中心地公
園にて献花と黙祷をした。原爆落下中心地に実際
に立ったこの時から、長崎での「平和の学び」が
始まった。

 
長崎実行委員会高校生（ＣＡＮ）による長崎紹介

及び歓迎会

浴衣姿の CAN の 6 人の高校生により、長崎紹
介が行われた。プレゼンテーションは、しっかり
と準備されており、長崎を理解する大きな助けと
なった。歓迎会では、各国の高校生たちが和や
かな雰囲気のうちに食事を楽しんだ。ホテルに戻っ
てから、スタッフはミーティングを行い、高校生の
うち希望者は散歩に出かけた。

8日目　8月7日（火）

長崎

午前　原爆資料館見学　語り部の被爆体験を聴く

　　　被爆遺構で祈る

午後　分かち合い　ホームステイ家族との出会い

原爆資料館見学　語り部の被爆体験を聴く　

長崎CANの高校生たちの心温まる出迎え（長崎空港にて）

田上富久長崎市長表敬訪問。（長崎市役所にて）
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被爆遺構で祈る

午前中、ＣＡＮのメンバーをリーダーとする小グ
ループに分かれて「原爆資料館」を見学する。み
んな、それぞれの展示をじっくりと見つめ、説明
文を真剣に読んでいた。

続いて、原爆資料館のセミナールームで原爆の
語り部・廣瀬方人氏の「被爆体験」を英語で聞く。
講演後の質疑応答では、高校生たちが活発に質
問した。

その後、原爆資料館を出て、平和公園の「被爆
遺構」を巡り、カトリック長崎大司教区司教座聖
堂である浦上教会を訪ね、「被爆マリア像」の小
聖堂で平和を願ってみんなで黙祷をささげ、爆風
で吹き飛んだ浦上教会の鐘楼を見学した。なお、
昼食は小グループでの自由行動とし、それぞれが
長崎の食事を楽しむ。

分かち合い

昼食後、２時から濱田神父司会のもと、分かち
合いをする。初めに「原爆」についての分かち合
いを行う。以下、各人の発言の要旨を載せる。

語り部の廣瀬さんの、前に進もうとしている姿勢
に感銘を受けた。（ヤクーブ/パレスチナ）
原爆を使わないだけでなく、戦争を避けるべき
だ。（レナート/パレスチナ）
ホロコーストに似ている。すべてのドイツ人に対

してではないが、わたしには彼らに対して抵抗
感がある。日本の人々は、原爆の後アメリカに対
してどのように振る舞ったのか。
（ノアム /イスラエル）
原爆の結果が今も続いていることがショックだ。
（アレックス/イスラエル）
世界における核保有の現実を知って悲しくなっ
た。（ナルディーヌ/パレスチナ）
わたしたちの原爆理解はアメリカ側のものだと
気付いた。写真がむごい。（ガル/イスラエル）
何とも言えない思いをさせる資料館だった。
（ジハド/パレスチナ）
とても興味深かった。もっと知りたい。

（ペレグ/イスラエル）
国が戦争をして、苦しむのは人々
だ。（アビジャグ/イスラエル）
僕は被爆３世。僕にとって原爆はま
だ続いている。この苦しみと不安
を僕は乗り越えていきたい。
（雄一）
被爆３世の人の思いを直接聞いた
のは初めてだ。逃げない雄一を尊
敬する。（アレックス/イスラエル）
直視する勇気に感嘆する。素敵だ
と思う。（タリ/イスラエル）

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

「語り部」廣瀬方人氏の被爆体験談を聴く。（長崎原爆資料館にて）

長崎原爆落下中心地で、イスラエル・パレスチナ・日本の
高校生が揃って献花。

★ ★ 

★ 
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わたしの家族の痛み・苦しみ　

休憩をはさみ、「わたしの家族の痛み・苦しみ」
について分かち合う。

今でも家族から「食べられる時、思いっきり食
べなさい」と言われて悲しくなる。強制収容所
の体験が今もわたしたちを離れない。
（ガル/イスラエル）
わたしの祖母はガンで、今年の過越祭に参加
できなかった。祖父はとてもショックで祈りを
司式することができなかった。帰ってももう祖
母には会えないかもしれない。
（ノアム/イスラエル）
父は西岸からエルサレムに僕を迎えに来てい
た。突然イスラエルの兵士がやってきて父も僕
も拘束された。兵士は父の頭を机にたたきつけ
た。僕はとても憤りを感じた。そして無力感と
差別を感じた。必要な許可証はすべて持って
いたのに。それ以来、僕は兵士を見るとこの時
の反感がよみがえってくる。
（レナート/パレスチナ）
イスラエルの地に住むようになって祖父で12代
目だ。叔父は雑貨屋を営んでいて、パレスチナ
人の客も友達もたくさんいた。安息日に彼らと
食事を一緒にしたりもしていたのに、その彼が
殺された。イスラエルの兵士がある無実のパレ
スチナ人を殺した日の翌朝、叔父はナイフで首
をかき切られて殺されてしまった。
（ヤニーヴ/イスラエル）

原爆という、人間の尊厳が踏みにじられる悲惨
な出来事につて思いを馳せることを契機として、
誰にでも、自分史や家族史の中に何らかの痛みが
あることが分かり、みんなが互いに思いやりの気
持ちを持ち、優しさに包まれた。

ホームステイ家族との出会い

午後５時過ぎ、ホームステイ先のご家族の方々
が高校生たちを迎えに来られる。どのご家庭にど
の高校生がお世話になるかの発表の後、全員で

記念撮影をし、ホームステイ先へと向かう。ホスト
ファミリーの皆様の温かさが感じられる。

9日目　8月8日（水）

長崎

終日　伊王島へのエクスカーション

　　　原爆犠牲者慰霊平和祈念式典

　　　参加についての話　

　　　海水浴　温泉　サイクリング

原爆犠牲者慰霊平和祈念式典参加ついての話　

海水浴　温泉　サイクリング

ホストファミリーとともに大波止ターミナルに集
合した後、みんなでフェリーに乗り込んで伊王島
へ向かう。フェリーに乗る前に楽しさのあまりチケッ
トを海にほうり投げるという失態をやらかした高
校生もいたが、なんとか無事に伊王島に到着。バ
スにて海水浴場へ向かった。まず海の家の一角を
お借りし、リーダーたちが企画したゲームをして体
と心をほぐした。

その後、明日参加する長崎原爆犠牲者慰霊平
和式典について、アントニーがファシリテーターを
代表して「わたしたちがこの式典になぜ参加する
のか、そしてどのような気持ちで参加すべきなの
か」について以下のように語った。

★

★

★

★

ジハドと一馬。ホストファミリーとともに。
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イスラエル・パレスチナの高校生にとっては炎天
下、言葉も分からない長時間の式典参加は厳しい
かもしれないが、この長崎で「忘れないこと、語
り続けていくこと」の象徴である式典を体感し、
敬意を持って参加すること、そのことに意義を見
いだしてほしいと。

高校生たちは説明を真剣に聞き、各人が式典
参加の意義をよく考え、理解しようと努めていた。

いよいよ、待ちに待った海水浴の時間となる。
転げるように海に飛び込んでいった者あり、砂浜
で遊んでいる者あり、昼寝組あり、と思い思いに
過ごした。

全員そろっての昼食のあと、CAN の提案で、
大きく２つのコース（島一周サイクリング・温泉）
に分かれて島を楽しんだ。サイクリング組は猛暑
の中、心地よい海からの風を受け、島の人々に挨
拶しながらサイクリングを満喫した。海の眺めは
最高で、サイクリングしながらどこまでも続く大海
原に吸い込まれていくような、最高の心地よさを
味わえた。温泉に入ったのはイスラエルの高校生
が多かったが、初めはとても恥ずかしがっていた
のに、結局みんな大興奮し、大はしゃぎし、大満
足したようであった。まさに「郷に入っては郷に従

え」である。みんなが島を満喫し、本当にリフレッ
シュできた一日であった。

伊王島に別れを告げ、フェリーで大波止ターミ
ナルに戻ると、高校生・リーダーたちはそれぞれ
のホームステイ先に“帰って”いった。

夕刻、イブラヒム神父が長崎に到着した。

10日目　8月9日（木）

長崎

午前　原爆犠牲者慰霊平和祈念式典参列

午後　「続 わたしの家族の痛み・苦しみ」

　　　　全体ミーティングとグループセッション

夜　　自由時間（エクスカーション：稲佐山）

原爆犠牲者慰霊平和祈念式典参列

8 時 30 分にホームステイ先からホテルに集合
し、式典会場となる平和記念公園へ移動する。9
時 15 分頃公園に到着すると、会場の最前列に席
が用意されており、みんな驚いた。なお、今年度
は事前に式典のパンフレットをいただくことができ
たので、前回とは異なり、英語のテキストに目を通

太陽を浴びて、伊王島へ。（フェリー船上で）



プロジェクトの経過   51

しながら、式典の最中に何が行われているかが分
かったようで、みんな真剣に式典に参列していた。

式典は 10 時 40 分に始まり、イスラエル人 2 人
（アレクサンドラとアヴィシャグ）、パレスチナ人 2 人
（ナディーヌとジハド）が揃って献花を行う。11 時
2 分に全員で黙祷を捧げ、11 時 40 分に式典が終
了した。その後、移動し、小グループで自由に昼
食をとる。

「続 わたしの家族の痛み・苦しみ」

グループセッション

午後３時から７日に行った「わたしの家族の痛
み・苦しみ」のセッションの続きを行う。

その後、午後 4 時 40 分頃から 4、5 人程度の
小グループに分かれ、今後の平和についての展望
や、平和を築いていくために自分たちはどのように
貢献できるかについて話し合った。

エクスカーション

夕食後、希望者を募って、長崎の夜景を満喫でき
る稲佐山展望台に出かける組と、平和記念公園で捧
げられる、長崎大司教区主催の平和祈願ミサに参列
する組とに分かれてエクスカーションに出かける。

11日目　8月10日（金）

長崎

午前　「語らいの夕べ」の準備

午後　イブラヒム神父講演　「語らいの夕べ」

夕方　フェアウェルパーティー

「語らいの夕べ」の準備

９時に全員が集合し、「語らいの夕べ」のスケ
ジュールと役割分担を確認する。その後、イスラ
エル、パレスチナ、日本の国別に分かれて、プロジェ
クトの実り、平和への思い、今後に向けた思いを分
かち合った。その上で３カ国が集合して、それぞれ
が準備した発表の内容をお互いに発表しあった。

 
イブラヒム神父講演　「語らいの夕べ」
（55ページ参照）

午後３時、定刻に開始。実行委員長・井上弘子
の挨拶に始まり、イブラヒム神父の「それでも平
和への道を歩む」をテーマに講演が続く。質疑応
答の後、休憩をとる。
〈平和への渇き〉と題するプレゼンテーションが

高見長崎大司教、イブラヒム神父を中心に、全員集合（長崎・ウェルシティにて）
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始まる。「語らいの夕べ」では、高校生たちの発
言に続き、たくさんの質疑応答がある。最後に平
和を願うキャンドルを配って終わる。
「語らいの夕べ」とは、プロジェクトの主旨・概要・
実りを伝える報告会形式の集いである。普段イス
ラエル・パレスチナの紛争や諸問題に関わること
が少ない方々に、今、まさに何が起こっているか
について知っていただき、そしてプロジェクトの実
りを通じて平和について考えていただくことを目指
すものである。なお平日であったためか、ご来場
になったのは 70 名程であった。

12日目　8月11日（土）

長崎から東京へ

午前　長崎から羽田空港へ

午後　自由時間（東京観光など）

長崎から羽田空港へ

8 時 30 分にロビーに集合する。見送りに来てく
ださったホームステイ先の方 と々の別れを惜しみな
がら長崎空港へマイクロバスで移動する。長崎実
行委員会のメンバーが長崎空港まで見送ってくれ、
涙を流しながら互いに別れを惜しむ。

自由時間（東京観光など）

羽田空港に到着後、３コースに分かれて東京観
光に出発する。ディズニーランドへ行く者あり、江
戸東京博物館を中心に浅草等を巡る者あり、「は
とバス」ツアーで東京観光する者あり、各人が東
京での時間を満喫した。

午後 8 時 30 分に東京での滞在先であるJICA
に集合し、明日の予定を確認してから就寝する。

13日目　8月12日（日）

東京

午前　プロジェクトの振り返り

午後　東京観光、セッション

プロジェクトの振り返り

９時に「プロジェクトの振り返り」が始まる。い
ろいろな課題に取り組む中で、イスラエルとパレス
チナの現状を各人がどのように理解しているかが
明らかとなっていく。続いて、パレスチナとイスラ
エルの関係において、どのような状態が理想だと
考えるかを一人ひとりが表現していくが、各人各様
であった。しかし、その多様性の中にも、みんな
の思いに共通するものが見えてくる。イスラエルと
パレスチナが、それぞれが足りないと感じているも
の、求めているものが何であるかが、全員に共有
されていく。イスラエルとパレスチナが共生してい
くためには、相互の理解や信頼が欠かせないとい
うことである。

東京観光

昼食後は、午後４時まで自由行動とし、グルー
プに分かれて新宿に出かける。ビックカメラで電
気製品を手に取り、購入する者あり、東京都庁舎
の展望室から東京を眺める者あり、明治神宮外苑

心のつながりを確認するための「紐ゲーム」（東京JICAにて）
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を散策して日本の文化に触れる者あり、と各人各
様であった。

セッション

午後４時にセションを開始する。初めに紐を用
いて「絆確認ゲーム」を行い、いつの間にか、み
んなの中に信頼の絆が生まれていること、その絆
が喜びとなっていることを見える形で確認する。こ
の後、プロジェクトに参加して得たものを振り返り、
将来どのような活動、あるいは生き方をしようと決
心しているかについてレポートを書く。床に座って
書く者あり、椅子の上で書く者あり、ひざの上で書
く者あり、机を使って書く者あり、とさまざまであっ
たが、みんな真剣に書いていた。

レポートが回収された後、「リーダーシップと自
分」という視点から、自分の平和活動に関わる姿
勢を振り返る。自分が参加する平和活動における
自分の姿勢を客観的に振り返り、発表しあう。み
んな、この作業をとおして自分のこれまでの姿勢
を自覚し、今後どのような自分でありたいかを強く
感じ取っていく。

続いて、アントニーが平和活動に取り組む際に
必要な姿勢として“LEAD”を提唱し、説明をし
た。 なお“LEAD”とは Learn, Energetic, Aim, 
Determine のことである。

14日目　8月13日（月）

東京

午前　「語らいの夕べ」の準備

午後　イブラヒム神父講演　「語らいの夕べ」

夕方　お別れ夕食会

「語らいの夕べ」準備

９時に全員が集合し、「語らいの夕べ」のスケ
ジュールと役割分担を確認する。続いて、みんな
で歌う平和の歌を練習し、その後、あらかじめ投

げかけられていた質問について、イスラエル、パレ
スチナ、日本の国別に分かれて、それぞれの回答
を準備する作業に入る。

昼食後、会場となるイグナチオ教会のヨセフホー
ルに向けて出発。先発隊が早めに会場入りし、会
場準備はほぼ終了している。まもなく、たくさんの
方々がご来場くださる。

イブラヒム神父講演「語らいの夕べ」

午後３時、定刻に開始。実行委員長・井上弘子
の挨拶に始まり、イブラヒム神父の「それでも平
和への道を歩む」と題する講演が続く。イブラヒ
ム神父は、「互いを非難し、罵りあう言葉を聞きな
れている者にとって、相手を評価する言葉を聞くこ
とは素晴らしい」と語り始める。同神父は、プロジェ
クト中の人間関係を踏まえて、神父の周りに座って
いる若者たちにとって、今まさに必要としている気
付きと励ましを盛り込んだ講演をした。その後、
休憩をとる。
〈平和への渇き〉と題するプレゼンテーションが
始まる。「語らいの夕べ」では、高校生たちの発
言に続き、たくさんの質疑応答がある。最後に、
全員で平和を願う歌を、ヘブライ語、アラビア語、
日本語で歌い、平和を願うキャンドルを配って、
午後５時３０分に閉会する。その後、会場を片付
け、JICA に戻る。

「語らいの夕べ」で挨拶するジハド。（東京・イグナチオ教会
ヨゼフホールにて）
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お別れ夕食会

お別れ夕食会を行う。「語らいの夕べ」に参加
した若者たちも数名が急遽参加し、解放感にあふ
れた時間を過ごす。イスラエル、パレスチナ、日
本のそれぞれの高校生たちは、晴れやかな表情
で互いに交流を深め、真の友情を深めることがで
きたようであった。

15日目　8月14日（火）

東京から成田空港へ

午前　成田空港での別れ

長かったようで短いプロジェクトの最終日を迎え

た。東京 JICA から成田空港まで大型バスで移動
し、10 時にチェックイン。その際、荷物の重量オー
バーなどがあり、多少の混乱があった。空港で参
加者たちに残された時間はあまりなく、すぐに別
れの時間がきてしまった。みんな別れを惜しみな
がら再会を約束し、固く抱き合っていた。「本当の
仲間になったのだ」という意識を、お互い強く持
つことができたようである。イスラエル、パレスチ
ナからの参加者を見送った後、日本人で解散式を
簡単に行った。高校生たちは本当にたくましく成
長し、サポートしたリーダーやスタッフが彼らを非
常に誇らしく思う気持ちは、みんな一緒だった。
わたしたちも再会を約束し、たくさんの思い出や
荷物とともに帰路に着いた。

お別れ夕食会で。プロジェクトの実りを感謝し、ジュースとコーラで「乾杯！」（東京JICAにて）



「語らいの夕べ――平和への渇き」

としてアントニー ･ハバシュ、イスラエル代表とし
てヤニーヴ・シェンハヴが挨拶した。その後カトリッ
ク長崎大司教区教区長 高見三明大司教から、温
かい歓迎の挨拶をいただいた。

１   長崎「語らいの夕べ」

長崎における「語らいの夕べ」は、2007 年 8 月
10 日午後 3 時から、ウェルシティー長崎を会場と
して開催された。鈴木信一神父司会のもと、本プ
ロジェクト実行委員長 井上弘子、パレスチナ代表

2 週間にわたったこのプロジェクトの集大成とし
て、平和のメッセージを多くの人々へむけて発信す
るために、長崎・東京で「語らいの夕べ」を開催

6 平和メッセージの発信

した。イブラヒム･ファルタス神父の講演と高校生
の〈平和への渇き〉の発表で構成されるもので、
以下はその概略の報告である。
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みんな真剣な表情。質問に答える修平。（長崎・ウェルシティにて）
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第1部　
イブラヒム・ファルタス神父による講演

「語らいの夕べ」の第 1 部ではイブラヒム・ファル
タス神父の講演が行われた。同神父は、ベツレヘ
ムの聖誕教会包囲事件の 39 日間に及ぶ体験から
話し始めた。そして、このプロジェクトのアイデア
がなぜ広島で生まれたかを説明し、「イスラエル・
パレスチナの子どもたちを広島に連れてきて原爆
の現実を見せることによって、戦争とは何かを分
かってもらいたかったからだ」と語った。次に、
現在聖地で取り組んでいる“Children without 
Borders”の活動に触れ、「若者はわたしたちの
未来であり希望であり力です。より良い未来を手
に入れたいのなら、わたしたち自身に平和教育が
必要だし、若者に平和教育を施さなければなりま
せん。平和は独りでやってくるものではありません。
平和を作り上げるには一つのしっかりした思想が
必要であり、行動が必要です」と語った。最後に、
セリンという作家の以下のことばを引用して、「戦
争とは互いに知り合っていない人々の間で殺しあう
ことです。戦争は自分たちの利益しか考えない少
数の人々の決定によって引き起こされて、罪のない
互いに知り合っていない、殺す必要のない人々の
間で殺しあうことです」と結んだ。

第2部　「平和への渇き」

質疑応答をはさんで、鈴木信一神父司会のもと、
「平和への渇き」と題する高校生による発表が行
われた。この発表では、司会者から7 つの質問
が高校生たちに投げかけられ、3 カ国の高校生た
ちが、それぞれ質問に 1 人ずつ答えた。

第1の質問

このプロジェクトはどんな実りをもたらしたか。プ

ロジェクトで何を学んだか。

ノアム・シャニ（イスラエル）

心を開いて聴くことの大切さ、そして、日本の
歴史と歩みからゆるすことの意味を学んだ。
レナート・バンダック（パレスチナ）

来る前は複雑な感情、恐怖や怒りを覚えたが、
日本に来て、友情を深め、また長崎の状況を学ぶ
ことで、イスラエル・パレスチナ双方で日本のこと
を話せたことが印象に残った。
安井一馬（日本）

和解については互いに歩み寄ることが大切なこ
と、グループの協調は、大きなグループになると
困難だが、小さなグループでの協調を大切にして
いくことが大きな協調を生むこと、互いの心を理
解しようとすることが大切だということを学んだ。

第2の質問

暴力で紛争を解決することができるか。

川原史織（日本）

暴力では解決できず、互いの悪いところを次世
代に教えることも解決につながらないので、相手
を尊重し、互いに認め合うことが大切だ。
ユーセフ・ランティシ（パレスチナ）

暴力では解決できず、罪のない人が犠牲になる
ことなく、平和に生きるための道を模索すること
が重要で、このプロジェクトで心理的な障壁を取
り除くことができたので、今度は物理的な障壁（註、
分離の壁のこと）を取り除きたい。
アヴィシャグ・ヨセフィアン（イスラエル）

攻撃は紛争の解決をもたらさず、過去の歴史の
中で受け継がれてきたので、過去だけを見て報復
しあうのではなく、未来を見つめて対話によって
紛争を解決したい。

第3の質問

ゆるしについてどう考えるか。

ジハド（パレスチナ）　



ゆるすことは難しいが、ゆるしこそが平和への
唯一の道である。より良い未来を築くためにはゆ
るすことが大切で、ゆるすことと痛みを忘れること
は違うが、痛みがあってもゆるしを通して平和な
未来を築けるのだ。
ガル・ローゼンブルート（イスラエル）

ゆるしとは忍耐、誠実、信頼、理解、傾聴の
ことであり、ゆるしは心の深みに下りて怒りを断ち
切るので、互いに歩み寄ることが可能となり、紛
争を解決する道となるのではないか。
中村茉莉菜（日本）

ゆるしとは相手を尊重し、ありのままに受け入
れることであり、より良い何かを求めるためには平
和、友情、希望が大切であるが、イスラエル・パ
レスチナの高校生の現状を見て、ゆるすことの難し
さも痛感した。

第4の質問

平和の働き手として、あなたには何ができるか。国

で、家族の中で、友だちの間で。

ペレグ・バルオン（イスラエル）

自らを含めた参加者がみんな、平和のつくり手、
担い手であることに気付き、共通の未来のために、
世界の平和のために多くの人に働きかけるリーダー
シップをとりたい。そして「平和」というビジョン
を多くの人に伝え、多くの人の共通認識にしていく
ために支援の輪を広げていきたい。
ナディーヌ・ハンダル（パレスチナ）

これからも平和の担い手として働いていきたい
が、友だちにも「わたしも平和のネットワークに参
加したい」と思ってもらえるようにするためにも、
日本について、日本で学んだ平和について語り続
けていきたい。
竹山修平（日本）

平和の働き手となり得る人とは、人の仲介に入
ることができる人だと考える。仲介者は、紛争当
事者間の双方の言い分を聞きつつ、中立的、客

観的な意見にまとめるフィルターの役割をはたす。
このプロジェクトに参加したことが「仲介者になる」
という姿勢を作るきっかけになったので、平和の
働き手になることができると思う。

第5の質問

あなたの平和のメッセージは何か。平和に対する

思いを語ってほしい。

安井一馬（日本）

平和の大切さを認識することができ、また、普
段あまり平和を意識していないことに気付けたし、
8月9日の長崎原爆犠牲者慰霊祈念式典に参加し
たことは印象深く、このような分かち合いが日本
の一部で行われているだけでは不十分であり、平
和を発信することの大切さを学んだ。
ナルディーヌ・ジルデ（パレスチナ）

平和とは大きな意味のある言葉で、単なる言葉
ではなくライフスタイルなので、一人ひとりの心の
中から始めることで、初めて他の人に伝わってい
く。だから平和は簡単ではないが、必ず達成できる
ものだ。多くの人の協力が必要であるから、平和の
メッセージを伝えていくという狭き門を選択する。
アレクサンドラ・ボスコヴィッチ（イスラエル）

平和とは差別なく安全を脅かされることなく共
存することである。戦いをやめ問題を解決するた
めには、ゆるし合い、歩み寄らなければならない
が、歴史を忘れてはならず、より良い未来のため
に歴史を活用していかなければならない。それは、
未来の子どもたちが傷つけ合うことなく、恐れる
ことなく互いの家を訪問し、毎日人が亡くなってい
くニュースを聞かないですむ世界を実現するためで
ある。

第6の質問

あなたはこのプロジェクトをどう思うか。どんな感

想を持つか。
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中村茉莉菜（日本）

普段は意識することのない平和の大切さや必要
性について学び、世界の問題へ関心を寄せられる
ようになったので、これからの生き方の中で、い
ろいろなことを見つめていきたい。
ナディーヌ・ハンダル（パレスチナ）

長崎ではショックを受け、どうしてこれほどひど
いことをされてもゆるせるのか、どうやってこのよ
うな惨禍から立ち上がって繁栄を築けるのかを考
えさせられたが、すべては可能なのだと考えた。
ノアム・シャニ（イスラエル）

中立の立場がどのようなものであるかを学び、
互いを尊重する中で、互いの立場や意見を開かれ
た気持ちで受け止めることの大切さを学んだので、
これからも隣人に手を差し伸べる活動を続けてい
きたい。

第7の質問

友情を育むためにどんなことができると思うか。

なお、この質問については、3 カ国の高校生た
ちのまとめ役をした大学生リーダーたちが答えた。
石黒朝香（日本）

楽しいこともあったが、悲しみや痛みを共有し
合う場面もあり、新しい関係、友情を育むことが
できた。友情の美しい点は、本当に深い感情を分
かち合うことである。強い怒りの気持ちでさえも、
ぶつけ合ったりすることなくそれを理解しながら語
り、互いに耳を傾け合うことを学んだ。紛争や問
題点を解決するために聴き、その考えを理解しよ
うと努力し、問題点を明らかにし、歩み寄ること
によって解決策を探ることを学んだ。
ヤクーブ・ガザウィ（パレスチナ）

プロセスの重要さ、ミッションを理解しているつ
もりであり、帰国しても友情を培い使命を達成し
ていくために、ミーティングを継続し、平和のグルー
プとして使命を推進する。日本でも話し合いが継
続されるので、互いの進捗状況を分かち合いなが

ら、日本の皆さんとも協力しながら平和のチーム
をたくさん作って活動を進めたい。
タリ・バレル（イスラエル）

祖国に帰ってからも一人ひとりの学んだこと、結
論に達したことを人々に伝えていきたい。これから
も多くの方々の支えを必要としており、「Children 
without Borders」「聖地のこどもを支える会」な
どからの援助を是非お願いしたい。個人的に電話
やメールなどで一人ひとりと連絡を取り続けていき
たい。

7 つの質問に対する答えが語られた後、川原史
織によって、3 カ国の高校生たちが署名をした「平
和宣言」が高らかに読み上げられた。

その後、質疑応答をはさんで、3 カ国それぞれ
の高校生が平和への思いを表した。日本の高校
生は、長崎市主催の平和記念式典で 11 時 2 分に
歌われる「千羽鶴」を歌い、イスラエルの高校生
は 1995 年にイスラエルのラビン首相が暗殺直前
の平和集会で、多くの人 と々ともに歌った「平和の
歌」を披露し、パレスチナの高校生は、希望のと
もし火として、ろうそくを会場の方々に配った。

最後に、アッシジの聖フランシスコの「平和の祈
り」の歌が全員で歌われ、「語らいの夕べ」は終
了した。



平和メッセージの発信   59

２　東京「語らいの夕べ」

2007 年 8 月13 日午後 3 時から、東京における
「語らいの夕べ」を、カトリック麹町教会（通称イ
グナチオ教会）ヨゼフホールを会場として、開催
した。鈴木信一神父司会のもと、本プロジェクト
実行委員長 井上弘子、パレスチナ代表としてアン
トニー･ハバシュ、イスラエル代表としてヤニーヴ・
シェンハヴが挨拶した。

第1部
イブラヒム・ファルタス神父による講演

第 1 部ではイブラヒム・ファルタス神父の講演が
行われた。冒頭、同神父は、自身がフランシスコ
会の修道士であることを語り、聖フランシスコが
1217 年に十字軍と争っていたエジプト王のもとに
平和を願うために赴いたエピソードを語った。聖フ
ランシスコは敵対する２つの勢力の間で平和をつ
くるために努力した、初めての仲介者であったか
らである。この聖人を模範としているフランシスコ
会は昔も今も、いつでも平和の仲介者となること
を目指しており、だから自分もフランシスコ会員と
して平和の仲介者となるべく働いていると。そして
平和の仲介者としての立場から、このプロジェクト
の重要性は、互いの苦しみとその原因に気付くこ
とであることを指摘した。

このプロジェクトを通して、子どもたちがともに
過ごす体験の中で、イスラエルとパレスチナが同じ
ような文化、同じ土地を共有し、自分たちが話す
アラビア語とヘブライ語がよく似ていることに気付
けたのだから、この若者たちが平和への一歩を進
んでくれると信じている、と語った。そして、この
子どもたちがわたしたちの未来であり、わたしたち
の力であり、この若者たちが未来を変えてくれる
と確信している、と期待を込めて述べた。最後に、
イスラエルとパレスチナの人々が本当の平和の中で
生きることができるよう、この仕事を仲介者として

ずっと続けていきたい、と決意を述べた。

第2部　〈平和への渇き〉

質疑応答をはさんで、鈴木信一神父司会のもと、
「語らいの夕べ」第 2 部として「平和への渇き」と
題する高校生による発表が行われた。この発表で
は、「このプロジェクトを通して学んだこと」につい
て、イスラエル、パレスチナ、日本の高校生たちが、
それぞれ２人ずつ答えた。

ナルディーヌ・ジルデ（パレスチナ）

今回のプロジェクトでは長い距離を旅してきた
が、物理的なことだけではなく、心の中が本当に
大きく変わった。それぞれ、住む場所や文化など
の背景は違っても、とてもシンプルなことを共有し
ている。将来がより良く平和であるようにという希
望である。国境や壁のない未来、兄弟姉妹として
共に平和の中で交わる未来がくるよう祈っている。

13 日間いろいろなこともあったが、ともに過ご
してより強い絆を築いてきた。どんなときにも、ど
んな違いがあっても相手を尊重し、ありのままを
受け入れるということを学べた。また、相手側の
痛みを知ることで、辛いのはわたしたちだけでは
ないことに気付き、1 つの角度から全体像を見よう
とするのではなく、いろいろな角度から物事を見
られるようになった。そして互いの間にゆるしが生
まれ、より良い未来をともに願い合うことができる
ようになった。

ガル・ローゼンブルート（イスラエル）

日本に来て初めてパレスチナ人と会い、紛争の
中でどのように暮らし、また、敵と思ってきた人々
の気持ちを知ることができた。日本に来るまでは
パレスチナ人に対して防衛的だったが、このプロ
ジェクトを通して友人になり、互いに話を聞きあい、



60

理解し合い、心が一つになった。日本に来てたく
さんのことを学んだが、一番重要なのは、たとえ
惨事があっても、互いゆるし合い、平和に向かっ
て歩み出すことである。また一人の人間として相手
を思いやり、受け入れるということがどういうこと
であるかを実体験することができたし、忍耐をもっ
て相手の言葉に耳を傾けるという体験もした。ま
た自由に感情を表現してもよいのだということも学
んだ。互いににっこり微笑みあえたことも大きな喜
びだった。

竹山 修平（日本）

那須高原では、表面的には話すことができても、
すぐに国ごとに固まっていた。議論も、卓球のよう
に反論に次ぐ反論で占められていた。長崎では、
原爆犠牲者慰霊祈念式典参列や原爆資料館見学
などで、日本の体験した痛みをきっかけとして、
自分の経験した苦しみ・痛みを互いに言い合った
り聴き合ったりする機会があり、徐々に相手のこ
とを聴く姿勢、相手に自分から分かりやすく話す
姿勢が見えてきた。東京では、最初の、相手を認
めないという状態からは大きく変わり、互いに受
け止め合っているように感じた。この 14 日間を通
して相手の言うことを聴き、相手の痛みを感じる
ことで、これからは平和を目指すための1 つのチー
ムとして、平和のための仲介者として歩み続けて
いきたいと思った。

ノアム・シャニ（イスラエル）

イスラエルでも平和プログラムに参加し、皆が
平和を求めているのは分かっていたが、どうした
ら平和を達成できるのかは分からなかった。この
プロジェクトを通して、パレスチナの人たちも平和
を求めていることが分かったし、ディスカッション
の中で喧嘩もたくさんしたが、みんなが似たよう
なことを考えていると分かり、それを結びつけて
橋を架けられるようになってきた。このプロジェク
トでは、話し合いの仕方も学んだ。互いの言い分

に耳を傾け合うこと、人が話しているとき割り込ま
ないこと、立ち止まって考えるということである。
またゆるしがどういう意味を持つのかについても、
自分たちの歴史を通して、また日本の歴史を通し
て学ぶことができた。日本という素晴らしい国を
離れるのは寂しいが、しかし、帰れるのも嬉しい。
イスラエル、パレスチナでは争いが未だに続いて
おり、考え方を変えなければならない人がまだた
くさんいるからである。

レナート・バンダック（パレスチナ）

このプロジェクトを通して新しい友情を育み、責
任感も身につけることができた。情報を分析する
仕方も学んだ。他の人のものの見方や意見を理解
するだけではなくて、理解するために何が必要か
を分析する方法も学べた。このプロジェクトを通し
て、合理的で冷静なやり方で問題を解決する方法
を学べた。このプログラムでは、いつでも自由に
自分の言いたいことを言っていいと感じることがで
きたので、自分の感情を自由に表現することがで
き、嬉しく感じた。故郷では経験したことがまっ
たくなく、日本で初めて味わった感情があったが、
わたしはそれを「自由」だと認識した。

川原 史織（日本）

このプロジェクトに参加するまでイスラエル・パ
レスチナ問題には興味がなかった。8 月1日に出
会い、旅の途中でイスラエルの女子高生と話をし
ている時、話の途中で兵役の話になった。わたし
は自分の身近な人が兵役に就くという話を聞いた
ことがなかったので驚き、環境の違いを感じた。
那須高原では政治的な話題のディスカッションも
あり、ついていくことが困難な時もあった。長崎
では、イスラエル・パレスチナの人が原爆のことを
真剣に学ぶ姿を見て、1 つの出来事を 2 つの側面
から見ることの重要性を学び、被爆国日本という
視点だけでなく、加害国としての立場も考えること
の重要性に気付いた。東京では、ディスカッショ
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ンの中で、未来に向けて何ができるかという観点
で話をしたので、みんながまとまり、良い雰囲気
だった。ディスカッションの中では、積極的に自分の
意見を述べることの重要性を感じるとともに、他
の人の意見を聴くことの重要性も学んだ。これから
も、多くの人に平和を発信していきたいと思った。

6名の高校生によって自らの想いが語られた後、
質疑応答をはさんで、今回のプロジェクトに参加
した高校生、大学生リーダー全員が署名をした「平
和宣言」が、3 カ国から代表者各 1 名の高校生た
ちによって、高らかに読み上げられた。

その後、平和への思いを込めて、ヘブライ語、
アラビア語、日本語の歌詞で、同一の「平和の歌」
を繰り返し斉唱した。なお、日本語の歌詞は、「わ

たしたちの上に、みんなの上に、平和よ、来てく
ださい」である。この間、会場に 3 カ国の高校生
によって希望のともし火としてろうそくが配られ、
平和への思いを互いに持つことの大切さが呼びか
けられた。

最後に、全員でアッシジの聖フランシスコの「平
和の祈り」の歌を歌い、「語らいの夕べ」は終了
した。

　　　　　　　担当　鈴木 信一　岩田 可愛
　　　　　　　　　　石黒 朝香　横山 雄一
　　　　　　　文責　濱田 壮久

「語らいの夕べ」記録全文をご希望の方は、
NPO法人 聖地のこどもを支える会まで
お問い合わせください。

質問に答えるユーセフ（長崎・ウェルシティにて）
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メディアへの資料送付
報道用資料の内容

１. 報道関係の皆様へ（井上弘子委員長）
２　.「平和をつくる子ども交流プロジェクト」主旨書
３. 井上弘子実行委員長兼事務局長のプロフィール
４. イブラヒム・ファルタス神父のプロフィール
５. 来日予定の子どもたちと日本の参加高校生た
　 ちの資料
６. ８月の日程表

資料の発送先

東京地区13社
（新聞社５社　テレビ局・放送局６社　通信社２社）
長崎県周辺10社
（新聞社４社　テレビ局・放送局４社　通信社２社）
宇都宮市周辺12社
（新聞社６社　テレビ局・放送局４社　通信社２社）
カトリック新聞社、キリスト新聞社、
「家庭の友」編集部、「カトリック生活」編集部、
「あけぼの」編集部

メディアの反応
カトリック３誌のご協力

前回同様、「家庭の友」「カトリック生活」「あ
けぼの」の各編集部は最も早くご協力くださり、
2007 年 1 月 22 日に井上実行委員長と 3 誌合同の
打合せ会をした。そして３誌とも４月号に表紙４か
記事の1 ページを割き、カラーでプロジェクトの紹
介をしてくださった。

新聞報道（105ページ参照）

5 月 23 日：朝日新聞夕刊（西部本社：約 40 行）
　前回と同じ川村剛志記者がプロジェクトについ
てお問い合わせくださり、今回も丁寧な紹介記事
を掲載してくださった。「事後報道」ではなく、郵
便振替番号まで入れた支援要請の「予告報道」
である意義は大きかった。

8月4日：毎日新聞朝刊
（栃木県版：約60行・写真付き）イスラエル・パ
レスチナ・日本の若者たちの那須高原での交流
の様子を報じてくれた。

8月7日：長崎新聞朝刊
（長崎近郊版：約60行・カラー写真付き）前日の
長崎市長表敬訪問の模様が掲載された。

8月26日：カトリック新聞
（約110行・カラー写真付き・第１面）

9月8日：キリスト新聞（約100行・写真付き）
上記2紙とも8月13日東京での「語らいの夕べ」
を含む活動について詳しく報道してくれた。

7 広報活動とメディア関連
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「家庭の友」の大特集
〈理解されることよりも理解することを〉
（109 ページ参照）

編集長山内堅治神父が全行程を同行取材してく
ださり、16 ページにわたる生き生きとした記事を
多数の写真とともに掲載してくださった。当プロ
ジェクトの貴重な記録にもなったことを感謝する。

総括

今回メディア40 社ヘアプローチしたものの、前
回のような大きな扱いにはならなかった。前回の
2005 年は広島・長崎の被爆 60 年目に当たったこ
とや、日本のメディア報道を見る限り、現在は紛
争が沈静化しつつあるかのように、一般には映る
ことなどが原因と思われる。しかし掲載紙誌は多
くなかったとはいえ、内容は前回より濃いものだっ
たと思う。今後広報にはさらなる知恵、人手、時
間が何より必要であると痛感した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当　大屋 菁示

「家庭の友」2007 年 10 月号



64

　支援金
　参加費（収入、高校生）
　イベント費（収入、チャリティーコンサート等）
　カリタスジャパン
　国際交流基金
　日本万国博覧会記念機構

科　目 摘　　　　　要 金　　　　額
  支援金等

 助成金

合　計

7,203,502
544,000
1,504,800
2,440,000
1,000,000
500,000

9,252,302

3,940,000
13,192,302

収入の部

　テルアビブ～成田(１５名）
　成田（日本人高校生・スタッフ　7/31前泊）
　那須高原
　長崎(ホームステイ含む）
　東京
　計
　航空券（東京～長崎往復）
　バス（那須、首都圏、長崎/小型トラック含む）
　計
　その他交通費、飲食費、諸雑費

　「語らいの夕べ」　(長崎）
　3月28日～31日、JICA東京
　2/26～3/6(4名)、7/9～18(1名) ｲｽﾗｴﾙ行
　
　パンフレット（製作・発送）
　報告書(製作・発送）
　その他
　交通費
　通信費
　会議費
　その他
　チャリティーコンサート等　2件

科　目 摘　　　　　要 金　　　　額
渡航費
 宿泊費

 国内移動費

 その他滞在費
 滞在費計
 会場費

 事前準備費
 現地準備費
 保険料
 広報費

 事務運営費

 イベント費
 雑費

 交流研修準備金
合計

2,201,612
131,607
876,000
1,177,710
412,492
2,597,809
1,529,720
357,800
1,887,520
897,362
5,382,691
215,214
224,180
1,335,361
169,360
759,446
740,000
181,141
547,720
154,026
111,724
257,087
408,133
227,695
276,912

2,201,612

5,382,691
215,214
224,180
1,335,361
169,360

1,680,587

1,070,557
408,133
227,695
276,912

13,192,302

支出の部

収支決算　総収入合計－総支出合計＝0

（単位　円）

（単位　円）

担当　小西 羊一

8 収支決算

プロジェクト会計報告（2006年10月〜2007年11月）



9 プロジェクトに参加した喜び――参加者の声

参加高校生

川原 史織
日本　長崎市在住

わたしはこのプロジェクトに参加して心から良
かったと思います。

7月 31日に東京に行く飛行機の中で、メンバー、
リーダー、スタッフの方々に会えるのは、とても嬉
しかったのですが、イスラエル・パレスチナの高
校生と英語で話せるのか、ディスカッションについ
ていけるのかが心配で心配でたまりませんでした。
那須高原に向かうバスの中では思ったよりも彼ら
と話すことができました。もちろんわたしの英語力
に問題はありましたが、嫌な顔一つせずに会話の
途中に何度も分かりやすく言い直してくれました。
１日目よりも 2 日目が、2 日目よりも 3 日目が…とい
うようにだんだん多くの高校生と話せるようになっ
ていきました。また、那須高原では日本人のメンバー
とも事前研修以来たくさん話すことができ、より
仲良くなれたと思います。ウェルカムパーティーや

「マ・メゾン光星」で日本人メンバー・リーダーと
歌ったことは、わたしにとって本当に忘れられない
思い出となりました。長崎ではホームスティやホテ
ルの部屋割りのおかげで彼らとますます仲良くな
れて良かったと思います。また、ディスカッション
では自分自身に対する新たな気付きや自分がすべ
きことが分かるというようなことが多 あ々りました。
特に原爆のことを身近に感じていなかったという

発見にはわたし自身がとても
驚きました。でもこれからの
課題がはっきりして良かった
と思います。東京ではフリー
タイムが多かったので彼らと
いろいろな話をしました。こ
れは全日程を通して感じてい
たのですが、ディスカッショ
ンではなくただ普通に話しているときも環境の違
いや考えの違いに驚くことも多くありました。イス
ラエルで花火をしたら警察がすぐにやって来るとい
うことや、兵役に喜んで行くということを聞いたと
きにはかなりのショックを受けました。わたしには
相手が言っていることが理解できないと思うこと
が何度もあり苦しい時もありました。それでも相
手の話を聞いて自分の意見を言うということの繰り
返しで、互いが分かり合えるという喜びも経験しま
した。

わたしはこのプロジェクトに参加して大きく3 つ
のことを学びました。まず１つ目に、言葉が通じ
なくても友だちになれるということ。互いに一生懸
命英語を聞いたり、また何度も言い直したりしま
した。互いの母国語で話すときよりきっと 2 倍も
3 倍も時間がかかったと思いますが、それでもわ
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たしは彼らと本当に良い友だちになることができま
した。２つ目に、自分の意見があるときには積極
的に発言するということ。ディスカッションでは英
語が共通語なのでわたしは結構かまえてしまい、
自分の意見があっても英語の心配をして発言しな
かったことが多くありました。しかし途中からこれ
ではずっとディスカッションについていけないと思
い、英語が分からない時はスタッフの方々に助け
ていただいたり、また身振り手振りのジェスチャー
でなんとかみんなに伝えることに少しずつ挑戦す
ることができました。3 つ目に改めて相手の意見
を聞くこと、そして相手サイドからみることの大切
さを認識しました。ディスカッションで互いの国の
話になった時に言い合いのようになることが多く、
それを見ているわたしはなんで相手の意見をもっ
とよく聞いたり、相手の立場を考えないのか？とい
う疑問が何度も浮かびました。しかし自分の生活

を考えてみると、兄弟や友だちと喧嘩した時には
わたしも全然それができていませんでした。「平和
をつくるのはまず身近なところから」と考えている
わたしにとって、自分もできていなかったというこ
とに驚き、そしてわたし自身の課題がはっきりして
良かったと思いました。

旅の終わりに多くのスタッフの方々から「これか
らが、ここからがスタートだよ」と言われました。
プロジェクトが終わった今から、わたしはわたしに
できることをし続けていきます。まずは学校の文
化祭でのプロジェクトの報告がその第一歩になる
と思います。そういう身近なところから、自分自身
で平和をつくるように頑張ります。このような貴重
なプロジェクトに参加できて本当に良かったです。
スタッフ、リーダー、メンバー、そしてこのプロジェ
クトに関わったすべての皆様に本当に感謝します。
ありがとうございました。

竹山 修平
日本　広島市在住

このプロジェクトの２週間
というのは、本当にあっとい
う間でしたが、僕がこれまで
過ごしてきた時間の中で最も
充実した２週間であったと、
今改めて感じています。

成田空港で出会い、２週
間をともに過ごしたイスラエ

ル・パレスチナの高校生は、やはり僕らと同じよう
に普通の高校生です。今回初めて、命の危険と常
に隣り合わせに生活する人と接することになりまし
た。実際に会って話をするまで、もう少し大人で、
落ち着いていて、固い高校生たちを想像していた
ので、会って気が楽になったのを覚えています。

でもだからこそ、そんな彼らがディスカッションの
中で語る普段の生活の苦労、障害、自分の家族
の辛い歴史が、ショックでした。聞いていて、テ
レビや新聞で見るよりもずっと辛く感じました。日
本に住んでいたのでは絶対に起こりえないことをイ
スラエル・パレスチナの高校生は日常的に体験し
ています。あまりにその背景にあるものが違うので、
理解しにくい問題も多 あ々り、その点についてはか
なり苦労しました。

また、食事や移動の時など普通に接している両
国の高校生が、時に激しい言い合いになったり、
僕と個人的に話してみるとやはり相手の国の高校
生は好きになれないというようなことを言っていま
した。その両国の高校生の間にある溝は、初めか
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なり深いものがありました。ただ、それでもイスラ
エル人とパレスチナ人が直接顔を合わせて話すこ
と自体が大きな一歩なんだということを強く感じも
しました。というのは、プロジェクトが進み、とも
に生活する中で、互いの言っていることをまずは聞
くという姿勢が目に見えて表れてきたからです。自
分の痛みをさらけだし、相手の痛みを聞くことで、
自分の主張ばかりしていた段階を乗り越え、本当
の友人となることができた、そう感じました。

日本で、特に長崎で、原爆のことを日本側の視
点から見たということも本当の友人となれた要因の
ひとつだったのだと思います。彼らは、自分の国
の学校では、単に原爆が広島と長崎に投下された
という事実しか教えられていないそうです。今回
長崎に行き、資料館を見学したことで、ある事柄
を違う切り口で見ることを知ったと思います。そし
て語り部の方のお話を聞いたことで、まさに原爆
の被害者がどうやって加害者であるアメリカという
存在を受け入れたのかを知ることができたのでは
ないでしょうか。僕は広島で育って、平和教育とい
うものをずっと受けてきましたが、彼らと一緒に今
回初めて長崎を訪れ、原爆について改めて考える
ことができて、僕自身にとっても今の日本の平和
を見つめなおすことになりました。横山先輩が被
爆 3 世であるがゆえの苦しみを語ってくださったこ
とも、自分の周りにいる被爆 3 世である友人にそ
んな苦しみがあるとは考えたこともなかったので、
大きなショックを受けました。

僕がこのプロジェクトを通して得たもの、それは、
「『平和』って何だろう？」ということを真剣に自分
自身に問う機会を得られたことです。はっきり言っ
て、イスラエル・パレスチナの紛争は、普段の僕
たちの生活には関係ありません。しかし、どうす
ればその２国の問題を解決していけるのかを考え
ることは、「平和」を考えることにつながります。
そして「平和」を考えるという行為は、「平和」を
忘れつつある今の日本人に一番必要なことであり、
それがこのプロジェクトに日本人が参加する意義

の一つだったのではないでしょうか。まだ「平和」
が何であるのか、その答えは分かりません。けれ
ど、実際に会い、対話することが、平和に向けて
の第一歩であることを頭ではなく心で感じることが
できました。

友人もたくさん得ることができました。あまり社
交的でない僕にもみんなが積極的に声をかけてく
れて、緊張がほぐれました。特にペレグとはいつ
の間にか仲良くなって、気がついたらこのプロジェ
クトで一番の親友になっていました。最後のディス
カッションの際に僕に感謝の言葉を伝えてくれまし
たが、その後会ったときに「さっきの感謝は心か
らの言葉だから」と言ってくれて、2 人で抱き合っ
たのが一番の思い出です。このプロジェクトででき
た絆は、メールでやり取りしたりすることで、とに
かく切らさないように、将来的には事前研修で描
いた虹のようになれたら、と考えています。

最後になりましたが、このプロジェクトに関わっ
たスタッフの方全員に感謝したいと思います。日本
人高校生４人の中で、一番準備不足であったのは
間違いなく僕です。事前研修では寝るし、課題も
提出しないし、事前研修からプロジェクト本番ま
での間の勉強も本を１冊読む程度で、この素晴ら
しいプロジェクトに対して失礼なぐらい怠けていま
した。ほんとうに申し訳ありませんでした。そして
プロジェクト本番、そんな僕を温かく迎え入れてく
ださってありがとうございました。おかげさまで、
本当に素晴らしい２週間を過ごすことができまし
た。このプロジェクトで得たものをいつも心に留め
てこれから進んでいきます。
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中村 茉梨菜
日本　長崎市在住

イスラエル・パレスチナの
高校生と過ごす２週間は、驚
き、発見、戸惑い、喜び、
感動が詰まった、わたしにとっ
て激動の、そして忘れられな
い夏になりました。  　　　
　　　　　　　

彼らの姿から得た、わたし
にとって最大の学び、それは、彼らの平和を願い
求めるその心の深さ、純粋さにありました。今で
も忘れられない場面があります。東京でディズニー
ランドに向かうバスの中で、ヤクーブ、ユーセフ、
わたしの３人は一緒に会話を楽しんでいました。
どんな経緯で、わたしが彼らにそう尋ねたかは確
かではありませんが、ともかく、わたしは彼らに「日
本を好き？」と聞きました。彼らが「もちろん！」
と言うので、わたしは何のためらいもなく「なぜ？」
と尋ねたのです。「だって平和じゃないか」……予
想外の答えに、わたしはどう反応して良いのか分
からず、「そうだね」と言うことしかできませんでし
た。それまで、ふざけて冗談を言い合っていた彼
らは、笑顔こそ崩しませんでしたが、彼らが一瞬
見せた、遠くを見つめるような、少し悲しそうな目

をわたしは忘れません。何気ない会話の中にも彼
らの苦しみがかいま見えました。わたしはこの時、
自分に対して悔しい気持ちになりました。今、目
の前でこんなに苦しんでいる人がいるのに、自分
はどうすることもできなかったからです。しかしこ
こでわたしは、「わたしたちの手で平和をつくろう」
などという励ましの言葉をかけるつもりもありませ
んでした。それは、現に苦しんでいる彼らの痛み
を半分も理解できていないわたしが、彼らに励ま
しの言葉をかけるのは無責任で、彼らに失礼では
ないかと思ったからです。また、それまでもプロジェ
クトの中で、口で言うのはたやすく行動に移すの
はどれほど困難なものであるか、痛感したからで
す。改めて、日本にいるわたしと彼らの状況の違
いを再認識しました。彼らは簡潔にわたしの質問
に答えてくれましたが、その短い言葉の中にどれ
ほどたくさんの思いを抱いていたのだろう…そう感
じました。

このプロジェクトの参加者はみんな、純粋に、
そして深く平和を求めていました。それは、ディス
カッションでの彼らの真剣な態度に表れていまし
た。口で、目で、体全体で、平和を語る彼らの姿
はわたしの目に焼き付いて離れません。その平和

食事の前には「いただきます」を――　　那須初日・食堂にて。
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への純粋な気持ちこそが、彼らを固い絆で結びつ
けたのだと思います。

わたしは、信じています。わたしたちのこの小さ
な友情の輪が広がり、大きくなって、２カ国を平
和へと導くことを。彼らの純粋な気持ちは人々の
心を動かすことができます。わたしも、もはや無
関心ではいられません。彼らと出会い、友人同士
になった今、彼らが抱えている問題に一緒に取り
組んでいきたいと思います。しかしわたしには、
プロジェクトの中での自分自身について、大きな反
省点があります。２週間の中で、何度も消極的に
なり、飛び込んでいけなかったことがありました。
それは、ディスカッションの中、食事中、共同作
業で顕著に表れていたと思います。そのため、自
分の力を100％使い果たせたという実感がありま
せん。彼らから得たのは抱えきれないほど大きな
ものであったのに、自分は彼らに何を与えること

ができたのだろうか……。スタッフの方々やリー
ダーの先輩たちの足手まといになっただけなので
は……。そう思うと、悔やんでも悔やみきれません。
ですからわたしはその分まで、これからの生活で
頑張らなければならないと感じています。これか
ら、学校、またそれ以外で、自分の体験した素晴
らしい出会いの体験を、一人でも多くの人に伝えて
いきます。プロジェクトで学んだすべてのことを無
駄にしないよう、彼らとの出会いから得た自分なり
の平和のメッセージを、この長崎から発信してい
きます。そして、平和の若木として成長し続けてい
きたいです。　                  

最後に、スタッフの方々やリーダーの先輩たちを
はじめ、善意あるすべて人の支えに感謝します。
本当にたくさんの人に支えられて過ごした、かけが
えのない時間をわたしは忘れません。本当にあり
がとうございました。

安井 一馬
日本　横浜市在住

わたしはこのプロジェクトに参加するまで、平和
運動どころかパレスチナ問題に関心を持つことさ
えありませんでした。わたしはパレスチナ問題へ
の単なる興味から参加しようと思いました。そして、
この14日間を通じて、わたしはその決意が正しかっ
たということを確信できました。

３月の事前研修と本番までの準備を通してイス
ラエル・パレスチナについて学習してきましたが、
成田空港で彼らを迎えるときのわたしはなんとなく
不安でした。理由の一つは、わたしが事前学習で
焦点を当てていたのがこれから出会うイスラエル・
パレスチナの高校生ではなく、イスラエル・パレス
チナの歴史や現状に過ぎなかったからかもしれま
せん。わたしのしていたことは遠くからイスラエル・
パレスチナを眺めていただけで、そこに暮らす高

校生のことを知ることではな
かったのです。しかし、わた
しだけでなくイスラエル・パ
レスチナの高校生の間でもそ
こに暮らす人を知らないとい
う点では同じことだったと思
います。互いの先入観は、
個人的体験による直接的な
ものと、マスメディアや身近な人の考えによる間接
的なものがあったようです。那須高原の滞在では
３カ国によるプレゼンテーションや一対一の個人
的な対話によって、その先入観を脱ぎさって互い
の考え方を聞くことができました。わたしが直接
話したり一緒に笑ったりして彼らと知り合ったよう
に、彼らも間接的な情報からではなく、ただ直接
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の対話から互いを知り合うことができるのだと思
いました。

しかし、互いの見解を聞き合うというのは相互
理解への通過点に過ぎません。互いの見解に関す
る議論の応酬を今でも鮮明に覚えています。誰か
が体験や事件、またそれに関する意見、悲しみや
怒りといった感情を話すとします。すると、すかさ
ず反論が出て、またそれにも反論がなされるといっ
た状況でした。つまり、いかに相手の間違いを分
からせて、いかに自分の正しさを分からせようかと
いう議論になっていたように感じました。そのよう
な議論が続いていたときはもどかしい思いでした。
そこで、日本人という第三者としてわたしが感じた
ことを伝えられたのは、わずかながらこのプロジェ
クトへの貢献となったかと思います。相手に変わる
ことを求めるのではなく自分から変わっていくべき
なのではないかと感じました。つまり、相手に意
見を変えることを求める姿勢を止めて、相手の意
見を冷静に受け止め理解しようとする姿勢をもつ
べきだと思ったのです。

相手の話を受け止めようとする姿勢、すなわち
聞く姿勢は「痛みを聞く」ということを通じて高校
生の間に浸透しました。それは主に長崎での出来
事で、わたしたちがあえて長崎に行った意味が実
感できました。わたしたちは原爆資料館で過去の
長崎の痛みを聞きました。語り部の方からは被爆
者の痛みを聞きました。また、過去を振り返って、
平和を追い求め続けることを誓う、８月９日の長崎
原爆犠牲者慰霊平和式典でも感じるものがありま
した。これらの、ただ「痛みを聞く」という経験
はわたしたちを大きく変えました。この聞く姿勢は
互いの理解へとつながりました。もちろんいくら相
手を聞いても完全な理解というのは不可能で、当
事者にしか分からないことは山ほどあるでしょう。
しかし、同じ時間を共有してきた身近な人の話と
なると、その理解はより深いものになるはずです。
こうしてわたしたちは次の一歩を踏み出す準備が
できました。

今やわたしたちは互いを理解しあえるチームと
なったのです。しかし、このままでは小さなグルー
プの小さな理解に過ぎません。わたしたちは何が
できるのでしょうか。数々のディスカッションの中
でも、東京での数回のものがわたしにとって一番
楽しいものでした。過去に縛られることなく未来
を見据えながらイスラエル・パレスチナの理想の関
係を考えるというプログラムです。出会ったときは
相手の見方を聞くことすらできなかったわたしたち
が、2 週間でイスラエル人とパレスチナ人にとって
の妥協案を見いだしたのです。しかし、プロジェク
トはここで終わりではありません。この小さな協調
の和を広げられるのは、わたしたちだけなのです。

最後に、このプロジェクト全体を通して最も強く
感じた「平和の大切さ」について書きたいと思い
ます。もちろん平和は大切ですが、今までのわた
しは平生から平和の大切さを感じるということは
ありませんでした。わたしは原爆犠牲者慰霊平和
式典の中継を意識して見たことすらありませんでし
た。今回参加した日本人高校生の中でも、自分の
平和に対する意識の薄さを感じるばかりでした。
たとえば新聞でイスラエル・パレスチナ間に自爆攻
撃があったと知っても、以前のわたしにとってそれ
は遠くの世界のことに過ぎず、それが「平和の大
切さ」に結びつきませんでした。しかし今ではイス
ラエル・パレスチナ問題は、２週間を一緒に過ご
した友人が正に直面している問題なのです。社会
情勢に目を向けて社会の変化を身近に感じとって、
常に平和を求め続けることがいかに重要であるか
分かりました。

わたしはこのプロジェクトを通して大きく変わる
ことができました。これからのわたしの人生には
常に「平和」というキーワードがついて回ることで
しょう。このプロジェクトを支えてくださったすべ
ての方に心から御礼申し上げます。
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アヴィシャグ・ヨセフィアン Avishag Yosephyan

イスラエル　テルアビブ在住

日本で過ごした２週
間、イスラエル人、パ
レスチナ人、もちろん日
本人も一緒にいて、い
ろいろ興味つきない体
験をしました。たくさん
学び、知識も増え、違

う文化をもつ若者や大人とも友人になりました。ま
た他の人たちの思いに耳を傾け、わたし自身につ
いても聞いてもらって、自分の意見もはっきりして
きました。

交流の旅の前、つまりこのプロジェクトに入る前
に､ パレスチナ関連の、イスラエルでのとても難し
い状況に気づいてはいました。いろいろ話は聞い
ていましたが、わたしの理解できる範囲はとても
限られていました。実際のところ、今考えれば、
現実の問題への関心や状況把握が不十分だった
と思っています。

日本での２週間で、お喋りや話し合いを通して、
もっと問題への理解、知識を深めていきました。
２つの民族の歴史、その関係、現状についてさら
に知ることができました。パレスチナ人一人ひとり
の話を聞いて、わたしたちの共通のテーマについ
ての考え方、未来への希望、将来のわたし自身の
あり方を築くための見通しをもちました。

一緒にいて、言い合いになったり、意見のくい
違いがあって、討論が緊張したり感情が高ぶった
りすることもありました。しかし互いに尊敬し合う
心があったので、気持ち良く素直に話せました。
みんなが心からわたしの話を聞き、わたしの感じ
方、考え方を受け止めてくれたからです。

一番大事なことは、わたし自身の関心が深まり、
もっと知りたくなったことです。紛争への見方が変
わったと感じています。いっそう理解を深めたいと望

んでいます。両親や周りの人たちにもいろいろ聞いて、
この問題への関心がいっそう強まりました。もう、
遠くから眺めたり考えたりすることではなく、わたし
の中のより深いところにある問題となりました。

イスラエル・パレスチナの紛争に加え、日本に
ついても——第２次世界大戦中の広島 ･ 長崎の原
爆についても学びました。何度か、このことで話
し合い、原爆３世の２人の若者と考えや感じてい
ることを分かち合いました。歴史上の事実やその
展開だけでなく、個人レベルでの見方に触れるこ
とができて幸いでした。これら新しい友人の話に
はとても心を動かされました。

平和交流の旅では、多くのことを学びましたが、
“学ぶ体験”だけでなく、新しい友だちをつくるこ
ともできました。驚いたことに、わたしたちは、も
う何カ月も何年も一緒にいたかのように、すぐに親
しくなり、打ち解けることができました。会ってま
だ数日しかたっていなかったのに！　自由時間に
は、セッションの話し合いがまだ心に残っていてそ
の続きを話すこともありましたが、普通のティーン
同士のお喋りをしたり、楽しみ遠足や日本の高校
生たちと街を歩いたりしました。わくわくしてとて
も楽しかったです。

結論として、これはわたしにとって本当に意義
深い体験でした。きっといつまでもわたしの人生
に影響し続けることでしょう。

旅の仲間の一人ひとりを心に深くとどめ、懐かし
く思っています。みんな、素晴らしい人たちです。
残された仕事はただ一つ、プロジェクトをここで、
わたしの今いる所で続けること。互いに連絡をと
りあっている限りそれは可能です。もうそうしてい
ますし、間違いなく互いの交流は続くことでしょう。

それでは、心からお礼を申し上げます。
いただいた尊い機会に感謝しています。
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アレクサンドラ・ボスコヴィッチ Alexandra Boskovich

イスラエル　テルアビブ在住

日本への旅は“平和交流使
節”を超えるものでした。本
当に、わたしと異なる政治的
立場をもつ友人を得ました。
だからといって、わたしの考
え方が変えられたわけではな
いし、違いがあることで友好

関係が妨げられることもなかったのです。
生き方、服装、言葉は違っていても、わたした

ちの心臓は同じように鼓動しています。
旅の一員として選ばれ､ 日本のような素晴らしい

国に行くチャンスを得、最高の人生経験をいただ
いたことを名誉に思っています。

このプロジェクトのためにわたしたちが日本に
行ったことには主な理由が２つあります。

１．紛争について話し合い、相手方の意見を受
け止めてみること。

２．どのようにゆるし、それを進めていくか、
日本に学ぶこと。

歴史の本でよく知られているように、日本は第２
次世界大戦で米国と激しく争いました。米軍は広
島・長崎の２都市に原爆を落とし、何千人もの罪
なき人々が殺され、続く62 年間、もっと多くの人々
が放射能のために亡くなりました。終わりのない
悲劇です。

けれども、素晴らしい仕方で、日本は米国をゆ
るすことができ、命の道へと進みました。そこを
学びに行ったのです…どうやってゆるすか。

日本の人たちは示してくれました。他方の意見
に耳を傾けること。たとえ、自分たちとは異なる
見方であっても、それを尊重すること。心の中で
何を感じているかをもっと良く理解するために、わ
たしたちは相手方の立場に立とうと努めました。

セッションの多くは難しく、テーマについて話す

のも厳しいことでした。個人的な話を分かち合い、
心を開いて本音を出すことを恐れないようにしまし
た。何でも発言できるよい機会でしたから。聞く
のは辛く傷つくことでもあったのですが。

わたしたちの間に結ばれた絆はとても強くなりま
した。単なるグループから友だち同士へ、友だち
から目標をもつチームへと成長しました。

互いに信じあい、尊重し、大切にしあうチーム
です。

互いを考えあう上で政治問題は妨げになりませ
んでした。話し合いが済めば、いつもわたしたち
は一緒に外へ出、続きを話し、微笑み合い、笑
い合いました。創りあげられた温かいつながりに、
現実の問題が水をさすことはありません。

わたしにとって、帰路は辛いものでした。ベン
グリオン空港に着いて、初めて「ああ、もう終わっ
たのだ」と実感しました。旅は終わった。泣けて
きました。

わたしは忘れてしまうことを恐れていました。こ
の信じがたい旅。わたしの人生観を全く変えてし
まった旅を。

わたしたちイスラエルグループは、エルサレムの
パレスチナ人を訪ねました。とても楽しかったです。

旅の一人ひとりすべての仲間を大切に思ってい
ます。わたしの心の宝物です。いつまでもともに
います。

この、平和と友情の素晴らしい旅を決して忘れ
ません。
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ガル・ローゼンブルート Gal Rosenbluth

イスラエル　テルアビブ在住

わたしたちが日本から帰って来た時、日本への
旅が終わってしまう、このプロジェクトが終わって
しまうと思い、とても悲しくなりました。しかしそ
の後、エルサレムとテルアビブで何度か他のイス
ラエル人・パレスチナ人の参加者たちと会うことが
でき、このプロジェクトはたった今始まったばかり
なのだと分かりました。このことが分かった時、
わたしはとても嬉しくなって、ここにみんなが一緒
にいるということを誇りに思いました。

プロジェクトの中で何が一番良かったのか、簡
単に選ぶことはできません。すべてがそれぞれの
意味で特別だったからです。しかし一つ言えるこ
とは、もしこれが日本という平和な国ではなかっ
たら、わたしたちを温かく迎え入れてくれた皆さん
がいなかったら、わたしたちが経験したような旅
にはならなかったでしょう。

わたしの中でたくさんの変化がありました。イス
ラエルにおける紛争の見方が少し変わり、今はわ

たし自身が紛争を解決する
真の方法を探しているように
思います。日本について、彼ら
の原爆の経験や文化につい
てもたくさん学びました。こ
の旅はわたしをさまざまな点
で力強く動かしてくれました。
そのお陰で今、日本語の勉強を始めています。近
いうちにアラビア語も始めたいと思っています。

わたしはパレスチナ人についてたくさんのことを
学びましたが、正直に言えば、同時に自分自身に
ついてもまた多くを学びました。今まで知らなかっ
た自分を発見しましたし、人は時に妥協する必要
があり、同時に相手をゆるす力も持っているとい
うことが明白だと知りました。

今後もこのプロジェクトのメンバーとして参加し、
プロジェクトが終わってからも会ったように、新し
くできた友だちと会い続けていきたいと思います。

ノアム・シャニ Noam Shani

イスラエル　テルアビブ在住

パレスチナと日本の友だちのことを、わたしはど
んなに懐かしく思っているか、まず言いたいです。
日本で 3 者の出会いが始まった時、何か特別なこ
とが生まれ出るに違いないと直感しました。

話し合ううちに、いろいろな仕方で手を伸べ合
い、それぞれの生き方に触れて、はっきりと様子
がつかめるようになるにつれて、互いに認め合える
ようになりました。この体験を忘れぬよう、良き実
りとなるよう、個 人々がいかに努力しているかが伝

わってきます。
プロジェクトを創った人た

ちが掲げた夢を、受け継ぐこ
とがわたしたちの責任です。
きっと何らかの方法でお返し
できると信じています。



74

ペレグ バル・オン Peleg Bar-On

イスラエル　テルアビブ在住

僕は、このプロジェクトに
参加できて本当によかったと
思っています。何か素晴らし
いことをやった時にだけ得ら
れる達成感があります。

イスラエル人とパレスチナ人
は敵同士だと言われがちです
が、この日本で、また日本の

友だちのお陰で、確かに僕たちはみんな一緒に生
活し、食べ、学びあい、互いに話し合いました。

この経験で、パレスチナの友だちに対してもっ
と寛容になること、もっと理解すること、そして受
け入れることを僕は学びました。人の発言をもっ
と熱心に注意して聴くことを学びました。また日本
とパレスチナ双方の文化に感銘を受けました。

僕は、このプロジェクトを自分だけのものとせず
僕たちの社会（共同体）のものとするために、活動
を続け、次の世代へつなげてゆきたいと思ってい
ます。

ジハド・ファラージュ Jehad Farraj

パレスチナ　ベツレヘム在住

１．何を学んだか？
たくさん学びました。言葉、時間厳守、協力、新しい友人をつくること。

２．特別な体験は？
マ・メゾン光星へ行ったこと。ハンディをもつ人たちと一緒に踊ったこと。踊りは
素敵でした。この人たちと交流できたこと。

３．これからどのように続けたいか？
僕たちは“パレスチナ人とイスラエル人”で、力をあわせて平和を探求できます。

全体ミーティング「私の家族の痛み・苦しみ」（長崎・ウェルシティにて）
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ナディーヌ・ハンダル Nadine Handal

パレスチナ　ベイトハニナ在住

プロジェクトに参加してから、わたしは何かから
解放されたような気持ちになり、自信を持ったよう
に感じています。今は、友だちをはじめとするわ
たしの周りの人々に、メッセージを伝えることがで
きます。また自身を誇りにも思っています。なぜな
ら、このプロジェクトを通して達成感を味わってい
るからです。わたしたちがみな友だちになれたこと
も嬉しく思います。

日本の人々がみなイスラエル・パレスチナ間の紛
争を知っているわけではないにも関わらず、皆さ
んの前で「語らいの夕べ」を開けたのは、わたし
にとって素晴らしいことでした。

わたしは分別をもって話し、また考える方法を
学びました。ものごとをより深く見つめるようにな

り、以前より自信も持てるよ
うになりました。さらに、自
分とは違う意見をどのように
聞くかということも学びまし
た。そして、宗教や国籍の
違いがあっても、ともに活動
し、より良い将来を築くため
に、互いの違いに目を向ける
のではなく、互いに共通し共有するものを見るべ
きだ、という結論に達しました。

来年も、このプロジェクトがさらに続いていくこ
とを期待しています。そして、わたし自身もイスラ
エル人と日本人とともにミーティングを続けていき
たいと思います。

ナルディーヌ・ジルデ Nardine Jildeh

パレスチナ　東エルサレム在住

「平和をつくる子ども交流プロジェクト」に参加
して、わたしは今どのように感じているのだろう
か—。この質問が頭に浮かぶ時、このプロジェク
トがわたしの人生に与えたインパクトの大きさに圧
倒されるような気持ちになります。わたしはさまざ
まな面において変わりました。とりわけ、たくさん
の友だちを得たことに興奮しており、彼らはわたし
にとって兄弟姉妹のように身近な存在です。この
ような素晴らしい友情関係をみんなが達成できた
ことを、誇りに思っています。このプロジェクトは
規模こそ小さいですが、高校生であるわたしたち
に莫大な影響力を持ち、わたしたちの住む社会に
短期的に、そして明らかに長期的にも影響を与え
ました。

日本に別れを告げてからすでに約 50 日が経過

していますが、思い出はい
まだにすべて残っています。
わたしたちが敵としてではな
く同じ人間として、そしてと
もに働き平和的解決をつか
まなければならない平等な
パートナーとして関わりあっ
た、この素晴らしいプロジェ
クトの一員であったことを嬉しく思います。

帰国後、イブラヒム神父のオフィスでのミーティ
ングでプロジェクト時の動画を見ました。喜びと幸
せに満たされ、日本滞在中の感動が一層深まりま
した。

今、わたしが以前よりも感じていることがありま
す。それは、ひねくれた話のように聞こえると思
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いますが、日本で過ごした中で最も良かった時間
は、那須高原滞在中にみんなでお皿洗いをした時
です。この時間は互いにいろいろなことについて、
なごんだ雰囲気の中で話をする良い機会でした。
わたしたちは互いの文化を理解し、それを尊重す
ることもできました。簡単に言えば、互いに手を伸
ばし、愛し合うよう努めたということです。

わたし個人が得たことは、もっと成熟すること
と、自分に自信を持つことです。そしてそれ以上に、

どのように相手に対してありのままに耳を傾け、理
解し、ゆるし、尊重し、受け入れるか、というこ
とも学びました。

わたしは確信しています。わたしたちがこれから
もミーティングを行い続け、わたしたちが口にし始
めたことを今後も話し合い続けます。そして、とも
に働き、わたしたちが踏み固めた平和の橋の上で
会い続けていきます。

レナート・バンダック Renato Bandak

パレスチナ　エルサレム在住

こうして僕の友だちみんなにまた会えるのは素
晴らしいことです。今、僕は今までの中で最高の
感激を味わっています。日本での素晴らしい 2 週
間の後、こうして参加者みんなに会い、僕たちの
間にある最も大切な友情を感じて幸せと嬉しさで
いっぱいです。

このプロジェクトは、イスラエル、パレスチナす
べての参加者にとって本当に貴重な体験でした。
この体験は僕たちにたくさんのことを教えてくれま
したし、僕たちの人格形成や理解力を深める助け
になったと思います。もちろん僕たちは互いの違
いに対して、より心を開けるようになりました。3
カ国それぞれの現実と時の流れの中で何をなすべ
きだったかを見、聞き、それらをどのように積極
的に受け入れていけばよいかを学びました。

とても楽しかったし愉快なこともたくさんあった
プロジェクトでしたが、僕の人格の中には大きな
変化が起こりました。また、これからの人生に役

に立つ多くの術を身に
つけることができまし
た。今僕は微妙な問題
を話すことができるよう
になったと思うし、前よ
りうまく話し合いができ
るようになったと思いま
す。より誠実であること
は僕が学んだことの 1 つです。生活の中でとるあ
らゆる行動に僕たちは責任があり、他の人びとの
生活にその行動が与える影響にも責任があること
を痛感しました。

この協力が専門的なレベルで、また教育的、社
会的なレベルで続いていくよう望んでいます。私た
ちは平和を築くために、より幸せになるために何
か始めなければならないと思います。もし平和を
築くなら、過去とどう向き合い、これからどうする
べきなのか、日本人は良いお手本だと思います。
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ユーセフ・ランティシ Yousef Rantisi

パレスチナ　ラマラ在住

「平和」のうちに生きるという素晴らしい感覚を
味わっています。イスラエルの友だちがいるという
ことは、おおかたの政治家が到達し得なかった平
和のレベルに達したような感じです。夢は本当に
実現したのです。

日本にいた間に、僕たちは強い絆をつくり、ま
た平和という言葉を理解することができました。
日本は、人びとが戦争のために苦しみ、その後復興
を遂げ平和に暮らしている例として最適な場所で
す。日本で、僕はイスラエル人に対して僕の考えや
振る舞い方を変えなければいけないと知りました。

このプロジェクトから僕はたくさんのことを学び
ました。特に、平和とは、平和の可能性をどこま
で信じられるかということだと分かりました。僕た
ちは忘れることはできないが、ゆるすための素晴

らしいチャンスがあることも
知っています。人生はその一
瞬、一瞬を楽しむにはあまり
に短いので、報復や仕返し
を考える暇などないはずで
す。一部を見て、全体を評
価するのは間違っていると思
います。どこにも、善良な人
も悪い人もいるのですから。

この経験を最も有効に役立てるには、このよう
な集まりを（ミーティングを）続けていかなければ
いけないと思います。続けることで互いの友情が
生まれ、また兄弟愛も生まれてくると思うからです。

僕たちの輪をより大きく広げることに僕たちは力
を尽くさなければならない、と思っています。

ユーセフとナディーヌ。那須でのセッションで。
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リーダー

石黒 朝香
日本　東京在住

「再び」プロジェクトに
参加して

2005 年のプロジェクトか
ら 6 カ月後に上京したわたし
は、1 年間準備に携わらせ
ていただきました。高校生と

して参加させていただいた時は、まさかこんなに
活動を続けられるとは思ってもみませんでした。
日程が決まり、行き先が決まり、チャリティコンサー
トを企画し、参加者が決まり、プログラムが決まり、
当日を迎える—。2 年前のプロジェクトと違ったの
は、やはりこの準備期間だったと思います。何より
も本当に多くの方が、リーダーを含めても約 20 人
の若者たちという小さなグループの対話のために、
これほどにサポートしてくださっているということ
を知りました。参加者選定のために現地視察にも
行かせていただきました。候補者の家庭を訪問し
て話を聞くことができたのは、プロジェクト本番で
比較的スムーズに彼らと馴染むことができた点で
とても有意義であったと思います。またただ選定
のためだけではなく、新たに紛争について学ぶこ
とも多く、わたしたちがプロジェクトを行う意味も
改めて考えさせられました。

今回は、「参加者」と「リーダー」という役割の
双方を担う形での参加となりました。

一番の反省点は、高校生・リーダー間の話が十
分でなかったこと。リーダーは、特に日本人高校
生のサポートが主な役割でしたが、意外にその他
の仕事も多く（というのは言い訳ですが）、たくさ
ん刺激を受けて頑張っている彼らを放ったらかし
にしていました。特に最初の那須高原滞在中は、

ディスカッションの後に振り返ったり、もっと話を
聞いたりするべきだったのではないかと思います。
ただ、高校生たちは周りの想像をはるかに超えた
成長を見せてくれ、あまり心配はいらなかったの
かもしれませんが。

次の反省点は、リーダー内でのコンセンサスに
ついてです。イスラエル側リーダーのタリは当日ま
で会ったことがなく、プロジェクトに馴染めるか一
番心配していた人物でした。しかし彼女の驚くほ
どのマイペースさと、ホームステイなど比較的ゆっ
たり話す時間が取れたことに救われ、よい関係を
築くことができました。パレスチナ側リーダーのヤ
クーブは、マイナスの感情をなかなか口に出さない
彼の性格と、高校生たちと同様に時間の余裕のな
さがすれ違いを生み、最終日には口論までしてし
まいました。それでも、一緒に 2 年前のプロジェ
クトに参加して、わたしのイスラエル・パレスチナ
滞在中では一緒にいる時間が一番長い友だちで
す。互いに友であることには変わりなく、今後も平
和活動を続けていく良いパートナーであってほしい
と思っています。

最も反省したのは、日本人リーダーとの間でのコ
ンセンサスでした。前述したように、わたしは他の
リーダーである滝川さん、横山君よりも1 年早く上
京し、このプロジェクトに関わりました。彼らも今
年の 4 月に東京に来てすぐに実行委員会に加わり
ました。分からないこともたくさんあったはずなの
に、同じ立場のわたしがうまく協力して進めること
ができませんでした。そのせいで、２人には不満
なこともたくさんあったと思います。

ディスカッションに関して、この前よりももっと踏
み込んだ話し合いがしたい……。前回参加してか
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らずっと考えてきたことです。今回の高校生たちは、
すでに自国で平和活動に参加している人も多く、
和平に対して一定の考え方を持っている人もいまし
た。しかしプロジェクトが始まってみると、前回よ
りも一歩を踏み出す厳しさを痛感しました。ディス
カッションで彼らの身近に起きた紛争に関する出
来事を話してもらっても、彼らが抱えているものが、
前回よりも深刻なものであるように感じられ、彼ら
自身がそれ以上に踏み込むことを許してくれません
でした。特に、歴史や宗教、家族の話をされてし
まえば、日本人は黙って聞いていることしかできな
いのです。わたしがどれだけ彼らを理解しようとし
ても、理解できないことです。

わたしにとって理解の難しさの象徴だったのは、
1 人のイスラエル人高校生でした。彼女の祖父母
がホロコーストの生き残りで、ディスカッションな
どでホロコーストの話が出る度に涙を流しました。
もちろん彼女がホロコーストに遭ったわけではあり
ませんが、そうした家族の歴史が彼女の一つのア
イデンティティなのです。大切に思っている家族と
彼女の歴史の中にわたしが入る余地なんてありま
せん。わたしが慰めの言葉をかけたからといって、
それが彼女に平和をもたらすわけではありません。
そして、もちろん苦難を抱えているのは他のイスラ
エル人も同じであり、パレスチナ人であれ、さらに
は日本人であれ同じです。彼女自身、このように苦
難を必死に乗り越えようと、前向きに生きようと頑
張っています。

わたしが実際に彼らを動かすことはできません。
2 年間で得た教訓です。せめてこうして始まった友
好関係が、継続した活動という実りにつながり、
彼ら自身の「世界を変えたい」という思いがいつ
の日か現実に動きに変わってくれることを祈るばか

りです。
驚くべきことは、イスラエル・パレスチナの高校

生たちが、プロジェクトの後にみんなで会う機会
をすでに何度も作っていることです。2 年前には
踏み出せなかった第 1 歩が、新たに始まったこと
にとても感動し、普通では見ることのできない、
彼らが自国で互いに抱き合っている姿を想像する
だけで、それだけでもこのプロジェクトの意味が
あったのではないかと思っています。

2 回目の参加であっても、2 週間の間毎日が新
しい刺激だらけで、今この文章を書いている間も
何一つとして整理のついていることがありません。
それでも前回の旅が 2 年間かかって整理がつきだ
したのと同じように、今回もまた 2 年、いえそれ
以上かけて自分のものにしていくのだろう、と思い
ます。

前回のプロジェクトが終わってから、彼らと連
絡を取り続け、幸運なことに現地に 2 度も行かせ
ていただき、貴重な経験をしてきました。学ぶこ
とがたくさんあり、一方でたくさんの疑問も悔しい
思いもありました。全く違う文化と歴史を持ち、言
葉も違い、理解しようとすることも大変です。しか
し、こうした経験をさせていただいたことが今の
わたしの財産になっています。

最後に、井上さん、イブラヒム神父、プロジェ
クトに参加した高校生、ファシリテーター、同行ス
タッフ、実行委員会の皆様、支援してくださった
多くの皆様に心から感謝いたします。わたしがこう
してたくさんのことを学ばせていただいていること
を、いつか返すことができたらと思います。特に、
一緒に 4 月から関わってくれた滝川さん、横山君、
本当にどうもありがとう。これからもどうぞよろし
くお願いします。
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滝川 理紗
日本　東京在住

’07 プロジェクトに
参加して

２年前に初めてイスラエル・
パレスチナの友人ができて、
それ以来自分自身イスラエル・
パレスチナの人々の苦しみ、

そして訴えというものを多少なりとも理解している
と感じていました。今回プロジェクトに参加して、
今までとは違った視点からイスラエル・パレスチナ
の問題を学べたのではないかと思います。

事実、今回は那須高原のみの参加となり、両
国の高校生たちの変化を見ることができなかった
のが本当に残念です。しかし、短期間ではあっ
たにせよ、現地の彼らから学ぶことが大変多くあ
りました。

今年の高校生は以前の参加者と比べ、事前に
ミーティングをしていたおかげでずいぶん双方が
最初から打ち解けている様子でした。その分、互
いを分かり合い、議論にならないのではないかと
も感じましたが、ディスカッションになるとイスラエ
ル・パレスチナの高校生は互いに主張し、特にイ
スラエルの高校生がパレスチナの主張に反論を重
ねていました。イスラエルの高校生は、分離の壁
や難民などのパレスチナの現状を議論する中で初
めて知って、驚いていたことも明確でした。

さらに、議論の中で両国の高校生は必ず自分た
ちの安全・自由という面を最も大事にしているのだ
と感じました。イスラエルで続く自爆攻撃、そして
パレスチナではイスラエル軍による破壊や、分離
の壁の建設で、自由や安全が全くといっていいほ
ど保障されていません。平和な環境に住んでいる

横山 雄一
日本　東京在住

リーダーの役目についての
ご報告

率直に言うと、仕事の分
担がはっきりと決まっていな
かったために、戸惑いを感じ
ることがしばしばあった。高

校生としてプログラムに従っていればよかった前
回のプロジェクトとは違い、「リーダー」の位置の
難しさを考えさせられた。旅が進むにつれ、高校
生と話をする（相談と称するにはあまりにもおこが
ましい）、グループ分け、パーティーの司会、その

他雑用、などの役割が固定されてきたが、今思う
ともっといろいろなことができたのではないかと思
われる。

ディスカッションの時にもっと高校生を助けるこ
とができれば、というのが最大の反省である。那
須高原では何か話をするときにちょっとした通訳の
ようなことをする機会があったが、英語力と背景
知識の不足のせいで、自分が議論についていくこ
とすらままならず、高校生の助けになるなど夢の
また夢であった。そういった点からも、前回と比
べて英語の重要性を認識させられることが多い旅
だった。
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タリ・バレル Tali Barel

イスラエル　ラマ・エファル在住

当初わたしは、このプロジェクトに対して何の期
待もなく、プロジェクトの内容についてもそれほど
理解を深めないまま日本へやってきました。

わたしにとって同年代のパレスチナ人と日本人に
会うのは生まれて初めてでしたが、分かったこと
は、彼らはわたしとまるっきり同じだということで
した。わたしと同じ考え、趣味、興味分野を持っ
た学生でした。わたしたちは本当に良い友だちに
なることができました。

イスラエル人、パレスチナ人、日本人、スタッフ
の全員が驚くようなプロセスを重ね、一人ひとりが
相手側のこと、さらには自身のことについて学びま
した。わたしたちは心から素直に、心の深い部分に
ある感情を共有することができたと感じています。

わたしは話を聴くということ、理解すること、自
分または相手が何であるのか認めること、歩み寄
ること、もっと敏感になることを学びました。

わたしにとって最も意味深かったことは、わたし
たちはみな同じゴールを目指していた、そしていま
も目指し続けているという事実です。わたしたち
はみな平和を求め、解決策を求め、苦しみを食い
止めたいと願っています。わたしたちはみな悲し

みや痛みは欲しくありません
し、こういうものにうんざり
しています。

このプロジェクトは、わた
し自身の、イスラエル人とし
てのパレスチナ人に対するポ
ジションに気づかせてくれま
した。

さらに、わたしは今後も平和のための活動を続
け、ここ聖地が抱える問題について勉強し、わた
したちが日本から始めたプロセスを発展させてい
きたいと思っています。

プロジェクトのお陰で、わたしは希望で満たさ
れ、平和のために闘う力を得ることができました。
そしてこれこそが正しい、唯一の方法であると信
じています。

わたしたち日本人には理解しようとしても大変難し
いことも多くあり、何度聴いても、両国それぞれ
の苦しみは、それが本当のことなのかと考えてし
まうくらい、想像を絶しています。

メディアを通した情報がすべて正しいのだと、
わたしたちはよく考えていると思います。またその
問題がメディアや授業で取り上げられなければ、
現状を知ることができません。

今回短い期間ではありましたが、互いの主張を
行う前に、きちんとした互いの事実を伝えなけれ

ばならないということを強く感じました。事実を
伝えるのはそれぞれの国の一人ひとりであり、第
三者の手助けを要します。そのためにも、わたし
たちはこのような企画を１度で終わらせるのではな
く、これからも継続していくことが大切であると強
く感じました。

那須高原のみの参加で、十分にリーダーとして
の役割を果たすことができなかったことが本当に
残念ですが、再度このような素晴らしい経験をさ
せていただいたことを本当に感謝しています。
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ヤクーブ・ガザウィYa’coub Ghazzawi

パレスチナ　エルサレム在住

日本を去ってほぼ２カ月た
ちましたが、日本で始めた平
和の歩みをイスラエル人・パレ
スチナ人とでともに続けたい
と今も思っています。このプ
ロジェクトを引き継ぎ、少しで
も目標を達せられるよう願っ

ています。
旅のうち一番良かったことは、何といってもイス

ラエル・パレスチナと日本の若者たちと顔を突き合
わせて、互いのこと、文化、感じ方、過去、夢や
将来の希望について知りえたことです。

それぞれが家に帰り、そこでの現実に戻った今
となっては、日本での出来事は過去のことになり
ました。大体人は、ある瞬間、またはある期間に

感じたことは、すぐに忘れてしまうものですが、わ
たしたちの場合それはありえません。日本で何を
感じ、何をしてきたか、まだ記憶は鮮やかで、日
本で始めたことをずっと続けていこうと思うと、心
躍ります。

このプロジェクトからたくさん学びました。特に
聴くこと、歩み寄ること、理解することです。イス
ラエル人・パレスチナ人それぞれの考え方、感じ方、
その過去、現実について、更に日本の文化や過去
についても学びました。素晴らしい人たち、この
上ない友人とも出会いました。

これからもともに集い、始まった平和への歩み
を進めたいです。日本人も、遠く離れているけれど、
この歩みの仲間になってもらいたいです。

ヤクーブとペレグ　那須でのセッションで。



ファシリテーター

パレスチナ、イスラエル、日本の学生の皆さんへ

2007 年 8 月に日本で行われた「平和をつくる子
ども交流プロジェクト」にとても積極的に参加して
くれてありがとう。この場を借りて、皆さんに心か
らの感謝を伝えます。

このプログラムを組織することは簡単ではなく、
初めとても心配していました。しかし、パレスチ
ナ、イスラエル、日本で組織した実行委員会は、
まるで素晴らしいオーケストラのようにともに働きま
した。一人ひとりのメンバーが、自分のできる範囲
で貢献し合いました。そしてこの経験はわたした
ちにとって、個人としてもグループのメンバーとして
も、とても実りの多いものとなりました。

わたしたちは誰しもこんな経験があると思いま
す。ある人が部屋に入ってきます。するとすぐに、
初めて会ったとは思えない不思議な深い絆を感じ
ます。このように人生には説明できないことがたく
さんあります。これは予期せずして訪れ、その時
わたしたちはかけがえのない宝を発見したと思う
のです。

そしてこの人は多くの場合、あなたの感受性を
体現しているのです。まるで自分の心の中を見て
いるような気がします。

想像を超えるほどのレベルで、わたしたちの人
生を豊かにしてくれる人、そしてわたしたちの人生

を根底から変えてくれるような人に出会うことは、
容易ではありません。あなたの人生に立ち現れ、
そして、いつまでも影響を与え続けてくれる人。

今回わたしたちが出会った時、まさにそのかけ
がえのない出会いが訪れたことが分かりました。
初めは見知らぬ人でしたが、いつか親友になって
いました。まだ出会ったばかりなのに、もうずっと
知っているような気がしています。

これは、パレスチナとイスラエルが、ともに何か
を成し遂げられるという生きた証拠になりました。
そして日本の人 と々いう、間に立ってくれる方たち
のサポートを得て、イスラエスとパレスチナが友人
になれるという、生きた証となったのです。

皆様に、神の恵みを祈ります。そして、また来
年も会えることを祈ります。

今回のプログラムで、わたしたちは、一人ひとり
の特徴をこんなふうに理解しました。これを、善
意で受け止めていただければ幸いです。
レナート：火山
タリ：チャーミング
雄一：男の中の男
ナルディーヌ：スマート
アレクサンドラ：蝶々
茉梨菜：ソフト
ナディーヌ：アラブの美

ヤニーヴ・シェンハヴ（左）

Yaniv Shenhav

アントニー・ハバシュ（右）

Antony Habash

イスラエル・パレスチナ引率者　
Children Without Borders「国境なき子どもたち」のスタッフ
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ファシリテーターとして
関わって

このプロジェクトに関わる
ようになったのは、2005 年
のときからです。前回は対話
やディスカッション、互いの

痛みを聞き合うセッションなどは、日本人スッフの
手で進められましたが、今回はプロジェクトの中
では、イスラエルからヤニーブ、パレスチナからは
アントニー、日本からは松本みどりおよび私の、
3 カ国 4 名でファシリテーターグループを構成して
相談の上で進めることができました。各自が今ま
で培ってきた体験の中で見いだしたいろいろな手
法やセッションの進め方はバラエティーに富んだも
のでした。それらは若者たちの心の深いところに
ある想いを分かち合い、聴き合い、理解し合い、
受け入れ合うための一助になったのではないかな、
と思っています。

プロジェクトが進むうちに、３カ国という異なる
文化的背景や異なる歴史を背負う一人ひとりの、
それぞれの心の深いところにある想いがことばに
なっていきました。その言葉を聞くことで、本当に
たくさんのことを私自身も教えてもらえたと感じて
います。「平和をつくる」と、言葉にして言うこと

は簡単ですが、実際に生きているわたしたち人間
の現実は、とても複雑で、内心では整理整頓でき
ていない混乱や恐れ、怒りが渦巻いているのも、
また事実です。心の中にある相手との溝の深さを
直視せざるを得ないとき、「平和」というのは、美
しい理想であり、到達したい頂点ではありますが、
遥か遠い道のりを一歩一歩進んでいかなければ到
達することができないのだ、ということも思い知ら
されます。

この 2 週間のプロジェクトの中で、紛争の背景
にあるそれぞれの相手に対する怒りや憎しみがす
ぐに氷解した、ということは決してありませんでし
たが、しかし一方で、お互いに歩み寄り、受け入
れ合おうとして努力し、旅の終わりには、本当に
友だちとして別れを惜しみ、再会を祈っている姿
を目の当たりにして、未来への希望を感じること
ができました。若者たちの素直で柔軟な心、そし
て、より良い未来を、平和に生きることのできる世
界を作るために、どんな努力も惜しまないという固
い決意に出会うとき、私も微力ながら、これから
も「平和をつくる」ために努力していこう、という
決意を新たにしました。

このプロジェクトを支えてくださった皆様に、心
より御礼申し上げます。ありがとうございました。

濱田 壮久
横浜教区 司祭

アヴィシャグ：天使の目
一馬：思慮深い天才
ユーセフ：ミスター･コンピューター
ガル：感情豊か
修平：静か
ヤクーブ：兄貴
理紗：かわいい

ノアム：感受性豊か
史織：笑顔
ペレグ：ビッグなハート
朝香：フレンドリー

そして最後に……
ジハド：パレスチナ製日本人



手記

松本 みどり
実行委員

2007 年 2 月 27 日、わたしたち３人は、井上弘
子さんの待つテルアビブに向けて成田空港を出発
しました。今回の旅の目的は、夏の交流プログラ
ムに招くイスラエル･パレスチナ双方の高校生の選
定です。前回の日本人参加者、大学２年生になっ
た石黒朝香さんと、今年晴れて大学生になった滝
川理紗さん、それに前回は取材する立場であった
わたし、この３人が大事な役割を仰せ付かり、井
上さんをサポートすべく現地に向かったのでした。

さて、荷物をピックアップし、外へ出たわたした
ちを迎えてくれたのは、井上さんの他に、2005 年
の来日メンバー、パレスチナ人のテディとヤクーブ！
　嵐のような抱擁とキス！　なんかもう息子みたい
な気分に。こうして、わざわざ空港まで迎えに来
てくれるなんて、本当にありがたく可愛いです。涙
が出そうになりました。思いやり深く、よく気の付
くテディ（ちょっと日本人みたいです）、ちょっと自
分の人生に迷いを覚えながらも、わたしたちの活
動を全身で受け止めようとしているヤクーブ。２人
とも１年の間に、また大分大人っぽくなっていまし
た。

今回、わたしたちは夏の
旅のリーダーとして、前回参
加者の中から、イスラエル人
１人とパレスチナ人１人を選
ばなくてはなりません。久し
ぶりに空港で出会った２人の
パレスチナ人の若者を見て、
その作業の困難さを予感しましたが、それはまさ
に的中しました。

わたしたちは、４日半のエルサレム滞在中に、
パレスチナ人のお宅４軒、イスラエル人のお宅９軒
を訪ね、合計 15 人の高校生に会いました。更に
３月３日（土）には、候補者全員に声をかけ、ミー
ティングを開催。プロジェクトの説明、自己紹介、
そして３つの課題について討論してもらいました。

テディもヤクーブも今回のわたしたちのスケ
ジュールに合わせて、可能な限りの手伝いを申し
出てくれ、ミーティングの際には、討論を引っ張る
ファシリテーターの役目も担ってくれました。テディ
は大学の授業が終わると駆けつけて合流、その
場その場の交渉をしてくれるなど、頼もしい限りで
した。そして、大学にまだ入っていないヤクーブは、
ほとんどの候補者家庭訪問に同行。その過程で、

エルサレム訪問記
イスラエル・パレスチナ高校生選出に当たって
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わたしたちが驚いたのがヤクーブの成長ぶりだっ
たのです。イスラエル人・パレスチナ人双方に対し
て、敢えてチャレンジングな質問を冷静に候補者
に投げかけてくれるヤクーブには本当にびっくりし
ました。パレスチナ人がイスラエル人の居住区に入
るということだけでも、大きな勇気が必要（勿論、
逆の場合も）なのですが、ある意味、自分たちを

「支配している」イスラエル人に厳しい質問を淡々
とぶつけるのです。このヤクーブの姿勢を見て、わ
たしたちは将来のリーダーとしての可能性を見いだ
し、最後の最後に彼にパレスチナ人のＯＢリーダー
として来てもらうことを決断しました。旅行中に何
かあった時の対応などは、もしかするとテディの方
が交渉能力・まとめる能力では上なのかもしれま
せん。しかし、わたしたちは、ヤクーブのチャレン
ジ精神にかけてみることにしたのです。

エルサレム滞在中にヤクーブは、日本に来て井
上さんのもとでＮＰＯの仕事を手伝いたいとわたし
に相談してきました。日本に来たいのか、今のパ
レスチナから抜け出したいのか、あるいは本当に
この交流の仕事に携わりたいのか、それは彼にも
恐らく分かっていないでしょう。しかし、少なくと
も、彼の中でこの交流プロジェクトが育っており、
何かしたいと思っていることは感じられ、非常に
嬉しく感じました。

ただ、将来図がまだきちんと描けていないヤクー
ブが今、日本に来ても得るものは少ないように思
えたわたしは、心を鬼にし、「あなたの気持ちは
嬉しい。でも、井上さんの手伝いはよいとしても、
それは仕事にはならない。あくまでもボランティ
ア。それにあなたに日本で何ができる？　何か勉
強したいことがあって日本に来たいのなら、こち
らで大学を出てから奨学金を得て、日本の大学院
に入った方がいいと思う。もし、まだ目的がハッキ
リしないのなら、いずれにしても、こちらでイブラ
ヒム神父と一緒にイスラエル人とパレスチナ人のメ
ディエーターになってほしい。そうしてもらえると、
非常に心強いし助かる」とお願いしたのでした。

わたしが言ったことは、若い彼には厳しい言葉
だと思います。パレスチナ人にとっては、八方塞が
りの状態で、国を抜け出したいと思う気持ちを誰
が非難できるでしょうか。日本は平和です。彼は、
そんな国から来た私たちと出会い、そんな国を垣
間見ているのです。物資に溢れ、戦闘のない世界。
一度違う世界、違う生活を知れば、どうしても自
分の置かれている状況と比べます。自由な世界に
憧れて、そこに行けば、もっと違う未来が待って
いるかもしれないと考えて、誰が責めることがで
きるでしょうか。確かに日本に来れば、何の制限
もなく自由に歩きまわれ、拘束の心配もなく平和
に安心して暮らせるでしょう。しかし、何の準備も
目的もなければ、ただそれだけで終わってしまい
ます。決して万人に親切とは言えない日本で、家
族と遠く離れ、毎日の生活に追われるだけでは、
幸せでいられるでしょうか。ヤクーブがわたしの
言葉をどう感じたかは分かりません。でも彼が、
しっかりと受け止めてくれたのは確かです。「確か
に今は、僕がこちらにいて、繋ぎ役になる方がい
いのかもしれないね。日本で何ができるのかも分
からないし」彼は、そう言って頷いてくれました。
2005 年に蒔いた種は確実に育っているようです。

もう片方の土地に蒔いた種も、イスラエル人の中
で育っていました。2005 年のプロジェクトに参加
し、帰国してからイスラエル軍の兵役についたオ
メール。現在、軍の情報機関で働くオメールは、
日本に来た時には、「イスラエル軍がパレスチナ人
に銃を向けるのはいたしかたない。壁も必要悪だ。
まずはパレスチナ人が自爆テロを止めなければ何
も変わらない」と主張していました。去年の春に
オメールのお母さんは、帰国してからオメールの考
えが変わってきたと話していたのです。そして今回、
新しい参加候補の高校生たちの集まりに、オメー
ルは軍から休暇をもらって駆けつけてくれたので
す。そして「生まれて初めてパレスチナ人の友人を
持ったことは、非常に良かったと思う」と語ってく
れました。



あまり時間がなく、本音の部分が聞けなかった
のが残念でしたが、「パレスチナ」を「敵」として
捉えている軍隊に属しながら、この集まりに顔を
出してくれたオメールの心には、確実に何かが根
付いているのが感じられ、そこに改めて「希望」
を見いだしたように感じました。ヤクーブと組んで
もらって、オメールにも討論の場でリーダー役を
担ってもらいましたが、非常に公平な視点で論理
的に議論をリードしており、斬り込み隊長のヤクー
ブと良いペアとなっていました。オメールには、何
とかイスラエル人ＯＢリーダーとして夏のプロジェク
トに参加してもらいたかったのですが（本人も来た
いと言っていました）、残念ながら、その時期に２
週間の休暇を取るのは難しく断念せざるを得ませ
んでした。5 月末現在で、まだオメールの代わりは
見つかっていませんが、良い人材が見つかること
を期待しています。

さて、一方、2007 年のプロジェクトに応募して
きた新候補者たち。実は、イスラエル人もパレス
チナ人もツワモノ揃いでした！　ほとんどの人が
過去にイタリアやアメリカの NGO 主催の平和プロ
ジェクトに参加したことのある人だったのです。そ
れぞれ交流の大切さを十分に認識してはいるもの
の、プロジェクトが終わってしまうと、交流が途絶
えてしまうことにフラストレーションを感じていまし
た。わたしたちの面接の際の、「こ
れは続けることが目的のプロジェクト
です。私たち日本人は、あなた方を
日本から遠隔操作することはできま
せん。帰国後は、自主的に続けてく
れることを望み、それを参加の条件
にしたい」という望みに応えて、み
んな、「今まで途絶えてしまっていた
のが不満だった。続けてくれるプロ
ジェクトに参加したい」と語ってくれ、
本当に心強く感じました。

今年のプロジェクトは、もしかする
と、もう種蒔きではなく、接木なの

かもしれません。去年、芽を出した小さな小さな
苗木に、新しい力となる別の苗木を添えようとして
いるのかもしれません。私たちは、最初の種蒔き
以上に注意深く、そして力強く、接木した若木が
育つようにサポートしていかなければならないと思
います。どんな葉っぱが芽吹き、どんなつぼみが
つくのか、まだ誰にも分かりません。うまくいけば、
一気に成長する可能性を持っていると思います。
しかし枯れてしまうかもしれません。枯らすことだ
けはしたくない。イスラエル人やパレスチナ人の若
者たちと同様、どんどんしっかりしてくる朝香さん
や理紗さんの顔を見つめながら、再びテルアビブ
の空港に向かう車の中でわたしは考えていました。

こうしてわたしたちの実りある旅は終わりまし
た。2005 年から更に一歩前に進めるのではない
かと感じています。これから夏までの間に、彼ら
にとって最高の実りあるプロジェクトにすべく、プ
ログラム作りに入っています。わたしたちにとって
今後の課題は、いかに持続できるプロジェクトに
していけるかです。わたしたちの力も問われると思
います。蒔いた種からは既に芽が出ており、強い
若木に育て上げるための接木の段階に入っていま
す。十分な栄養と水をやり、力強く大地に根を生
やして、大空に向かって伸びていってほしい。今
はそんな思いで一杯です。
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大きく前進した「 ’07 平
和をつくる子ども交流プ
ロジェクト」

前回のプロジェクトと比較
すると、今回のプロジェクト
は着実にレベルを上げたと思

う。以下その成果と今後の課題を列挙する。

1　大きな成果①　豊かな交流の実り

わたしたちの交流プロジェクトが目指すものは、
プロジェクト期間が終わってからの動きだ。この
点に関して、今回のプロジェクトは前回以上の実り
を結ぶ動きを見せているように思う。もちろんプロ
ジェクトを終了して３カ月ほどしか経ておらず、ま
だその成果を正確に測ることはできないが、少な
くとも前回のプロジェクト後の動きと比較してみる
と、今回のプロジェクト後のほうが、より活発な相
互交流を生み出している。この実りを生み出した
第一の原因は、プロジェクト後の動きをしっかりと
念頭に置いて高校生の人選に当たったことだと思
う。今後は、前回以上に「イスラエルとパレスチナ」、
および「日本と彼ら」の交流の促進が期待される。
日本の高校生がイスラエルに出向いて交流するこ
とについても、積極的に推進できる状況が整いつ
つあるように思う。

2　大きな成果②　運営面でのレベルアップ
運営面では、プロジェクトの準備段階から、実

施にいたるまで、ほぼすべての点において前回よ
りも、より効率的、効果的な運営がなされたと感
じている。活動プログラムの内容、食事、宿泊、

研修内容など、一段とレベルアップした観がある。
この進歩が可能となったのは、まず第一に、前回
の経験を生かして今回のプロジェクトが行われたこ
とにある。今回の実行委員の多くは前回も実行委
員であり、前回の貴重な経験が今回有効に生かさ
れた。つぎに、新しいスタッフのエネルギッシュな
協力が挙げられる。この新しいスタッフの熱意は、
前回の経験を踏まえてレベルアップするために欠
かせないエネルギーとなった。新しいスタッフと
は、東京に構えられた実行委員会に加わるメンバー
を指すだけではなく、那須高原や長崎の現地の
スタッフたちであり、今回新設されたファシリテー
ターを指す。彼らの熱意とエネルギーなくして、今
回のプロジェクトの成功はなかったと思う。

3　今後の課題

課題も残った。一つは集金予測の難しさだ。前
回と比較して、今回は募金が出遅れ、ぎりぎりまで
資金不足に陥る心配が付きまとった。また「スタッ
フ間の交流」も改善する必要がある。これは、プ
ロジェクトの準備段階においてと、プロジェクトの
実施中においての両方において言える。スタッフ
間の意思の疎通、ファシリテーター間の意思の疎通
が課題として残った。なおプロジェクトが終了した
今は、「日本とイスラエルのスタッフ間の交流」が
課題だ。言葉の壁も課題として残ったが、この壁
も、やがては必ず乗り越えられる日が来ると思う。

4　まとめ　全体として大成功だった

課題は残ったが、全体としてみると大いに満足
してよい成果が得られたと感じている。前回の貴
重な経験と、新しいエネルギーがこの実りをもた

同行スタッフ

鈴木 信一
聖パウロ修道会 司祭
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らしたにちがいない。
このプロジェクトを理解し、支えてくださった多

くの方々に、喜びと感謝の思いを持って以上のこと

をご報告申し上げられるのは、たいへん有り難い
ことだと感じている。

山内 堅治
聖パウロ修道会 司祭

取材日記

2 年前もそうだったが、今回、イスラエル・パレ
スチナ・日本の高校生、そしてスタッフの方 と々同
行しながら、「家庭の友」10 月号に掲載するため
取材を行った。８月１日（水）から14 日（火）ま
でであったが、不運にも前日の７月 31日（火）、ロー
マの総長から電話があり、次期管区長に任命され
た。管区長としての仕事は 10 月 20 日から始まる
けれど、任命されたばかりだったので、正直言っ
て今回の取材はとてもハードだった。
８月１日（水）イスラエルとパレスチナの高校生

たちがフタッフに引率されて成田に到着。気温は
31 度でかなり暑かった。到着して互いに挨拶を交
わしているが、今回も友だちになるのは早いなあ
と思ったのが最初の印象。そんな中、ローマから
ケータイに電話が入り、どっちの作業を優先すべ
きか戸惑うほどである。ともかく今は取材を優先。
バスに乗り、一路那須高原へ。夜の 11 時 10 分
に到着。
８月２日（木）早起きして庭を散策した。イスラ

エルとパレスチナの高校生たちが談笑しているの
がとても印象的。彼らの表情から平和が窺える。
写真撮影にも快く応じてくれた。オリエンテーショ
ン、ゲームなどが続く。絵になる場面、表情を撮
りたいが、それがけっこう難しい。
８月３日（金）食事の席はくじ引きなのだが、イ

スラエルとパレスチナの高校生たちは早々にやって
きて操作している様子。それはそれで暗黙の了解。

取材に支障ないので…。写
真撮影はまずいかなあ？　
午後からはショッピングタイ
ム。リフレッシュの時でもあっ
たので、ほっとした雰囲気が
写真にも現れている。電化
製品、食料品、衣類など、
日本ならではの物が興味深いようだ。夕食後、理
紗さんと雄一君が広島と長崎の原爆の怖さ、その
結果などについて話す。説得力、迫力があり、み
んな真剣な表情。
８月４日（土）茶臼岳に登る。登山が好きなわた

しにとってもリフレッシュのひとときだった。割とな
だらかな山なのでとても気持ちよく登れた。頂上
のさわやかな風は心地よかった。帰りには乙女の
滝へ。水しぶきにはしゃぐ姿は目に焼きついてい
る。夜は国籍が違う人とのコミュニケーションゲー
ム。こうしたゲームにより、互いに親睦が深まって
いくのを実感した。
８月５日（日）鈴木神父さんの司式によるミサ。

一日の始まりがミサでスタートすると落ち着いた気
持ちになる。主の恵みに支えられたものを実感す
る。プログラムはゲーム主体になっているが、チー
ムワークの学びを感じる。午後からはマ・メゾン
の施設を訪問。踊りなどの出し物を通して親近感
が湧いた。夕方、東京に戻らなければならず、新
白河駅まで猪俣神父さんに送ってもらった。感謝。
８月６日（月）から８日（水）の午前中まで、モンテッ

ソーリ全国大会での出店のため、駒沢女子短期
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大学へ行く。８日の午後から羽田へ向けて出発。
イブラヒム神父さんを成田から羽田へ案内してくれ
た小西さん、山崎さんご夫妻と合流。その後、イ
ブラヒム神父さんと長崎に向けて出発。飛行機は
木更津、房総、富士山を通過し、空気が澄んで
いたこともあって、シャッターチャンスが数多くあっ
た。取材のついでに…。長崎空港に無事到着し、
井上さん、アントニーさんと入口さんが迎えに来て
くれていた。
８月９日（木）朝からとても澄んだ青空。平和公

園での原爆犠牲者慰霊祈念式典。事前に取材許
可を取っていたので、前回同様、祈念像近くでの
撮影が可能だった。ただ前回は（小泉）首相が到
着してからでも撮影は可能だったが、今回は（安部）
首相到着の２、３分前には、取材陣は追い出され
た。厳しくなったなあ……。暑い中での取材なので、
まさに体力勝負。取材している人を見ると、20 代、
30 代が多い。50 代はあまり見かけないなあ。そ
うか……。年を感じた。午後からは互いの分かち
合い。いろいろな痛みを聞くことができ、直後、
インタビューをした。いい記事にもなった。
８月10日（金）気温は 34 度まで上昇。午前中、

「語らいの夕べ」に向けての準備。なんとなく不安
な雰囲気もあったが、本番ではうまくいった。た
だ３時からの集いには集まりが悪い感じ。某神父

の「ひどかねー。主催者はなんばしよっとか」とい
うのがやたら耳に響き、「そこまで言わなくていい
のに」と思った。確かに前回に比べ参加者は少な
いが、内容としては濃厚に感じた。
８月11日（土）長崎から東京へ。空港でのチェッ

クインにはちょっと手間取った。東京に着いてから
は修道院での作業に専念。
８月12日（日）眠そうな顔が印象的。そんな中

でのセッションだが、交流はぐっと深まった感じ。
午後からは４グループに分かれての見学。わたし
は明治神宮コースに参加した。日本の文化、習慣
を知る機会になっただろう。
８月13日（月）午前中はサンパウロでの仕事に

専念。午後からイグナチオ教会へ直行。３時から「語
らいの夕べ」が始まる。東京の場合、質問が多かっ
たように思う。
８月14日（火）成田空港から出発。空港までは

行けなかったが、彼らの旅の安全を祈った。ジハ
ドから電話があり、再会を約束した。

今回、記事作成のためメモ、インタビューなど
を合わせると約 51 ページ近くとなった。それを全
部報告できないのが残念。

最後に、慌しい日程の中、取材に応じてくださっ
た皆様に心から感謝したい。

プロジェクトを振り返って

那須高原・長崎・そして東京。
大移動 14 日間を共に過ごしサイ
ドから生活面で応援してきた。

若者たちの成長は測り知れな
い。14 日間を土台にして、どん

なふうに未来に向けて成長していくのだろうか。信
頼と期待で胸が弾む。現実の世界に戻った子ども
たちが、近い将来、平和という「夢」を実現でき
ることを祈りたい。また、日本で応援する若者た
ちも、それぞれの場で大いに学び、行動してくれ
ることだろう。

振り返れば温かなサポートによって何とか無事

葉山 文子
小学校教諭
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に 14 日間を過ごし、成田を発ち、無事にご両親
の元に戻ったことを知らされて、ほっとしたのが本
心である。

那須高原：山でシスター方、神父様方、皆様の
温かさに支えられた 6 日間だった。3 つの国の混
合による皿洗いと食事準備班、食事の際のくじに
よる座席決めはその後の生活のコミュニケーショ
ンに機能したと思われる。

シスター方が、戸惑いながら工夫を重ねてくだ
さった素晴らしい食事を提供してくださったことに
感謝したい。子どもたちの食べ方、部屋の使い方
に対して寛大に受け止めてくださったことに救われ
る思いだった。また、使用した個室の最終確認をす
る間もなく退出した朝、シスター方は「心配しない
で」のひとことで気持ちよく送り出してくださった。

時を重ねるに従って、日本のリーダーや高校生
が時間厳守を呼びかけたり鐘を鳴らしたりして、
遅れがちなミーティングの時間を確保しようと気を
配り、各部屋の片付けを進んで行うようになった。
イスラエル・パレスチナ高校生の中にも進んで手伝
う人がいた。

慣れない気候に加え、夜更かしによる体調不
良を訴えるもの数名。水分補給には大いに気をつ
かった。夜更かしは彼らにとって自由を味わう貴
重な時間だったのかもしれない。祈り中心の生活
を送るシスター方には、ご迷惑をおかけしたに違
いなく申し訳なく思う。

長崎・東京とプログラムが進むに従い、茶臼岳
登山が話題になる事は少なかったが、登山はこの
上もなく楽しく、大自然を楽しめたようである。「ほ
んとに楽しかった」の声を何度も耳にした。透き
通るような瞳で山並みの美しさを吸い込まれるよう
に見つめていた。神父様方による周到な準備とリー
ドに感謝申し上げたい。

長崎：中村神父様とその仲間・ＣＡＮの高校生
による細部にわたる完璧な準備と心配りによって、
生活面での心配は、暑さ対策、水分補給のみであっ
た。特に式典での水分補給には気を配ったが、そ

れもまた中村神父様以下、皆さんのおかげで全員、
無事に、極暑の中で感動的な時を過ごすことがで
きた。個々に健康面でも自覚、自己管理にも慣れ
てきた様子。ホームステイ先のご家庭には洗濯を
お願いし、快く対応していただいた。散歩・見学・
食事・買い物・花火・そして会話、さらには国際
電話など、有意義な時間を過ごし、みんな、満足
していた様子。パレスチナ・イスラエルの子どもた
ちにとって、心を開いて語り合える大切な時間だっ
た由。体力回復もさせていただいた。

時間厳守、必要に応じての沈黙など、互いの痛
みを伝え合い、聞き合う中で態度面での進歩が感
じられるようになってきた。

長崎、原爆資料館の見学、語り部の廣瀬さん
のお話に、高校生の変化は大きかったように思わ
れた。今は、アメリカに個人的友人ができたと話
す廣瀬さんに「アメリカの旗を見てどう思われます
か」とイスラエルの女子高校生が質問すると「正
直に言えば辛いです。でも、伝える使命を感じて
います」の返事が戻ってきた。

東京：8/11（土）　羽田到着は予定通り。荷物
詰め込みの後、3 方面に分かれて行動。
ディズニーランドコース

短くも時間厳守で、国を感じさせない交わりの
ひととき。
はとバスコース

銀座で食事など、静かな大人の時間。
江戸東京博物館

昼食は和食・神父様のおごりと大喜び、浅草も
楽しんだ。

8/12（日）午後　新宿方面・新宿ショッピング・
明治神宮・都庁などに分かれて外出。それぞれが
東京を味わった。全員健康であったのが幸い。

ミーティング中の水分調達には、国を問わずメン
バーの高校生の手を借りることもあったが、使用
した部屋の片付けには全員が動いてくれただろう
か。この辺りまで協力できたらよかったかなと後
から思った。日本人的な感覚なのだろうか。
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「聖地のこどもを支える会」
会員の葉山さんに誘われて、
2006 年 3 月、わたしはイス
ラエル ･パレスチナの地を旅
してきた。その旅は、2005
年のプロジェクトに関わった
さまざまな人の、「プロジェク

ト・その後」を知る旅でもあった。
2005 年のプロジェクトに関わらなかったわたし

は、テルアビブの空港で抱き合って再会を喜ぶイ・
パ・日のメンバーの中にあって、正直言ってなんと
も複雑な、居心地の悪い思いがあった。翌日から
始まったミーティングでも、「プロジェクト後、自分
がどのように変わっていったか」を熱く語る参加
者たちを見ながら、「プロジェクト前はいったいど
んな子だったのかな‥‥」などぼんやり考えるくら
いで、やはり経験や思い出を共有できないもどか
しさを感じていた。

そんな、ある意味「不完全燃焼の旅」を終えた
後、今回のプロジェクトの話が持ち上がったと記
憶している。仕事も忙しく、どう関わるか非常に
悩んだが、結局スタッフとして参加することになっ
た。プロジェクトの最初から関わることで、旅で感
じた中途半端な自分を払拭したいと思ったからだ。

実際の準備には、１年あまりを費やした。この１
年はわたしにとってあっという間とは言い難い。１
日数時間にも及ぶミーティング、チャリティコンサー
トの企画や運営。これといった人脈のないわたし
は、自分でコンサートを行い、そのチケット売り上
げを寄付した。世代も生活環境も違うスタッフた
ちが、心血を注ぎ、あらゆることをしてこのプロジェ
クトを準備してきた。参加する高校生たちを目の
前にするまでは、実体のないもののために働いて
いるような気がしてならなかったが、３月の事前

研修で日本人高校生４人と初めて対面し、いよい
よ準備からプロジェクトの実行へ、と動き出した。

事前研修のスケジュールは、朝から夜まで、内
容の濃いものがぎっしりと詰まっており、特に高校
生にはハードだったと思う。しかし４人とも最終日
まで必死についてきてくれた。リーダーの石黒さん
をはじめ、駆けつけてくれた前回の参加者の支え
があったからこそ、と思う。事前研修が非常に充
実したものになったのは、リーダーをはじめスタッ
フが一丸となって支えあったからだ。

このままの流れで、一丸となって本番のプロジェ
クトに突入したかったが、なかなかそう簡単には
いかず、スタッフ全員が旅に参加するのは無理で
あること、イ・パの参加者の一部が間際まで決定
しないなど、不安材料を抱えたまま準備が進んで
いった。

プロジェクト中、わたしは旅に参加する側のス
タッフとして、主に食事のこと、生活面でのフォロー
や健康面のチェック、買い出し等を担当した。そ
れらの反省点や振り返りは別に記したが、２週間
を通して感じたのは、いろいろな面での連係の難
しさである。毎日のスケジュールに追われ、細やか
な連係ができなくなっていた。イ・パのメンバーと
はもちろんのこと、忙しくなると日本人同士でも打
ち合わせができない。特に那須高原でのプログラ
ム、ディスカッションの内容と進行に少し疑問を感
じ、軌道修正するためにもスタッフミーティングを
行うべきだったが、十分な意見交換ができなかっ
た。「今、誰が、何を考えているのか」を把握する
ことは、このような短期のプロジェクトでは大事な
ことだ。自分自身の反省として、心に刻みたい。

しかし、多くの反省点はあったとしても、このプ
ロジェクトをやり終えた満足感はある。特に日本
の高校生たちの成長は、わたしたちの予想を超え

岩田 可愛
小学校教諭
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たもので、とても頼もしかった。イ・パのメンバー
にしても、初めは時間の観念や文化の違いに戸惑
いながらも、少しずつ心を開いてわたしたちを受
け入れてくれた。きっと彼らにとっても、この経験
は忘れ難いものになるであろう。日本で得た感動

や友情を、どうか今後も持続して、さらに膨らま
せていってほしいものだ。

帰国の時は、抱き合って再会を約束した。でき
ることなら、今度はテルアビブの空港で心からの
喜びをもって再会を果たしたいと思う。

那須サポート

マイクロ・ナフム

聖地巡礼に出かける時に楽しみにしていること
がひとつある。それは大男の名ドライバー、ユダ
ヤ人のナフム氏に会えることである。井上弘子さん
は聖地に行くと必ず彼を指名する。それはイスラエ
ルのドライバーコンテスト第１位の腕前もさること
ながら、巡礼に来た日本人への心配りの素晴らし
さに、パートナーとしてのすべてのことを任せられ
るからだろうと一人合点している。それで、那須高
原キャンプの話がもちあがった時から、ミニ・ナフ
ム、いやマイクロ・ナフムになってサポートできれ
ばと心に決めていた。今回成功裏に終わった第２
回のプロジェクトの大海の一滴として、御笑覧いた
だきたい。

こころづもり

「’07 平和をつくる子ども交流プロジェクト」キャ
ンプは、日本での最初の出会いの大切な数日間を、
栃木県那須のベタニア修道女会の祈りの家「聖ヨ
ゼフ山の家」で過ごすことになった。長崎へ向け
てふさわしい準備をする場所、いわば、ひな鳥た
ちの巣となるのがこの山の家である。

すでに今年に入ってそれぞれのスタッフによって
入念な準備が、急ぎ足だったけれど着 と々進めら
れていた。我がさいたま教区内で行われるこの大

切な期間を、いちばん外
側でサポートしようと決
めた。具体的には、買
物などの車の手配と移動
のためのマイクロバスの
用意および登山計画がス
ムーズに進行するための
あらゆるフォローである。

下見

那須高原はけっこう知っているつもりだったが、
入念に下見を行った。7 月 16 日、あの柏崎の地
震が起こった日だった。第一報はカーラジオで知っ
た。梅雨明け前の那須は涼しかった。トイレや休
憩所、ルートなどを何通りも実測しながら登山口
まで登ると、そこは濃霧に包まれて、気温は 15℃
しかなかった。ロープウェイを使ってでも登山道の
下見をしておきたかったが、できなかった。あの
暖かい乾いた国の子どもたちが登って雨でも降っ
たらと心配になったが、リーダーは経験豊かな濱
田神父さんなので、何とかするだろうと任せること
にした。ずいぶん走り回ったが、夏の渋滞対策用
の地図が役立って、まずまずの下見ができた。

山の家のシスターたち

「聖ヨゼフ山の家」は、今回のキャンプには絶好
の場所だったようだ。部屋数、食堂の広さ、ミーティ

猪俣 一省
さいたま教区司祭　NPO 法人 聖地のこどもを支える会 監事
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ングルームの配置や数など、貸し切り状態でピッタ
リの広さだったので、プログラムを進めてゆくには
良い条件がそろっていた。ベタニアのシスター方は
精いっぱいのサービスで迎えてくださった。ふだ
んなら黙想者のための食事の提供などは手慣れて
いるわけだが、今回のように食材の制限、ベジタ
リアン、食欲旺盛な若者相手となると大分勝手が
違うのか、下見で立ち寄った時もずいぶん相談を
受けた。プロジェクトのほうから適切な指示を受
けているのに、まだまだ心配のようだった。さら
に彼女たちの心配は那須名物の夏の雷だった。落
雷で停電すると山の家の機能がアウトになってし
まう。毎年そのようなことが起こるとのこと。自家
発電までは手が回らず、これは祈るしかない。地
球温暖化の影響で振幅の大きい気候の変化が進
む中、これも気掛かりなことの一つだった。それ
にしても毎回の食事はとても心のこもったもてなし
だったと思う。特に登山の日の弁当はたいしたも
のだったと覚えている。

8月2〜5日のサポート

＊　8 月 2 日　山口神父さん登場
白河の街への買い出しと濱田神父さんの出迎

え。互いに面識がないので、空港での出
迎えよろしくボードを用意しなければと心
配していたが、神父というのはすぐに見
分けがつく人種らしい。ひと目でわかった
そうだ。

＊　8 月 3 日〜 5 日　土屋神父さん、
猪俣担当

マイクロバスを白河から運ぶ。天候に
よっては今日が登山の日になっていたが、
計画通りにプログラムが進行している。昼
食後、前日からずっと部屋の中で缶詰状
態で過ごしているので、白河のジャスコに
ショッピングに出かけることになった。異
国でのショッピングは楽しいものだ。血の
通ったプログラム運営ができているなと思

う。それにしてもあの広い店内をどう回ったのか、
1 時間きっかりにみんな帰ってきた。感心する。中
にはジャパニーズ・ユカタを買った子もいたそうだ。
濱田神父さんは長崎の海に備えて海水パンツを購
入したとか。さっそくバスが役に立ってよかった。

この日は天気が良すぎて明日の登山が心配なほ
ど暑い。台風の進路が気になるが、もう少し雲が
出ないと山登りにはキツすぎる。スタッフに水を向
けるが、彼等はプログラムの展開と、日本の高校
生たちの英語力のことで頭がいっぱいなようで、
相手にしてもらえない。用意して来た雨具と帽子と
軍手をみんなに配って、明日を天にまかせる。

＊　8 月 4 日　茶臼岳に登る
各国が準備したプレゼンやウエルカムディナー

には参加できずに、初めの雰囲気は人の話でしか
窺い知ることができなかったが、やはり井上さん
が心配していたように、プレゼンはギクシャクして
始まったらしい。イスラエル・パレスチナの平和を
つくる営みの一助として、日本人の子どもたちと共
に汗する今日の登山が役に立つようにと願う。朝
早く目覚めたので、バスでコースをひと回りして様
子を見てくる。中腹から霧になる。ライトを点けて
登るがロープウェイ駅をすぎると雲海の上に出る。

聖ヨゼフ山の家。　
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上天気である。予報では曇ってくるらしい。雨の
心配はないようで一安心する。コースもマイクロバ
スの調子も問題ない。朝食に向かう。

9 時出発。バス・ワゴン車とも満席になる。井
上さんはガイド席に着いてマイクで、あれが竹林だ
とか日本の民家だのお墓だとか案内。こちらも久々
に「マイクロ・ナフム」の気分を味わう。急な坂を
ローギアで登って登山口には 10 時頃に着いた。
薄曇りで軽い西風が吹いている。登山にはよい条
件である。駐車場も登山道もまだすいている中、
濱田神父さんをリーダーに登ってゆく。うまくゆき
そうだ。大人たちはロープウェイに４分ほど乗って
山頂駅へ、そして思い思いに砂礫の道を散策する。
ほっとする時間だ。井上さんとは久しぶりにゆっく
り話すことができた。巡礼の時とはちがって互い
に肩の荷をおろした気分をつかの間味わい、みん
なで昼食。その頃登山隊は悪戦苦闘していたよう
だ。登るペースがちがいすぎたり、写真を撮るの
に熱中するものがいたりしてまとまらず、結局 2 つ
のグループで行動するとの連絡が入ったのは、予
定より1 時間も遅れてからだった。でもみんな元
気とのことで安心する。その後も山の陰に入ると
ケータイがとばずに気をもむことも多かったが、軽
いネンザの１人を除いては無事に下山して来た。
登りはじめる頃にくらべて、ずい分リラックスした
感じがして、15 人の子どもたちとスタッフの一体
感が強くなったように思えた。結果的にこの登山
のプログラムは、天候に後押しされて良いタイミン
グで行われた絶妙な仕掛けだったようだ。その後
立ち寄った乙女の滝でも同じような流れは続いて
いて、小さな滝にもかかわらず長時間交流を楽し
んで、小雨が降りはじめてやっと幕になった程だっ
た。緑豊かな那須高原の自然が若者たちの生活
を引き裂くいろんな壁を壊すのに役立ってくれれば
と願っていたが、その通りになって来た思いで嬉
しかった。全員沈没状態で「聖ヨゼフ山の家」に
帰る。土屋神父さんは明日のミサのために自分の
教会へと帰る。

最終レポート

＊　8 月 5 日　「マ・メゾン光星」へ
今日は日曜日、午後から「マ・メゾン光星」の人々

との交流会に呼ばれる。知的障害の方 と々の交流
はどのように行われるのか気になっていたが、圧
倒的な踊りと太鼓のパワーにのみこまれて何の違
和感もなく2 時間を超える一体感を味わう集いと
なった。日本の子どもたちのスタンツもよかった。
決してハシャガないで極東の情豊かに演じてくれて
妙だった。多国籍の教会で司牧していると、同じ
街に住む人々から妙に遊離して浮きあがっているこ
とに気付かない日本の教会人に出会うが、風土に
根ざしている自分の精神性を含めた生き方を振り
返ることの必要性も感じさせてもらった。

山の家にもどると、夕食のバーベキューの野外
会場を１人で準備している人がいた。雨が降らず
に林の中でのパーティーがうまく営めることを願
う。明日は巣立ちの日、今夜は羽もはえそろって
来た若者たちが長崎本番に向けて、最後のみがき
をかけるのだろう。

レンタバスを返す

白河でレンタバスを返す頃、大夕立ちとなった。

楽しい交流のひととき。「マ・メゾン光星」の入所者と
「よさこい」を踊る高校生たち。
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わたしはこのプロジェクトのメンバーの中で、一
番外国に興味のない人間だったと思います。海外
で起こった事は TV やニュースで情報を得る……
それだけでわたしは銃撃事件、自爆攻撃などを
知った気でいました。このプロジェクトに参加す
るにあたって戦争や難民について書かれた本、ま
た日本人が書いた簡単な哲学の本を読んで少しで

も考えに深さを持とうとしましたが、しょせんは付
け焼き刃。元々外国の情勢を真剣に知ろうとしな
かったわたしには、みんなのディスカッションが別
世界のように思え、参加していたみんなをとても遠
い人たちに感じていました。改めて自分を情けな
く思いました。紛争体験、家族、そして平和につ
いてみんなが話し合っている中、わたしはそれら

地域スタッフ

今村 江里加
長崎 CAN 高校生

長崎CANの
高校生スタッフ。

ああこれでは野外のバーベキューの献立ては台無
しになった。ライティングの準備もテーブルセッティ
ングの苦労も実らなくて、彼は残念だったろうなあ
と思いながら、帰路の渋滞の列をのろのろと走っ
ていた。でもあの子どもたちとスタッフなら、こん
なハプニングなんか柳に風と受け流して、楽しい
想い出に変えてゆくだろうと、のんびりかまえて稲
妻と大雨の共演をたのしんだ。「巡礼の前の雨は

ゴールド」というフランスのことわざもある。新た
なステージへの祝福のしるしのように思えた。そ
れほどこの 4 日間で子どもたちは変化し充実して
いった。スタッフたちはこのことをもっとも味わっ
たにちがいない。

バスを転がしてよかったと久し振りに安堵感を
味わえた。イスラエルの大ナフムも、きっとこんな
感じなのかしらん。
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を日本に置き換えて考えてみました。
日本は無差別殺人、自殺にまで追い込むいじ

め、凶弾による殺人、そして最も恐ろしいことに
家族内での殺人があります。日本は外国と戦争を
しません。しかし、今の日本はいわゆる内部戦争
状態です。命を大切にしない人が多いように思い
ます。一方、このディスカッションでは命があって
よかった、家族が無事でよかった、という話がさ
れていました。テロや戦争に巻き込まれたことは
ありませんが、もし大切な家族が殺傷されたら、
悲しみや怒りが溢れてくるでしょう。ゆるせないと
いう気持ちが生まれるでしょう。それが報復につ
ながってしまうかもしれません。そう思うと自分の
中で矛盾が溢れて考えが先へと進まなくなってし
まいました。

戦争とはいったい何を恨めばいいのだろうか、
とわたしはそればかりを考えていました。しかし、

戦争の被害者たちはゆるしたいと思っていました。
それは、憎しみを持っていても世の中は変わらな
いと分かったからだと思います。ゆるすことは憎む
ことよりも難しいものです。長崎は原爆の被害に
あいましたが、原爆の痛みを受け入れたのだと思
いました。しかしそれも一種のゆるしなのかもしれ
ません。わたしはこのプロジェクトに参加して平和
の難しさを実感しました。ゆるしについてたくさん
悩みました。その結果、某テレビ番組のキャッチ
フレーズである「愛は地球を救う」という言葉が
頭に浮かび、まさにそのとおりだと思いました。人
を愛することがゆるしへの一歩に繋がり平和への
道しるべとなるだろう、という考えが、わたしがこ
のプロジェクトで得た大きな財産です。

このプロジェクトに参加できて本当によかったと
思います。ありがとうございました。

わたしがこのプロジェクトに参加したのは、部
活の先輩が前回参加していて、すごくよかったと
聞いたこと、イスラエルとパレスチナの高校生と交
流するなんて、一生に一度あるかないかのすごい
機会だと思ったこと、平和について考える機会を
作る手伝いをしたいと思ったからでした。

初めて長崎のメンバーと会ったとき、学年の差
や学校の違いなどから最後までみんなでやってい
けるか、すごく心配でした。それから月１回のペー
スで集まり、なかなか決まらないホームステイのこ
とやそれぞれの役割の進み具合などを話し合った
りしました。夏休みになると今までの倍以上に忙し
くなり、８月に入ると毎日集まり、朝から晩まで「語
らいの夕べ」のビラ配り、歓迎の旗作り、お土産
の買い出し、歓迎会の準備、会場設営や資料等

の最終確認など、たくさんの事を前日までしまし
た。みんな疲れが溜まっていても、いつも笑顔で、
６日を焦りながらも楽しみに待っていました。

いよいよやってきた６日、朝から歓迎会の準備
をしていると、プロジェクターがスクリーンに映ら
ないというハプニングなどがありながらも、空港で
本体のメンバーに会うと、安心してみんなで泣いて
しまいました。歓迎会では、日本らしさを出すた
めに慣れない浴衣を自分たちで着て、司会進行を
つとめました。イスラエル・パレスチナ・日本のメ
ンバーに歓迎の旗に名前を書いてくれるよう頼ん
だ時、みんな快く書いてくれました。そして別れ
際に日本語で「ありがとう」と言われた時には、
今までの苦労が報われた気がして本当に嬉しかっ
たです。

小野 亜耶
長崎 CAN 高校生



98

イスラエル・パレスチナの高校生たちとも打ち解
けて来た 7 日と 9 日、わたしもディスカッションを
聞けました。お祭りにも行けない、公共の交通機
関は日本で初めて乗ったけど降りる時に怖い、友
だちが銃を突き付けられているのに出くわしたこと
がある…。現地の人の口からそのまま伝えられる
言葉には重みがあり、生まれてから今まで何気な
くしてきた一つひとつがとてもすごいことなんだと
いうことが分かりました。そしてイスラエル・パレ
スチナの壁を越えて、いつも笑顔で楽しそうにし
ている彼らの気持ちを考えると、いたたまれない
気持ちになり、胸が締め付けられる気がして、涙
が止まりませんでした。

８月10 日の「語らいの夕べ」は、とても嬉しい
ものでした。紛争は暴力で解決できないこと。
過去に生きるのではなく、未来に生きること。ゆ

るしあい、歩み寄ることが平和への道ということ
……本当にそうだと思います。相手を受け入れて
みれば、相手の見え方は必ず変わり、友だちにな
れます。友だちと命懸けで戦おうという人はいませ
ん。イスラエル・パレスチナに住むすべての人がそ
うなってくれたらと強く、強く願います。また、こ
のプロジェクトが平和になるまでずっと続き、メン
バーがそれぞれ、平和に向かって歩んでいけたら
と思います。

わたしは平和について具体的に考えることを忘
れかけていました。だから、このプロジェクトは、
本当にプラスになるものばかりでした。これから、
この夏に学んだことを広めるだけでなく、平和の
実現を目指して何か活動していきたいと心から思い
ます。

このプロジェクトに参加して本当に今年の夏は
実りの多い夏休みとなりました。3 月に不安や楽し
みを抱えながら、このプロジェクトへの参加を決
心したことがまだ最近のように感じられます。以前
はイスラエル・パレスチナと聞くと、世界史で習った、

ニュースで聞いたことがあるといっただけで、彼ら
についての知識が全くありませんでした。グルー
プセッションや「語らいの夕べ」などで実際彼ら
の痛みを聞き、衝撃をうけ、自分がどんなに無知
で、平和に対して疎かったのか改めて感じました。

北里 綾香
長崎 CAN 高校生

友情の笑顔。
長崎初日・歓迎会にて。
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メンバー、スタッフの 6 日間の長崎滞在中、わた
しは何度も彼らは本当にイスラエルとパレスチナか
ら来たのかと思うときがありました。しかし、いざ
彼らの痛みを聞くと、いつもは笑って話しかけてく
れている子たちから次 と々話される毎日の不安や、
死の恐怖などを聞いたことに衝撃をうけました。

わたしは長崎に住む者としてとても恥ずかしいこ
となのですが、今まで原爆資料館にただ怖いとい
う印象しか持っていませんでした。毎回訪れては、
涙を流し、目をつむっていました。しかし、この
プロジェクトの準備中資料館へ行く機会が幾度か
あり、その中で、資料館内をまわっているまだ幼
い女の子とその父親を目にしました。その女の子
が目をそらすと、「しっかり見なさい」と父親から
言われており、その姿を目にして、わたしも逃げて
いてはいけない、しっかりと戦争の痛みを知り、
平和の大切さを長崎に育ったものとして発信して

いかなくてはならないと確信しました。そして日本
がアジアの国々で行った大量虐殺や従軍慰安婦問
題など、さまざまな残虐なことも忘れてはなりませ
ん。平和はこうすればやってくるのだという手引き
があれば今頃世界中の人々は平和に暮らしている
でしょう。しかし、そうはいかないからこそ 62 年
間戦争をしていない日本から平和を発信すること
ができるのではないのでしょうか。

今回このプロジェクトに参加して平和の橋を架
けることに少しでもお手伝いができたことを本当に
感謝します。このような機会を与えてくださり、あ
りがとうございました。この出会い、そして対話
を心にとめて、多くの人に今回学んだことを伝え、
これからも平和を祈ります。無力なわたしですが、
平和のためにできることから活動していきたいと強
く思います。

平和祈念像（長崎・平和公園）
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イスラエル・パレスチナ平和使節団

団長

Fr. Ibrahim Faltas（Jerusalem）
〈イブラヒム・ファルタス神父〉

イスラエル人高校生

Alexandra Boskovich（Tel Aviv）
〈アレクサンドラ・ボスコヴィッチ〉女
Avishag Yosephyan（Tel Aviv）
〈アヴィシャグ･ヨセフィアン〉女
Gal Rosenbluth（Tel Aviv）
〈ガル・ローゼンブルート〉女
Noam Shani（Gan-Yoshia）
〈ノアム・シャニ〉女
Peleg Bar-On（Tel Aviv）
〈ペレグ・バルオン〉男              

パレスチナ人高校生

Jehad Farraj（Bethlehem）
〈ジハド・ファラージュ〉男
Nadine Handal（East Jerusalem）
〈ナディーヌ・ハンダル〉女
Nardine Jildeh（East Jerusalem）
〈ナルディーヌ・ジルデ〉女
Renato Bandak（East Jerusalem）
〈レナート・バンダック〉男
Yousef Rantisi（Ramallah）
〈ユーセフ・ランティシ〉男

イスラエル人リーダー

Tali Barel（Ramat-Efal）
〈タリ・バレル〉女

参加高校生／リーダー／同行スタッフ

プロジェクト参加者名簿

パレスチナ人リーダー

Ya’coub Ghazzawi（East Jerusalem）
〈ヤクーブ・ガザウィ〉男
イスラエル人引率者

Yaniv Shenhav（Tel Aviv）
〈ヤニーヴ・シェンハヴ〉男
パレスチナ人引率者

Antony Habash（Bethlehem）
〈アントニー・ハバシュ〉男

日本人高校生

川原 史織　（長崎市）女
竹山 修平　（広島市）男
中村 茉梨菜（長崎市）女
安井 一馬　（横浜市）男

日本人リーダー

石黒 朝香（豊橋市）
滝川 理紗（長崎市）
横山 雄一（広島市）

日本人同行スタッフ

井上 弘子　　鈴木 信一　　中村 満（長崎）
濱田 壮久　　猪俣 一省（那須）
岩田 可愛　　小西 羊一　　葉山 文子
松本 みどり　磯部 雅子（那須）

山内 堅治　（サンパウロ同行取材）
栗原 ちぐさ（通訳）　千葉 絵里（通訳）



実行委員会／地域協力者
東京実行委員会

井上 弘子　　鈴木 信一　　猪俣 一省
中村 満　　　濱田 壮久　
岩田 可愛　　大屋 菁示　　大屋 和江　
小西 羊一　　小西 一枝　　後藤 秀次
中山 宏　　　中山 夕里亜　磯部 雅子
葉山 文子　　松本 みどり　山崎 榮太郎
山崎 久美子　新 直己
石黒 朝香　　滝川 理紗　　横山 雄一

東京日程協力者

肥塚 侾司（事前研修）　

JICA東京国際センター
駐日イスラエル大使館　
駐日パレスチナ常駐総代表部
六本木フランシスカン・チャペルセンター
フランストラベルセンター
佐藤 克裕（グラフィックデザイン）

那須日程協力者

土屋 和彦　　山口 明裕
聖ヨゼフ山の家（ベタニア修道女会）
慈生会マ・メゾン光星

長崎実行委員会

事務局

中村 満　入口 仁志　辻 喜美子　

高校生スタッフ（ＣＡＮ）

純心…中村 茉梨菜（プロジェクト参加）
活水…川原 史織　（プロジェクト参加）
純心…江藤 礼　　　今村 江里加　
　　　矢竹 絵里　　佐藤 真朋
活水…小野 亜耶　　北里 綾香

ホームステイ先

今村 豪　　　江藤 直男　小野 芳彦　
川原 史生　　北里 由香　小林 津代　
佐藤 香奈江　中尾 靖　　幟川 三枝子　
馬場 是明　　安永 初義
　

長崎日程協力者

高見 三明 長崎大司教
山本 富夫（写真撮影）
森山 浩　（写真展示）
廣瀬 方人（英語の語り部）
川尻 政秋　
熊川 忠一（送迎担当）

純心女子高等学校　活水高等学校
長崎市（秘書課 原爆被爆対策部 
　　　　　平和学習支援室 原爆資料館）
長崎カトリックセンター

プロジェクト参加者名簿   101
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11 支援団体と支援者名簿

協賛団体

独立行政法人 国際協力機構（JICA地球ひろば）

助成団体

カリタスジャパン
独立行政法人 国際交流基金
独立行政法人 日本万国博覧会記念機構
		

後援団体

駐日イスラエル大使館
駐日パレスチナ常駐総代表部
カトリック新聞社
カトリック長崎大司教区
カトリック東京大司教区
カトリックさいたま司教区
サンパウロ
ドン・ボスコ社
女子パウロ会 あけぼの編集部
純心女子高等学校
活水高等学校
真生会館

支援団体（27団体）

カトリック大阪大司教区シナピス
日本海洋掘削株式会社
木村洋行株式会社
北九州地区カトリック信徒使徒職協議会
道の会
カトリック麻布教会
カトリック高輪教会
カトリック豊四季教会
カトリック花巻教会
カトリック東山教会
カトリック吉塚教会
栄光学園 愛の運動委員会
久留米天使園修道院
聖ヨセフ修道院
東京カルメル会 女子修道院
福音の光修道会　　　
ベタニア修道女会
フランシスコ会 田園調布修道院
カトリック大浦教会 教会学校の子供達
厳律シトー会 天使の聖母トラピスチヌ修道院
ショファイユの幼きイエズス修道会
聖フランシスコ病院修道女会 長崎修道院
聖フランシスコ病院修道女会 姫路修道院
ベトレヘム外国宣教会
宮崎カリタス修道女会 井荻第二修道院
慈生会マ・メゾン光星
横浜雙葉学園 土曜会

（順不同）
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相澤 朱実
相葉 昌子
青山 博子
青山 美恵子
浅沼 誠子
東 宣子	
東 幸江
安達 マサエ
新 圭子	
新 直己
天野直秀・裕子　
安部 安子
雨宮 信子
安藤 幸子
飯澤 和枝
五十嵐 京子
五十嵐 洋枝
池田 美江子
池永 廣美
伊沢 五郎
石川 和子
石川 宣道・まなか
石川 ゆかり
石黒 朝香
石黒 利昌・陽子
石崎 田鶴子
石津 恭子
石村 信子
和泉 紀代子
磯部 雅子	
板倉 るり子
市村 光生
伊藤 多恵子
伊藤 安以
伊藤 瑛子
伊藤弘・ふさ子

伊藤 裕幸・みどり
伊東 夫佐
井上 くわ
井上 春代
井上 英彦・つや子
井上 弘子
猪俣 一省
今井 泉
今村 信之・知子
入井 智子
岩下 直子
岩田 可愛
岩田 幸枝
岩田 卓三
岩本憲嗣・八智子
上原 正臣
植松 敦子
氏家 阪枝
宇田 八重子
内田 芳人
梅津 明生
江尻 迪子
江波戸 晴夫
江村 紀美子
遠藤 恵美子
遠藤 香恵子
及川 幸子
呉 蓮子
大川 章代
扇谷 良廣・ウタ子
大黒 洋介
大澤 博之
大沢 美智子
大澤 由紀子
大沢 洋一郎
大島 功

大田 輝男
太田 晴子
大田 洋子
大谷東洋・恵美子
大友 幸子
大西 茂雄・美恵
大畑 家寿子
大森 いくえ
大屋 菁示・和江
大八木 氾子
大山 聖一
岡 捷子
緒形 葉子
岡田 友治
緒方 貴子
小川 千都子
小川 真佐枝
小川 美知子
奥原 芳子
尾崎 和子
忍足 舜吾
小田 淳
小田 浩昭
小野 修
小野 有五・妙子
甲斐 恵美子
甲斐 節子
加藤 喜代子
加藤 恵子
加藤 千恵子
加登本 拡
蕪木 直江
鎌田 まさ子
川井 章・美智子
河角 広子
川中 敏子

河野 豊
川原 史生
川平 俊子
楢原 輝久義
川村 栄子
川村 昕司
川村 直道
川本 和子
菊池 崇文・弘子
北原 豊子
木戸 知子
喜山 聖子
金 マリア
木村 道子
工藤 里代
窪 宏太郎・久子
栗原 健
栗原 慶子
栗原 ちぐさ
黒河内 玉枝
呉 佳代子
小池 章子
小池 久子
合志 たづ子
小久保 俊三
後藤 秀次
小坂田 さち子
小坂田 裕子
輿石 修古
小谷 美絵子
小西 羊一・一枝
小林 明子
小林 寛治・藤子
小林 久美子
小林 節子
小宮 静江

今 満里子
近藤 廣子
崔 海珍
斉藤 英夫
斉藤 真理・由紀
栄林 ヒサ子
坂本 雄郎
坂本 恵子
桜井 房子
佐々木 清
郷家 政男・かな江
佐藤 アツ子
佐藤 治
佐藤 俊彦・朝子
佐藤 政信・トシ
佐藤 美津子
佐藤 光子
佐野 澄子
更谷 哲哉
塩原 いね子
重野 よしを
島 照子
島田 みち子
島原 みどり
島本 恵子
清水 志おり・三千子  
清水 紀代子
下條 善子
庄司 篤
白柳 隆明
進 緑
菅波 昭子
菅野 ウメ
鈴木賢一・知子
鈴木 信一
鈴木 登喜子

一般支援者（396名　匿名10名）
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鈴木 規子
鈴木 みち子
鈴木 美津子
須田 茂乃
須藤 美千子
砂川 まり子
外山 憲子
高井 多可ゐ
高岡 節子
高島 文枝
高田 留奈子
高野 千草
高野は る子
鷹觜 達衛
高橋 浜子
高橋 要順
高平 好郎・たつみ
高山 早代
田川 照子
瀧 陽子
滝川 理紗
武井 博
武田 真理
建部 正秋
田島 久仁子
立川 教予
立石 圭子
立林 久美
立脇 和夫
田中 あお
田中 英
田中 志郎
田中 節子
田中 伸枝・祐子
田中 翠
田辺 知之
谷 陽美
谷口 寿美枝

田村 忠義
田花 安子
塚原 宏
辻 知子
土本 志保子
土屋 正彦
都藤 清美
手子 ヤエノ
寺田 和子
寺田 京子
得田 照
富澤 由利子
内藤 歌子
内藤 和子
中 具巳
長沢 美抄子 
中澤 リナ
中島冨美子
中島 英一
長島 由紀子
永野 博信
永峯 美代子
中村 ミツノ
中村 有里子
中本 徹信
中山 宏・夕里亜
永吉 恵子
西川 武志
西嶋 由紀子
西田 紀子
仁藤 秀子
二宮 広子
任 明江
野口 紀世子
野坂 静子
野田 健太郎
野田 寛
野本 芳子

白 景守
橋本 和子
服部 智裕
羽戸 廣子
林 一江
林 朋子	
葉山 文子
原 清・瑛子
久田 葉子
肥田 潔
檜山 しげじ
平賀 徹夫
夫 福敬
深沢 瑠璃子
深田 久子
深堀 純子
深堀 柱 
福崎 康代
福田 青柳
藤井 明子
藤代 真知子
藤村 宏子
藤本 保子
藤原 伸子
船橋 良子
古川 モト
古本 佳世子
古屋 敦
古屋 恵子
堀口 明美
堀口 弥生
本間 早苗
前島 郁子
真栄田 由紀子
牧口 君枝
桝谷 紀子
増満 由美子
松井 瞭博

松田 喜代子
松田 タキ子
松本 信子
松本 みどり
松本 美根子
真山 かほる
丸口 久江
丸山 幸一
右田 拓磨
三島 八重子
水上 みち子
水谷 寿々子
水野 三千代
道又 賢一
光藤 操
宮井 政子
宮内 暁子
宮川 園絵
宮倉 満子
宮田 いそ子
宮野 美智子
宮本 クララ
三輪田 明美
村岡 秀子
村上 則子
村上 泰子
村田 由紀子
望月 大信
森孝一・立藤昇子
森本 明子
八木 康江
安田 美知子
安原 鈴子
矢田部 公仁子
八尋 八洲
山内 恭子・真人
山内 雄策
山来 真理子

山口 裕
山口 和也
山口 千代子
山崎 彰 
山崎 幸子
山田 恵子
山田 千秋
山田 康子
山ノ井 秀子
山本 恭子
山本 幸子
山本 知子
杠愛子・隆志
横山 政尚
横山 雄一
吉川 八重子
吉川 陽子
吉田 恵子
吉田 静代
吉田 矩子
吉田 三代江
吉田 有子
吉村 美紀子
四谷 和子
李 アンナ
ロランド・ピエール
渡辺 薫子
渡辺 こずえ
渡辺 征子
渡辺 千津子
渡部 朋子
渡部 美佐子
渡辺 光江
渡辺 禮子

（五十音順･敬称略）
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2007年5月23日　朝日新聞
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2007年8月4日　毎日新聞

2007年8月7日　長崎新聞
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2007年8月26日　カトリック新聞
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2007年9月8日　キリスト新聞

2007年9月1日　よきおとずれ
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2007年10月号　家庭の友
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※記事の続きは「家庭の友」でごらんください。
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2007年10月号　家庭の友
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